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　女め童わらわが駆かける。

　新緑の野山に緋ひ色いろの袖そでをはためかせ、胸むな先さきまでの髪かみなびかせて、わき目もふらずに駆けてゆく。その足は止とどまるところを知らず、そのまま山奥へと踏ふみ入るかと思われた。が、女童は一本の節くれた古こ木ぼくを目にして足を止めた。

　この木はいつからここにいるのだろう？　女童は幹に手を伸のばす。生命いのちの鼓こ動どうをたしかめるようにゆっくりと。そして父よりも、いや祖父よりも長生きにちがいない、そう思った。

（だって、おじいさまの手より、かたいもの）

　多くの戦いくさに臨のぞんだ祖父の手は、甲こうには血ち脈みやくが浮うき、手のひらは肉刺まめでごつごつしている。けれども女童はその手でなでられることが好きだった。

　父は家の跡あと取とりで、自分はその初うい子ごだ。祖父も、父も、母も乳う母ばもみなやさしくしてくれる。なのに彼らから逃にげだしたのはなぜだろう。酒を酌くみ交わす人々の目を盗ぬすみ、女童は逃げた。

　すこし前から家の中の空気が変わった。乳母になぜと訊きいても作りものの笑え顔がおを向けるだけ、父や母は頭をなでてくれるだけ、祖父だけは変わらなかったが、それでも自分を見つめる瞳ひとみに悲しげな光が宿るようになった。いつからだろう。去年の花見の時もすでにそうだったのか。

　今年は自分が生まれて五度めの春だという。春は好きだ。冬も好きだが、雪の庭で長く遊んでいると叱しかられる。春になれば叱られないし、こうして屋や敷しきの外にも行ゆける。

　だが屋敷を出てもなにも変わった様子はない。宇う治じ川は変わらず滔とう滔とうと流れ、伏ふし見みの山からはいつものように山鳥の鳴き声が聞こえる。

　いったいなにが変わってしまったのだろう。山の向こうでなにかあったのだろうか。

　女童は幹みきに添そえた手に力をこめ、地に沿う枝に足をかける。ひざ丈たけにも満たない高さだ。だが目線が変われば、大人の目線になれば見えるかもしれない。みなが声を潜ひそめるその理わ由けが。

　枝にのぼり、幹に沿って天を見上げる──そこには、視界いっぱいに淡あわい紅が広がっていた。

　古木の幹から伸びる枝々、そこから吹ふき出るやわらかな新芽と淡い紅の花。その向こうには、霞かすみがかった晴れ空がどこまでもつづいている。女童は目を瞠みはり、息を忘れた。

　それからどれほどの時が経たったのか。ざっと吹き抜けた風に花びらが舞まった。

　せまりくる紅。女童はとっさに幹から手を離はなして目をかばう。そのとき世界が反転した。

　足元から力が抜け、ふわ、と身体からだが浮いたのも一いつ瞬しゆん。体が急速に地に吸い寄せられる。

　──落ちる。女童は身を固くして目を閉じる。

　しかし覚かく悟ごした痛みは襲おそってこなかった。知らず、背中にまわされた腕うでで抱だきあげられた。

「怪け我がはないか？」

　それはよく知った少年の声だった。目をあけると黒目がちな瞳が少女を見つめている。

　彼は重臣の孫で、年が近いこともあってよく遊んでくれる。いつもの隠かくれ鬼おにのつもりはなかったのだが、女童の姿が見えないことに気づいて捜さがしにきたのだろう。

　大だい丈じよう夫ぶ、と下ろしてもらうと、少年の手の甲から血がにじんでいた。古木で擦こすったらしい。

　女童はあわてて懐ふところから手しゆ巾きんを取り出す。しかし少年は「いや」と手を振ふった。

「たいしたことはない。舐なめときゃ治なおる」

　今にも舐めようとする少年に、でも口に穢けがれが入ったりしたら、と女童が言いつのると、

「じゃあ小川ですすいでゆくからおまえは先にもどってろ。見つかったらまた大目玉だぞ？」

　少年は冗じよう談だんめかして言った。毎日のように女童の家に来ているので、叱られている姿もよく見られている。いじわる──女童がむくれると、少年は女童の頭をぽんぽんとたたいた。

「せっかくみんなで来てるんだ。今日くらいは心配かけるな。な？」

　女童が勝手に抜けだしたことはまだ気づかれてないらしい。家族そろって出かける機会など数えるほどしかない。そして来年の春にはどうなっているのかわからないのが今の世の中だ。

　侍じ女じよの噂うわさによれば『たいこうさまのみよ』が危あやぶまれているらしい。それが危ういとなにがどうなるのか、女童にはわからない。どうしてと聞いてもだれも教えてくれない。

　また戦になるかもしれない。そう噂しているのも耳にした。肥ひ前ぜん名な護ご屋やのさらに遠く、海の向こうの異国とまた戦をはじめるのだろうか。戦になれば、今度はだれかが帰ってこないかもしれない。

　もう二度と会えなくなる……？　不安を覚えた女童は、みずから逃げ出したことも忘れて、衣ころもを翻ひるがえして駆け出す。そしてふと思い出し、あわててふり返って叫さけんだ。

「ありがとう、小こ一いち郎ろう！」
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　あこは山鳥の声に目を覚ました。

　山の朝は獣けものたちの寝ね息いきが聞こえるようだ。山全体が深呼吸をしているような清せい冽れつな空気、そこに溶とけこむように遠く、山鳥の声が聞こえる。江え戸どとはちがう、一日のはじまりだ。

　顔を洗い、衣をあらためて障子をあける。朝あさ霧ぎりが降りていたのか、庭は白みを帯びていた。

　沓くつ脱ぬぎにそろえられた履はき物ものにつま先をとおして中庭に出ると、芍しやく薬やくの葉が朝あさ露つゆに濡ぬれている。蕾つぼみは固く、咲さく気配はない。なかなか顔を見せようとしないのは屋敷の主あるじとおなじだ。

（前にお会いしたのはいつだったかしら）

　指折り数えはじめ、その手はすぐに止まった。会えなかったのは昨日一日だけだった。しかし佐さ和わ山やまにきて十とお日かあまり、おなじ屋敷に住まっているのに数えるほどしか顔を見ていない。

（ねぇ、ちゃんと休んでる？）

　会えるのは用があるときだけだが、それでも多た忙ぼうな合間を縫ぬって来てくれているのはわかる。

　無理をせず、しっかり休んでいてくれるなら自分のことは放っておいてくれてかまわない。だが城しろ普ぶ請しんで人手を取られ、数日後には将軍家接待の大役を控ひかえている。そのような状じよう況きようで腹心の側そば役やくが不在とくれば、そうそう休んでいられないのが実情だろう。

（わたしもなにかお手伝いできればいいのだけれど……）

　あこがほぅとため息を漏もらしたそのとき、庭の向こうの廊ろう下かを渡わたる人ひと影かげがあった。

（えっ……？）

　思いがけない偶ぐう然ぜんに鼓動が跳はねる。仏堂の生母に朝の挨あい拶さつをしてきた帰りらしい。

　すっきりと伸びた背に、結ゆいあげながらなおも長い黒くろ髪かみが揺れる。露あらわになった首筋は息を飲むほどに白い。迷いこんだ山中で真白な鹿しかに遭そう遇ぐうしたかのようだ。

　肩かたは少年の細さを残し、背もまだ育つ余地がある。だがはかなげな風ふ情ぜいに反し、ひ弱さは感じさせない。面おもてを上げ、意識することなく歩いていても身体の重心がぶれない。武術を修めていることは一目でわかった。侮あなどって襲おそいかかろうものなら、一ひと太た刀ちで斬きり捨てられるだろう。

「右う……」

　声をかけようとして、主あるじの袖にまとわりついていた女め童わらわが先に気がついた。女童は主になにやらささやいて、笑みを浮かべてこちらにやってくる。

　女童は見た目十歳ばかり、顔立ちはどことなく主と似ている。ふたりでいる姿は妹が兄に甘えているようにも見えた。しかしいま面に浮かべているのは挑ちよう戦せん的てきな笑み、主に向けていたものとはまるで別人だ。あこは反射的に身み構がまえた。

「ずいぶんお早いお目覚めね？　お腹なかが空すいて目が覚めてしまったのかしら。残念だけどその花は煮にても焼いてもおいしくないわよ。イノシシ娘むすめは竹たけの子こ掘ほりにでも行ったらどう？」

　女童はいつも既すんでのところで邪じや魔まをする。今もまた、廊下を見やると主はすでに屋敷の表へと姿を消していた。

（もうちょっとでご挨拶できたのに！　この化ばけ猫ねこ～～！）

　あこは受けて立ってやるわよとばかりに、人の恋こい路じを邪魔する女童に向きなおる。

「あーら、そういうあなたこそ、マタタビ探しにでもいったらどうかしら。猫じゃらしで喜ぶお年とし頃ごろはとうの昔に過ぎたようだし？」

「たしかにそんな小こ娘むすめの時分のことなんて覚えていないわね。けれど、くやしかったらあなたもこれくらい若々しく年をかさねてみなさいな」

　女童は髪をはらい、白い首筋を見せつける。あこもまだ十六歳、十分若いが子どものみずみずしい肌はだにはかなわない。

「わたしだって三年前にはそれくらい……！」

「いくら若くたって、外をかけずり回って真っ黒に日焼けしてたんでしょ。いえ、うりぼうならまだら焼けかしら？　さすがイノシシ娘よねぇおほほほほ」

　真っ黒とは言わないが、出歩いていたのは事実だ。あこは反論できず、ぎりと歯を嚙かんだ。

　本当なら三年前に輿こし入いれしているはずだった。しかしなんの因果か、輿入れは三度も延期となった。いまも嫁とつぎ先の愛宕あたご屋敷に滞たい在ざいしているものの、訳あって婚こん礼れいの日取りは未定だ。

（……もし三年前にきていたら、右う近こん殿どのはもっといろんなお話をしてくれたかしら？）

　先ほどの少年、井い伊い右う近こんの大たい夫ふ直なお継つぐは早くに父を亡くし、幼くして家の名を負った。そのせいか年ねん齢れい以上に大人びて、おない年だというのにくだけた話をしない。ふたりで過ごしていてももっぱらあこが話すだけで、直継はときおり相あい槌づちを打つだけだ。

　しかし、ごく稀まれに、ふと目線がやわらかくなるときがある。

　直継の整った顔立ちには普ふ段だんから目を奪うばわれがちだが、そういうときは心の奥でなにかがかさりと音をたてる。胸の奥の一部が止まったように苦しくなって、でも同時に温かい感情がこみあげてきて、こんな顔をずっと見ていたいと思う。

　けれどもあこの口が止まると、怪け訝げんそうに『どうした』と言ってまた表情が元にもどるので、あこはあわてて言葉を紡つむぐという塩あん梅ばいだ。

（ふたりでいるときくらい、もっとくつろいでくれたらいいのに……）

　そうしたら、寝ねているときの穏おだやかな顔とか、寝ね起おきのぼーっとした顔みたく、もっともっといろんな顔が──と思いめぐらせると、知らず、頰ほおがゆるんでいたらしい。

「なににやけてんのよ。薄うす気き味み悪わるいわね」という指し摘てきに、あこはあわてて咳せきばらいをした。

「右近殿のお加減はいいみたいね」

　遠目に一瞬見ただけだが、顔色は悪くなかった。会える時間がすくない分、集中して観察をつづけたせいか、ちょっとした表情のちがいも見分けられる自信がある。

「まぁね。でも遊んでいるヒマはないの。あなたとはちがってお忙いそがしいんだから」

　棘とげのある言い回しにむかっとするが、我が慢まん我慢と自分に言いきかせる。

「ねえ、なにかわたしにお手伝いできることはない？」

　あこは生家から侍女をふたり連れてきた。彼女たちは今も井伊家の侍女にまじって仕事にいそしんでいる。あこもなるべく身の回りのことは自分でし、ふたりの手を煩わずらわせないようにしているが、あわただしい家の中で自分ひとりなにもしないのは気が引ける。

「目立たず騒さわがずおとなしくしてるのが一番よ。あなたはいるはずのない居い候そうろうなんだから」

「それはわかっているんだけど……ねぇ、帰る方法は……？」

「探してるわよ！　それこそ最優先でね！」

（そりゃそうよね）

　迷い人は直継の身に悪あく影えい響きようをあたえる。今すぐ叩たたき出したいというのが本音だろう。

「方法が見つからないなら、ためしに山を下りてみるとか……どう？」

　あこは弱気に問いかける。すると女め童わらわは「またさらわれたらどうする気よ!?」と怒ど鳴なりつけた。その剣けん幕まくにあこはたじろぐ。しかし。

「──もしかして、心配してくれてるの？」

　すると女童は弾はじかれたように「だれが！」と返した。その一言が火に油を注いだらしい。

「あなたは言うまでもなく邪魔なの邪魔！　おとなしく消えてくれるなら今すぐ消えてくれてかまわないわ！　でもこんなに結界が弱まっているときにさらにかき乱すようなことしないでもらえる!?　ここと采女うねめ殿どのだけでも手一いつ杯ぱいだっていうのに、事情も知らない有う象ぞう無む象ぞうの輩やからが帰ってくる挙あげ句くに、あの家康タヌキの小こ倅せがれも来るっていうし！」

　仔こダヌキはおとなしく山で野宿でもしてなさいよもう！　と、女童は憤ふん慨がいする。

（ああ、そういうことね）

　小こ姑じゆうとが嫁よめの心配などするわけがない。女童はどこまでも主あるじさま第一主義だ。

「とにかく！　あんたは歩く厄やく災さいなんだから、くれぐれも主さまに迷めい惑わくをかけないでね！」

　女童はそう言い捨て、いらだたしげに立ち去った。

（言われなくてもわかってるわよ、それくらい……）

　あこは両家で決めた予定どおり、五月に嫁ぎ先の江ごう州しゆうにやって来た──はずだったが、到とう着ちやくしてみると江州佐和山は二月、どうやら領地に入る際に時の歪ひずみに迷いこんだらしい。

　すべてはあの小姑の女童のせいだと思っていた。だがあの女童、たまの本ほん性しようは遠えん州しゆう井い伊いの谷やの天てん白ぱく磐いわ座くらに祀まつる水神、井伊家の守り神だった。そしてたまはあこが迷いこんだ事情など知らないと言っている。事情は思ったより複雑なようだ。

　あこがこの世界に迷いこんだときに結界に歪みが生じ、この地に封ふう印いんされていた怨おん霊りようがよみがえった。それは五年前までここ佐和山の城主だった男で、名を石いし田だ治じ部ぶの少しよう輔ゆう三みつ成なりという。

　三成にとって、時迷い人であるあこは利用価値があるらしい。たまはいますぐにもあこを屋敷から追い出したいが、三成の手に渡すわけにはいかない。あこを邪じや険けんにしつつも愛宕屋敷にかくまっているのはそのためだ。

（やっぱりわたしを呼んだのは直なお政まささまなの？）

　あこは二月に迷いこむのに前後して、先代直政の声を聞いた。直継はあこがこの時間にいる理由は、先日の一件の他ほかになにかあるかもしれないと言う。しかし数日経たつがなんらの異変もない。

（……わたし、ここにいてもいいのかしら）

　自分にできることがないなら、帰る方法を探して元の時間にもどらなければ。そう思うが、帰る方法が見つかったら自分はどうするのか。

　もし帰ったとして、許いいな婚ずけである五月の直継にあこに関する記き憶おくはあるのか、持っている記憶の違ちがう直継なのか。それとも顔も記憶もなにもかも違うまったくの別人ということもありうる。

　五月の直継がここにいる直継とちがう人間でも、状じよう況きようは出会う前とおなじ。顔も知らない相手に嫁ぐことに変わりはない──なにも変わっていないはずだ。けれど胸の奥に痛みが生じる。

（……知らない相手に嫁ぐなんて、あたりまえのことでしょう？）

　大名家の娘はみなそうして嫁いでいる。好きな相手でなければ嫌いやだなどといえる立場ではない。しかし惹ひかれるという感情を知ってしまった今は、五月の現実を知るのが怖こわい。

　あこは二月の佐和山に来るまで、井伊家の血の宿す力のことも竜りゆう神じんのことも、一門である采女のことさえ知らなかった。しかし、知らなかったのではなく、五月の佐和山ではそのようなものは最初からなかったのだとしたら？　すべては時の異なる世界が見せた幻まぼろしだとしたら？　──五月に帰るそのときが、ここで出会ったみなとの永えい訣けつだ。

　井伊直継というおなじ名をもつ別人。その本当の許婚に嫁ぐ覚かく悟ごができないまま、偶然にあたえられた時のなかでまどろんでいる。

「はぁ、あの子もあいかわらずですねぇ」

　縁えん側がわをふり返ると、かやが朝あさ餉げを持ってきていた。

　生家の鳥とり居い家けから連れてきた娘で、年は十三。侍じ女じよと呼ぶにはまだ幼いが、井伊家の侍女たちに混じって仲良く働いているようだ。

「まるでネコが毛を逆立ててるみたいに見えません？」

「え!?」

　あこは驚おどろいて、かやの顔をまじまじと見つめた。

　たまは白猫に化けることもある。だがそのことをかやには知らせていない。あの女童は小姑ぶっている縁えん戚せきの娘むすめだと思っているはずだ。

「そういや最近、あの白いネコちゃん見かけませんねぇ……あら姫ひめさま、どうなされました？」

　あこは呆ぼう然ぜんとかやの顔を見つめていたが、あははと空から笑わらいでごまかした。

（あなどれないわね、かや……）

　生家から連れてきた侍女ふたりには、時に迷いこんだことを話してある。かやは『まぁ、お山にはタヌキもキツネもいますから、だまされても仕方ないですよ』とすんなり受け入れた。

「あの子からなにか、殿さまのご様子は聞けたんですか？」

　あこが部屋に戻もどって「あの子が教えてくれるように見える？」と言うと、かやは米をよそいながら「でしょうねぇ」と苦く笑しようした。

「でも、ご心配いりません。ここ数日はお元気みたいですよ」

「え、なにか聞いたの？」

　奥勤めのかやに直継と接点があるとも思えない。すると、かやはあっさり種明かしをした。

「だって、ちゃんとお食事を召めし上あがっているそうですから」

（ああ、なるほどね）

　賄まかないや膳ぜんの上げ下げには人手を介かいする。病やまいで食が進まないなら口をつぐむかもしれないが、しっかり食べているならば秘することでもない。これだから侍女の話はあなどれない。

「──あら、朝餉に間に合いませんでしたか」

　廊ろう下かから声がして、かやは「姉ねえさま！」と目を輝かがやかせた。主人であるあこよりも慕したっているのは見え見えだったが、かやの姉さま好ずきはいまさらなので放っておく。

「しの、いたの？　今朝は采女うねめ殿どののお邸やしきでお手伝いではなかったかしら？」

「ええ。その采女さまの御お文ふみをお届けに、一度戻ってまいりました」

　その名にかやがぴくりと反応する。だがあこは、あえて見なかったふりをした。

「御文って、まさかそれ？　文ふ箱ばこって量じゃないわよね」

「ええ。一晩目を離はなすとこれなんですからもう」

　しのは愚ぐ痴ちをにじませつつ、すらりとした背に結んでいた布包みを下ろす。通常なら一通ずつ文箱に入れて送るが、入りきらなかったのだろう。優に小さな葛籠つづらひとつ分はある。

（出仕してなくてもお仕事してるわけね采女殿……）

　采女というのは井伊采女直なお重しげ、井伊家の一門であると同時に直継の側そば役やくだ。先日の一件で深手を負い、今は自じ邸ていで療りよう養ようしている。

　先日あこが様子を窺うかがったときは、まだ起きられるような状態ではなかった。水神が命を救ったとはいえ、生死をさまようほどの深ふか手でだ。しばらくは起きられないはずだが、おとなしく寝てもいられなかったのだろう。

「出仕していないのに過労で倒たおれられては、しゃれにもならないわね」

「ええ。しかし申し上げて聞く御お方かたならよろしいのですが」と、しのはため息を漏もらした。

（しのにさじを投げさせるなんて！）

　あこなどいまだにお小言つづきだ。それを黙だまらせるとは。ぜひコツを聞いてみたいものだ。

「表にそれを届けたら、また采女殿のお邸にもどるの？」

「ええ、愛宕からお届けする文もございますので」

「じゃあわたしも一筆したためて……」と腰こしを浮うかしかけて、あこははたと気がついた。

　しのは事もなげにもどると言ったが、采女の邸は愛宕屋敷の山の裏手、つまり佐和山を越こえた向こう側だ。さほど高い山ではないが、一日に何度も登り下りするのはきついだろう。

（ちょうどいい機会じゃない！）

　ふたりが見上げる中、あこはその場にすっくと立ちあがると、握にぎりこぶしをつくって見せた。

「そのお使い、わたしが行くわ！」
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　碗わんの中で茶ちや筅せんが踊おどる。

　茶筅をとる青年は二十歳はたちばかり、小こ袖そでには色あざやかな染めが入っている。だがその姿は老ろう齢れいの茶人のように落ち着き、穏おだやかな室内の空気に馴な染じんでいた。

　青年がしずかに茶筅を置く。そして作法に則って茶ちや碗わんを差し向けるかと思いきや、無造作にむんずとつかむと、自身でたてた茶をずずずと音を立てて一気に飲み乾ほした。

「……もう一いつ杯ぱい、湯を用意させましょうか」

　邸の主である采女うねめは、その行動にとまどいを見せることなくそう切り出す。しかし青年は「いや、これで満足だ」と断った。

「茶と漬つけ物ものはやはり京がいいな。江戸にも良いものが下るようになってきたけどまだまだだ。江戸でいいのは、活気と目新しいもの好きの好こう奇き心くらいかな」

　まぁ見ていて楽しいのはなによりだけど、と青年はつけくわえる。

　見み舞まいに来たのはいいとして、邸てい主しゆが怪け我がをしているからとみずから茶をたてる者もめずらしい──というより、普ふ通つうはしない。相変わらずだな、と采女は笑えみを漏らした。

「江戸でのお役目はつつがなく」

「まあな。上様が上のぼられてからはこれといった儀式もなかったし」

「然さ様ようにございますか。忙しい時期ですからお早くお戻りくださって助かります」

　そう言って采女が頭を下げる。すると、

「その忙しい時期にその姿はなんだ？」

　不意に本題を切り出され、采女は息を飲んだ。

　青年の恰かつ好こうは御ご所しよ車ぐるま行き交かう都大路を描えがいた小袖姿、江戸で流行はやりのものだという。それに対し、采女は寝しん衣いの白小袖に一枚羽織っただけ、髪かみは結ゆっているがいつでも横になれる恰かつ好こうだ。通常の見舞客きやくであれば部屋に通すような姿ではない。知る間あい柄だがらであればこそだ。

「たしかにおまえは養子に出した。が、動けなくなるまでこき使っていいと言った覚えはない」

　これは抗こう議ぎだな、と神しん妙みように告げる青年に、采女は楔くさびを打ち込んだ。

「──兄あに上うえ」

　口調はいつもどおり穏やかだが、その裏にひそむ非難の響ひびきは鋭するどい。

　しかし青年──主しゆ馬めもわかっているとばかりに、うって変わって軽い調子で「冗じよう談だんだ」とひらひらと手を振ふってみせた。我が兄ながら、引ひき際ぎわをよく弁わきまえている。

「だが、かわいい弟を傷つけられた兄としては事情を聞かせてもらってもいいんじゃないかな」

「そのことにつきましては、内うち々うちの話ですのでご容よう赦しやを」

「内々ねぇ……いくら宗そう主しゆだからって手に負えないこともあるだろう。特にあの右近殿じゃな」

「……右近さまが、なにか」

　当主ではなく宗主と告げた兄に対し、采女の声がさらに深くなる。だが采女と似た面おも差ざしが動じる様子はなかった。

　年よりも若い顔立ちや軽けい佻ちようにも見える言動に、ときには采女のほうが年長かと思われがちだ。しかしそれは彼なりの社交術で、奥に秘める心は自分よりずっと深いことを采女は知っている。

「宗主はまちがいなくあの方だ。それをとやかく言うつもりはない。だがな、あの先代と張り合おうというのがそもそもまちがっているだろ」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、声を落として主馬は付け加えた。──あの方では体がもたない、と。

「……それをご補ほ佐さ申し上げるのが、一門に迎むかえられた私の務めなれば」

「その結果がその怪我か」

　主馬が揶や揄ゆする。あからさまな挑ちよう発はつだ。怪我については自由にならない体を見て察したのだろうが、くわしい経けい緯いは一いつ切さい話していない。家か中ちゆうの話は実の兄といえどもするわけにはいかない。他家に入った者としてのけじめだ。

　主馬は采女の瞳ひとみが揺ゆらがないのを見て取ると、天てん井じようを仰あおいだ。

「あーあ、お兄ちゃんは悲しいねぇ。こんな苦労人に育てた覚えはないのに、いったい誰だれに感化されたんだか……まぁ、怪我したものはしかたない。休みのときくらいちゃんと寝ろよ？」

「大事の前なれば、そういうわけには」

「ああ、その大事の御一行様と道中一いつ緒しよになったんだけどな。あの方も来ているぞ。愛宕にも文を出したらしいが聞いてないか？」

　采女はその一言が示す人物に気づき、眉まゆをひそめる。

「そういや江戸の右近殿の御相手からも文を預かってきた。延期つづきでもう三年だからな。三年前は形ばかりの婚こん礼れいでも早そう急きゆうにという話だったが、幼かった姫ひめも今年で十六、あちらも本気で話を詰つめるつもりだ。こと当主の婚礼となれば、あの方を呼ばないわけにもいかないだろう。いい加減、こちらとしてもしかるべき対応を考えてだな──」

　そのとき、廊下から「お話し中、失礼いたします」と声がかかった。

「あーなんか用？」

　己おのれの屋や敷しきでもないというのに、主馬は弟の家人にさも当たり前のように問いかける。

「は、あの……」と言葉を濁にごす家人に、主馬はずりずりと膝ひざでにじり寄った。

「なに、俺にも言えないこと？」

　この屋敷の家人は、大半が采女の生家に仕えていた者だ。主しゆ馬めの正じよう重しげ辰たつは生家である鈴すず木き家の嫡ちやく子し、しかも主あるじの実兄ともなれば無下にはできない。

「いえ、あの……愛宕からご使者が……」

「あ、しのが帰ってきたんだ？」

　主馬は邸を訪れた際にしのと出くわしている。弟の屋敷で見知らぬ娘むすめが勤めていることに興味を持ったらしい。まさか佐和山の侍じ女じよすべてを覚えているとは思えないが、しのの顔立ちは目をひく。異性にまったく興味を示さない様子も兄の好奇心を刺し激げきしたのだろう。

　鳥居家の者であることは伏ふせたものの、兄に知られたのは厄やつ介かいだと思った。

「いえ、それが……」

　なおも言葉を濁す家人に、采女は「どうしました？」と問いかける。家人は言いづらそうに、しかし主命により口を開くと、出てきたのは采女の予想していなかった言葉だった。

「あの……姫ひめがお越しに……」

「は？　────姫？」

　事情を知らない主馬は、ぽかんと口を開ける。

「妹いもうと姫ひめは江戸だし、まさかこの時期に清きよ洲す殿どのってことは──」

　今の佐和山には姫と呼ぶべき女によ人にんはいない。鳥居家一行に関しては一切を伏せている状態だ。

　采女はまずいなと思ったものの、面おもてには出さない。いかなる場合も動どう揺ようを見せないこと、それが二十歳はたちに満たない身で老ろう獪かいな先せん達だつと渡わたりあうために最初に身につけたことだ。

　采女は「兄上」と呼びかけて向きなおると、手をついて一礼した。

「お客人のようですので」

　ここで執しつ拗ように追つい及きゆうする兄ではない。いまは不ふ審しんに思われようとも、言げん質ちを取られなければ言い逃のがれはできる。

　しばらく間があったが、主馬はやがて「ああ、そうか！」と思いついたようにぽんと手を打った。そして采女の側に歩み寄ると、耳元でこそっとささやいた。

「──今度お兄ちゃんにも紹しよう介かいしろよ？」

「………………は？」

　見やると、ひさびさに弟の素すの表情を見たためか、兄は至し極ごく満足そうな笑みを浮うかべていた。

「殿の婚礼が終わるまでそういう話は一切なしかと諦あきらめていたけれど、いやぁ嬉うれしいなぁ」

　なにをどう理解したのかは不明だったが、兄の認にん識しきが事実から逸それたことは好都合だった。もちろん采女もその誤解を訂てい正せいするような真ま似ねはしない。

「さすれば……」

　見送りに立とうとする采女を主馬は「いいからいいから」と止とどめ、煌きらびやかな小袖を翻ひるがえして、鼻歌でも歌いだしそうな様子で寝しん所じよを後にした。







「おはよう、采女殿。朝早くから押しかけてごめんなさい」

　山登りをしていい運動になったとあこが足取り軽く部屋に入ると、かすかに薬草と墨すみと抹まつ茶ちやの香かおりがした。

（薬草と墨はなんとなく想像がつくけど……どうして寝所でお抹茶？）

　床とこの傍かたわらに座っていた采女は、「これはお見苦しいところを」と腰こしを浮うかす。しかし傷口が痛むのだろう、面に出さないが所作がいつになくぎこちない。あこはあわてて駆かけ寄ると、上座を譲ゆずろうとする采女を引き止めた。

「ああっ、そのまま、そのままでいいから、ね？」

「そういうわけにはまいりません」

　予想どおりの固い返答に、「采女殿に無理をさせたりしたら、わたしが右近殿に叱しかられるわ」と主の名を出すと、采女はすぐさまその場で頭を下げた。

「ご無礼、お許しください」

「いいえ。本当に気にしないで。こっちが勝手に押しかけたんだから」

　采女は寝所に文ふ机づくえを持ち込んで書きものをしていたらしい。采女らしからぬ横着な方法だが、気が急せいて寝ていられなかったのだろう。文机には反ほ古ご紙がみが堆うずたかく積みあがっている。

「ねぇ、本当に横になってなくて大だい丈じよう夫ぶなの？」

　素す直なおに答えないことはわかっていたが、聞かずにはいられなかった。見るからに顔色が悪い。まだ傷が癒いえていないのだろう。

（あの子、手を抜ぬいてるんじゃないでしょうね!?）

　先日の一件で采女は深手を負い、直継の命令に従ってたまが命を救った。だがあの化ばけ猫ねこは何事も主さま第一、命さえ取りとめたら『それ以上はわたしの務めではないわ』とでも言いかねない。

「しばらくはお勤めのことは忘れて、ゆっくり休んだほうがいいわ」

「お気き遣づかいありがたく存じますが、大事を前に休むわけにはまいりません」

　采女の口調は穏おだやかだが信念は固い。説得に応じるつもりはないようだ。お役目大事なのは相変わらずらしい。

（まぁ、たしかに寝ていられないのもわかるけれど……）

　次期将軍となることがほぼ確定している秀ひで忠ただが、将軍宣せん下げを受けるために上じよう洛らくの途とにある。その道中にある井伊家は宿所を命じられており、秀忠はここ数日のうちに訪ねてくるはずだ。

　次期将軍の接待役ともなれば、不ふ手て際ぎわがあれば切腹、事の次し第だいでは御お家いえの取り潰つぶしもありうる。気を抜けない事態なのはあこも重々承知している。

　だが楽観的に考えてしまうのは、直継が無事大役を果たしたことをあこは知っているからだ。

　あこのいた世界では井伊家は無事に務めを果たした。だからといってこちらでも無事とはかぎらないので伝えていないが、今は無事終えられると信じたかった。

「今日明日には徐じよ々じよに重臣の方々もお戻もどりですから、そのあとに休ませていただきます」

「あの、わたしにお役に立てることがあればなんでも言って？　いるだけでご迷めい惑わくなのはわかってるけれど、わたしもなにかお手伝いをしたいの」

　すると采女が口元をほころばせた。

「姫はいてくださるだけでよろしいのです。右近さまのお心の支えでいらっしゃいますから」

　あこはほうと息をついた。言っていることはたまとおなじでも、言い方ひとつで救われるものだ。采女の傍そばにいると落ち着く。自分も直継にとってそういう存在でありたいと思う。

「右近さまはいかがお過ごしですか」

「体調はよろしいようよ。けれどお忙いそがしくされているみたい。わたしもお会いできてもすこしお話しするのがせいぜいで……なにもできない自分がもどかしいわ」

　いっそ侍女として厄介になっていたら家の手伝いもできたのに……と思ってはたと気づいた。

　──自分が本来の身であれば。もどかしく思っているのは采女のほうだ。

「ご、ごめんなさい、采女殿」

　あこが謝ると、采女は「いいえ。重臣の方々がお戻りになれば状じよう況きようも変わりましょう」と微笑を浮かべた。

「重臣の方が戻られるってことは、上うえ……じゃない、権ごん大だい納な言ごんさまの御一行ももうすぐ？」

「ええ。あと十日内にはご到とう着ちやくの予定です。清きよ洲すに着かれたら早馬が来る手て筈はずに」

「そう……」

　答えるあこの声が沈しずむ。

　秀忠の将軍拝命は内々に決定していることとはいえ、豊とよ臣とみ家けをさしおいての二代将軍襲しゆう名めいだ。豊臣方を刺激することはまちがいない。

　豊臣秀ひで吉よしが亡なくなり、関せきヶが原はらの戦いくさで反徳川勢が敗れたいま、豊臣家には徳川家に対たい抗こうする力はない。しかし大おお坂ざかには秀吉の遺児、豊とよ臣とみ秀ひで頼よりがおり、形式的にはいまも豊臣家は徳川家の主家だ。江戸ではもはやその意識はないが、上かみ方がたではいまだ根強いと聞く。そのような緊きん迫ぱくした中での秀忠の将軍宣下だ。京と大坂は目と鼻の先、なにが起こるかわからない。だからこそ、警護に当たっている井伊家は重臣を各地に派は遣けんして豊臣側の出方を探さぐっているのだろう。

　それに心配なのは豊臣方だけではない。

（あの人、いったいなにをするつもりなのかしら……）

　数日前に見た面おも影かげが脳のう裏りをよぎり、「ねぇ采女殿」と話しかける声も自然と低くなる。

「あのときのこと、なにか覚えていない？」

　十日ばかり前、采女の身体からだに石田治部少輔三成が憑ひよう依いした。あのとき采女は、三成に乗っ取られながらも一時的に自身の意識を取りもどした。憑依されていたときの記き憶おくがあれば、三成の出方を探るきっかけになるかもしれない。

「あの者のことですか……」

　采女が目を伏ふせて考えはじめると、静かになった室内には山鳥の声が聞こえた。人々が話している気配もある。采女邸で預かってもらっている鳥居家の家人たちかもしれない。

　しばし時が経たち、采女の眉み間けんにしわが刻まれそうになって、あこはあわてて止めた。

「あ、そんなに深刻に考えないで。無理をさせてごめんなさい」

　申しわけございません、と頭を下げる采女の顔色がよくない。長居しすぎたかもしれない。

「愛宕のことは心配ないから、気にせずゆっくり休んでちょうだい。ね？」

　知りたいことはたくさんあるが、まずは采女を休ませるのが先決だ。

　あこはそそくさと立ちあがると、その場を辞した。




　　　　[image: ]




　采女邸から愛宕屋や敷しきへの道中、あこは山道の朽くち葉ばを踏ふみしめながらため息をついた。

「悪いことをしたかしら……」

　あの采女が体調の悪さを隠かくしきれないとは、よほど具合が悪かったのだろう。

　あこは愛宕屋敷からの文を采女の家人に預け、なるだけ采女に仕事をさせないように言い含ふくめて邸やしきを後にした。だが文を預けて背中は軽くなったはずなのに、気分が沈んで足取りは重い。

（まぁたしかに、生死の淵ふちをさまよったんだものね）

　たまいわく、傷口はあらかたふさがっているとのことだ。だが采女も井伊家の血を引いている。三成の憑依によって瘴しよう気きが体内に残り、采女の身を苛さいなんでいるらしい。治ち癒ゆの遅おくれは山に満ちる瘴気も影えい響きようしているとも言っていた。山全体が生気から死気に転じているのだ。春から夏に向けては生気が増す時季なので持ちこたえているが、いずれ草木や獣けものにも影響を及およぼすだろう。

（わたしはなにも感じないんだけど……それはやっぱりわたしが迷い人だから？）

　迷い人──紛まぎれこんだこの世ならざるもの、本来ここにいるべきではないもの。

　自分が時の歪ひずみにはまったことでこの地の結界が弱まり、三成の復活を許した。それだけでなく、この時間の異物であることが気を不安定にしている。直継の体調を崩くずし、もしかしたら采女の顔色が悪かったのも自分のせいかもしれない。

（やっぱりわたし、山を出て行ったほうがいいんじゃ……）

　心が沈みかけて、あこはあわてて首を振ふった。

（そんなことないわ！　右近殿はいていいっておっしゃったもの！）

　自分になにができるかわからないが、後ろ向きな考えはしたくない。

　采女の体調がよければ、三成だけでなく先代の直政のことも聞いてみたいと思っていた。しかし今の采女に負担はかけられない。直政の声を聞いたことも黙だまっておくほうがよさそうだ。

（采女殿の記憶がないってことは、あのときの会話を覚えているのはわたしだけなのね）

　佐和山城にさらわれたとき、あこは采女に憑依した三成と言葉を交かわしている。

（おじいさまのことでかっとしてあまり覚えていないけれど、再戦とか言ってなかった……？）

　関ヶ原のような戦をいま一度起こそうにも、西軍の主だった家は領地を召めし上げられるか徳川家に臣従している。五年前とおなじ陣じん営えいは望むべくもない。だが、東軍の先せん陣じんの井伊家に揺ゆさぶりをかけてきたくらいだ。不満を募つのらせる外と様ざま大名にもおなじように揺さぶりをかけているのだとすれば？

（事ことは佐和山だけじゃ済まないってこと……？）

　所領を半分以下に減らされた豊臣は元より毛もう利りや上うえ杉すぎ、取り潰つぶされた宇う喜き多たに大おお谷たに、人ひと質じちを送らざるをえなかった前まえ田だなど、徳川の力を疎うとんじる家はたくさんあるはずだ。五年前は三成への反感から徳川についたものの、豊臣の恩おん顧こを忘れていない者もいる。

（あの人は、この世を豊臣の……太たい閤こうの御み世よに戻すことを望んでいるの？）

　不意に心の奥でなにかがさざめき立つ。

　徳川家の懐ふところ刀がたなである井伊家に対して仕し掛かけてきたことを考えても、思わぬところから足をすくわれる気がする。再会を一方的に約しながらもこの数日間、動きがないことがさらに不安に輪をかけていた。

「あ～～も～～っ！」

　あこは声をあげて、沸き立った頭の中身と嫌いやな予感を追い出した。考えれば考えるほど、悪いほうへと転がってゆく。見上げると、空は晴れわたっているが霞かすみで白みがかっている。まるで晴れきらない己おのれの心のようだ。

　しかし、その視界の隅すみに淡あわい紅色が映った。

「桜……？」

　屋敷の木よりも花が遅おそく、まだ開きかけたばかりだ。

　あこは山桜の木に歩み寄る。幹に手を添そえて空を見上げると、枝は空いっぱいに広がり、開きかけた花が淡あわ雪ゆきのように霞かすむ空に浮うかんでいる。

（この感じ、いつか見たような……）

　しかし曖あい昧まいな記憶は深い霧きりで覆おおわれている。あこは導かれるままに、それを摑つかみとろうと霞の空に手を伸のばす。そのとき、なにかと目が合った。

「え、なに……!?」

　塊かたまりが枝を蹴けって迫せまってきて、あこはとっさに目をかばった。

　平へい衡こうをくずし、身体が後ろに傾かたむく。支えを探すが、伸ばした手はむなしく空くうをつかむ。

　背中から打ちつけられるのを覚かく悟ごしたそのとき、身体を支える手があった。

（え、だれ……？）

　その者はあこの身を起こすと、すぐさま背を向けてそれと対たい峙じした。赤の組くみ紐ひもで結ゆい上げた黒くろ髪かみが背に踊おどる。

　襲おそいかかってきたのは猿さるだった。しかしそれは異様に発達した牙きばで威い嚇かくしている。普ふ通つうの猿ではない。

（これって、モノノケ!?）

　男は猿を見み据すえたまま抜ばつ刀とうする。

　相手が物ものの怪けでは、普通の刀は役に立たないはずだ。しかし物の怪はその刀を見るや、一目散に茂しげみへ消えた。男はそれの気配が消えると刀を納め、息を吐ついた。

　男があこに向き直る。長い髪が風に揺れた。その面影は──

（えええ!?）

「その方ほう、何なに者ものだ」

「え、えっと、わたしは、あの、お屋敷の……」

　あこがしどろもどろに説明しようとすると、質素な染めの小こ袖そでから判断したのだろう。「侍じ女じよか」と勝手に結論づけた。

「山はなにかと物ぶつ騒そうだ。ひとり歩きは気をつけろ」

　無表情に低く告げ、他言無用と言い残して傍かたわらを抜ぬけてゆく。

　残されたあこの視界には、いつかの記憶の底にある春はる霞がすみの空があった。

　いつかおなじようなことがあったはずだ。しかしそのとき助けてくれたのはあの人ではない。

　どうしてあの人はあの年なのだろう。また自分はどこかに紛れこんだのか、それとも自分が幼い日に帰ったのか、それとも……？

　記憶が混乱して考えがまとまらない。

（他言無用って、いま会ったことを？　……ってそれどころじゃないわ！）

　はっと我に返って振り返る。だがもはや男の姿はなく、ただ人ひと気けのない山道がつづいていた。

（──どうして直政さまが!?）
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　山中での思わぬ人物との遭そう遇ぐうに、あこはあわてふためいて邸主の部屋に駆かけこんだ。

　采女は文ふ机づくえに向かっていた。帰ったはずのあこが現れるとは思ってもみなかったのだろう。驚おどろいて面おもてを上げた。

「姫ひめ？　いかがなされました？」

　文机の上にはあこが愛宕から届けた文ふ箱ばこが積み上がっている。

（あああ、やっぱり寝ねてないし！）

　きつく言わなければと思う一方で、今ばかりは采女が起きていてくれて助かった。

「お身体からだの具合が良くないときに何度もごめんなさいっ。でも、い、いま……っ」

　あこは畳たたみの上にへたりこむ。山道を駆けてきたので、息が切れて呼吸が定まらない。

「まずは落ち着いてくださいませ。深く息を吸って──」

　采女はあこの背中をさすりながら、廊ろう下かに控ひかえる者に水を持ってくるように告げる。

　しかしこの動どう悸きは深呼吸くらいでは落ち着きそうにない。あこは胸の中の息のすべてを吐き出して音に変えた。

「や、山に！　いらっしゃったの！　直政さまが……っ！」

　──どれほど間があったのだろう。

　息が落ち着いて、背中に乗せられた手が止まっていることに気がついて、視線を上げるまで間があった。

「殿との、が……？」

　その言葉が漏もれて、それきり声がない。

「采女殿？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　ええ、とは答えるがそこに心はない。表情が凍こおりつき、そのまま時が止まったかのようだ。

　空からになった心に三成が宿るようなことがあればどうしよう、そう思うほどの空くう虚きよさだった。

「……あ、あの、采女殿……？」

　目を開けたまま意識をなくしたのかと思い、あこは采女の頰ほおに手を寄せる。そのとき采女は得心したように「ああ」と息を吐き出し、止まっていた時が動き出した。

「姫が見られたお姿はおいくつくらいでしたか」

「すごくお若かったわ。采女殿とおなじくらい……いえ、もしかしたらもっとお若かったかも」

　あこは十日前に直政の姿を見ている。あれは三成が模した姿だったが、たまが目を奪うばわれたくらいなのだから本人そのものだったのだろう。三十を超こえても若さを失わず、直継の顔から想像していたものの優美な面をしていた。

　だが先ほど会った直政は、先日の姿よりも細く見えた。肩かた幅はばもそれなりにあるが、肉付きがまだまだ大人になりきれていない。眼まな差ざしも、不ふ審しん者であるあこを見ていたせいもあるだろうが、あのとき直継に向けたような優やさしさや穏おだやかさは感じられなかった。

　采女はほうとため息を漏らし、自身の失態を恥はじるように笑えみをこぼした。

「おそらく、姫がお会いになったのは先代さまではなく、弁べん之の介すけさまでしょう」

「……はい？」

（弁之介？　誰だれそれ）

「弁之介直なお孝たかさま、右近さまの弟ぎみです」

「弟!?」

　まったくの初耳だった。井伊家の男子は直継だけと聞いている。

（それってやっぱりわたしの生きる時間とちがうから……？）

　あこはここに来るまで、養子の采女の存在も知らなかった。まだ内々の養子ならばしかたないとしても、実子ならば家か督とくを継つぐ可能性もある。漏れなく公こう儀ぎに届け出ているはずだ。しかし結ゆい納のうの際に交かわした系図にその名はなかった。

　すると采女はあこの心を読んだように、いえ、と首を振ふった。

「姫とのご婚こん約やくが調ととのわれたころにはまだ、弁之介さまは市し井せいでお暮らしでしたから」

　采女は明言を避さけたが、妾しよ腹うふく──つまり正室の東とう梅ばい院いんが産んだ子ではないのだろう。

「弟ぎみというけれど、右近殿より年上に見えたわよ？」

「右近さまとおない年でいらっしゃいますから。ご成長ぶりの差が出るお年とし頃ごろですし」

　同年生まれの子、特に男兄弟は忌いまれる。その相手が正室腹の嫡ちやく子しともなれば、家を出されるのも無理もない。

　あこも家人の子弟を幾いく人にんも見ているが、たしかにおない年ならばおかしくはない。比べる相手の直継が細すぎるのだ。

「その弁之介殿は愛宕にお住まいなの？」

「いえ、権大納言さまにお仕えして江戸にいらっしゃいます。今回の上じよう洛らくに同行されていると聞きおよびましたので、一足先に江州にいらっしゃったのかもしれません。権大納言さまもそろそろ清洲にお着きのはずですから、江州までは馬で一日、弁之介さまは木き俣またさまと懇こん意いにしておいでですし、ご挨あい拶さつにでも伺うかがわれたのでしょう」

　采女の話を聞いて一気に力が抜け、あこは畳に沈しずんだ。

　もし街中ですでに亡なくなっている人とすれちがったなら、よみがえったと考えるよりも先に、似た顔の別人がいたと考えるはずだ。その面おもてが当人より若ければなおさらに。

（あーもう！　全部このモノノケ山のせいよ！）

　早くもこの山にふりまわされている。守もり勝かつのように泰たい然ぜんと構えなければやっていけないのもよくわかった。

「姫、弁之介さまにかぎらずこれからは多くの家臣が出歩きます。また誰かに出くわすやもしれません。家人に送らせましょう」

「いえ、そこまでしてもらわなくても大丈夫だから」

「ですが……」

　ただでさえ人が少ないのに迷めい惑わくはかけられない。手伝いにきているのにそれでは本末転倒だ。

　なんと言って断ろうかと思案をめぐらせていると、廊下から声が聞こえた。

「采女殿、少々お時間よろしいか」

　わずかに掠かすれた低い声こわ音ね。あこがふり返ると、面を上げたばかりの青年と目が合った。

　逆光のために判断が遅おくれたが、剣けん術じゆつで鍛きたえた首筋や肩幅、優美さには欠けるが無む駄だのない所作を見まちがえるはずがない。

　青年も、寝しん所じよから出られない采女に客人が来ているとは思わなかったのだろう。切れ長の眼めをさらに細めて、光の届かない室内を見つめる。

「──小こ一いち郎ろう？」

　声で誰かはわかったはずだ。だが、まさかあこがいるとはすぐに納なつ得とくできなかったらしい。驚きのあまり開いたままの口からこぼれおちる声には、いつもの強い意志がなかった。

「なんでおまえがここに……？」

　くわしい話は道すがら話すわと断りを入れて、あこは采女に向きなおる。

「采女殿、心配しなくて大丈夫よ。うちの者に送ってもらうから」

　ですが、と引き止めかけた采女に、あこはにっこり笑ってみせた。

「采女殿。ちゃんと休養をとって身体を治すのも大事なお仕事よ。しっかりお仕事しないと、右近殿に言いつけてしまうかもしれないわよ？」

　笑顔で突つきつけた伝家の宝刀に采女は引き下がり、あこは小一郎を促うながして部屋を後にした。
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　采女の邸やしきを辞して山道を登りはじめてから、あこははたと思いだして傍かたわらの青年を見上げた。

「あ、小一郎！　采女殿に用事があったんじゃなかった!?」

　勝手に供人に指名しながらなにを今さら──そう言わんばかりに、小一郎は肩かたをすくめる。

「急ぎの用じゃないから別にいい」

「そ、そう？　でも他にもいっぱいお仕事ありそうじゃない。家か老ろう名みよう代だいだもの」

　あこは幼いころからの習いで小一郎と呼んでいるが、青年はすでに元服して名も高たか須す源げん十じゆう郎ろうと改めている。鳥居家筆頭家老の嫡子で、年は十八。まだ年若いながらも家老名代、つまり今回の江州行きの総責任者だ。

　江州への道中、小一郎は飾かざらない性格そのままに気安い旅装束でいたが、いまは家老名代としてあらたまった小袖姿で、短めの髪を髻もとどりに結い上げ、袴はかまにもきっちり熨の斗し目めが当ててある。江戸屋敷に勤めていたころの恰かつ好こうだが、ここ半月あまりの道中の印象が強く、新しん鮮せんに見えた。

「まぁ、報告書やら挨拶状やら瑣さ末まつ事はいろいろあるけどな。おまえの面めん倒どうを見るより大事な仕事なんてないだろ。──ったく、人の目の前で堂々と邸主にケンカを売りやがって……」

　あとで詫わびを入れるのは俺なんだからな？　と小一郎が睨ねめつけると、切れ長の瞳ひとみがさらに鋭するどさを帯びた。たしかに、ふたりの関係を知らなければ、あこが許いいな婚ずけの名を振りかざして輿こし入いれ先の家人を押さえつけていたように見えただろう。

（だって、あれくらい言わないとおとなしく寝ねてくれなさそうなんだもの……）

　しかし言ってはみたものの、断言してもいいが采女はきっと寝ていない。

「まぁ、頭を下げるのが俺の仕事なわけだし、采女殿もそんなことで恨うらみを持つような人でもなさそうだけどな。けれど世の中にはいろんな人がいるからな、言動には気をつけろよ？」

「わかっているわ小一郎。ありがとう」

　本当にわかってんだか──そうこぼしながらも小一郎の表情は穏やかだ。

「なんにせよ、おまえが元気そうでよかったよ」

　心の底からのやわらかな言葉。

　あこは胸の奥でなにかが揺ゆれるのを感じて、思わずうつむいた。

「ご、ごめんなさい、ずっと連れん絡らくを取らずにいて」

　あこと侍じ女じよを除いて、鳥居家の一行は采女の邸に滞たい在ざいしている。時を渡わたったことをどう説明したものかと迷っているうちに、連絡を取りそびれていたのだ。

「いや、そっちも家に慣れるのに大変だろうし、連絡がないのは問題がないからだろうと思ってたけど」

　それにおおよそのことはしの殿から聞いていたしな。小一郎はそう軽く流したが、きっと心配していたことだろう。あこはもう一度、ごめんなさいと謝った。

「愛宕ではおとなしくしていたか？　おまえは醒さめが井いでも川遊びをはじめるわ、琵び琶わ湖こには行きたがるわ、築城中の城に登りたがるわ……って、城には行ったのか？」

　ええ、と答えたところで小一郎に「おい」と突っ込まれて、あわてて訂てい正せいする。

「勝手に屋敷を抜け出したわけじゃなくてね、木き俣また殿どのが連れて行ってくださったの」

　直継は佐和山城主だが、現在佐和山に天守はない。城内の愛宕屋敷を仮の政庁として使いながら、琵琶湖のほとりの彦ひこ根ね山に新たな城を作っている最中だ。

「木俣殿って木俣守もり勝かつ殿か？　それはすごいな」

　その一言には、素す直なおに羨せん望ぼうの響ひびきがあった。

（木俣殿のなにがすごいのかしら。身分？　性格？　策士具合？　熊くまっぷりとか……まさかね）

「小一郎、木俣殿と知り合いなの？」

「おい、関ヶ原の一いち番ばん槍やりは井伊家だろうが」

　武家の者として知っていて当然のことを説明され、「それくらい知ってるわよ」とむくれる。

「木俣殿といえばその井伊家の先せん鋒ぽうだぞ」

「え!?」

　関ヶ原の戦では井伊家が先せん陣じんを切った。その先鋒だというなら、実質上、関ヶ原の戦の火ひ蓋ぶたを切った人だということだ。鳥居家は伏見の戦いののちは後方の備えにあたっていたので、天下分け目とも言われる関ヶ原の戦には臨のぞんでいない。味方の雄ゆう姿しを音に聞くばかりだ。

（すごい人だったのね木俣殿……）

　主君家いえ康やすから直政の補ほ佐さを任され、一いつ騎き駆がけをする直政の代わりに井伊家の軍を預かっていた人だとは聞いていたが、ただの熊ではなかったらしい。小一郎もどちらかといえば武を好む性質たちだ。武功ある将に対して、純じゆん粋すいに憧あこがれるものがあるのだろう。

「そういえば、当主はまだ臥ふせっているのか」

「え、右近殿？　右近殿ならここ最近はお元気みたいだけれど」

「お元気みたい、って本人に会ってないのか？」

「時々ご挨拶するくらいかしら。うちみたく気安くお話しできる方でもないから。采女殿を見ればわかると思うけど、義兄あに上うえでも当主に対してはあんな感じなの」

　生家の鳥居家は、いくら表と奥に分かれていても母がその気になれば表に行くこともできたし、急ぎの用でもあったのかと納得してもらえた。しかし井伊家ではきっちりといるべき場所が分かたれている。あこは表へ渡れない。渡るようなことがあれば、直継の名に傷がつく。

　御ご家か風ふうといえばそれまでなのだろう。しかしそれは、表しか知らない直継の心の壁かべのようにも感じられた。

「じゃあ、おまえの披ひ露ろうもまだまだ先かな」

「披露は……ないんじゃないかしら」

　鳥居家一行が佐和山にいることを伏ふせている以上、あこの披露などあるはずがない。しかし、小一郎が不ふ審しんそうな表情をしたので、「ほら、輿入れだって知られるとまた障さわりが出るかもしれないから」とあわてて取り繕つくろった。

「そのために四月に出立したんだろうが。回りくどい小細工までして」

　四月は穢けがれに触ふれるといわれ、なるべく輿入れは避さける時季だ。それを逆さか手てに取って、嫁よめ入いりでないと示すためにあえて四月に出立し、穢れを避けて五月に佐和山へ到とう着ちやくするようにした。

（結局、そのごまかしもきかなかったんだけどねー……）

　江戸からの道中は雨続きで、やはりこの婚こん礼れいは祟たたられているのかと思った。しかしそれ以上は何事もなく無事佐和山に着いた──と思ったら、時の歪ひずみに迷いこんでいたという塩あん梅ばいだ。

（よっぽど祟られているのかしらね）

　自分の婚礼が祝福されていないと思うと気が滅め入いる。だが、へこんでばかりもいられない。

「いまのわたしは単なるお客人、そういうことにしておいたほうがわたしも気楽でいいわ」

「だからってひとりで出歩くのもどうかと思うけどな。……ここでなにかあったのか？」

　愛宕屋敷の門を目前に突とつ如じよとして小一郎の声音が深みを帯びて、あこは思わず立ち止まった。

　見上げると、頭ひとつ半高い位置にある小一郎の目が、まっすぐにこちらを見つめている。

「なにかって……？」

「なにかなければひとりで山を越こえたりしないだろう。よほどのことがあって、采女殿のところに駆かけこんできたんじゃないのか？」

　小一郎は、言葉を選ぶようにゆっくりと問いかける。どうやら小一郎は、愛宕で起きたことについてあこがひとり屋敷を飛びだして、采女に直じか談だん判ぱんしにきたと思っているらしかった。

「言うべきことは俺から采女殿にきちんと申し入れる。そのために俺がいるんだ。おまえは気を使うな」

「ちょ……ちょっと待って小一郎！　ちがうわ、そんなんじゃないの」

「じゃあなんで病びよう床しようの采女殿に会いにきてるんだ。しかもひとりで」

　鳥居家側の対応が家老名代の小一郎に任されているように、鳥居家一行に関する井伊家側の対応は一門の采女に任されている。個々人が要望を出しても事態が混乱するだけなので、正式な申し入れ事じ項こうはこのふたりを介かいして行うのが通常のやり方だ。

　たしかに、供も連れずに訪問したとなれば、駆け込んだと取られても仕方がない。

「えっと、あの、しばらくおとなしくしていたら、ちょっと体を動かしたくなっちゃって。采女殿も起きられるようになったって聞いたから、文ふみのお使いとお散歩がてらお見み舞まいにね？」

　小一郎はしばし言葉もなくあこを見つめていた。言ったことに噓うそはない。なにもやましいことはないと、あこもまっすぐに見つめかえす。

　すると、やがて小一郎は「そっか」と安あん堵どの息を漏もらした。

「散歩もいいけど、いくら城内とはいえ山やま道みちは危険だ。次はひとりで来るんじゃないぞ」

　そう言うと小一郎はあこの頭をぽんぽんとたたいた。幼い時分からの習いだ。

「もうっ、子どもじゃないんだから」

　あこはむきになって返したものの、自分のしたことは子どもとおなじだ。小一郎はなにも言わなかったが、あこのふるまいを案じているのだろう。自分はまた心配をかけている。

「……うん、もう大だい丈じよう夫ぶだから」

「ならいい」

　小一郎は何事もなかったかのように、ほら、と采女に頼まれていた文ふ箱ばこの包みを渡した。

「送ってくれてありがとう、小一郎。気をつけて帰ってね。みんなにもよろしく伝えておいて」

　あこは包みを笑え顔がおで受け取ると、愛宕屋敷の門をくぐった。

　小一郎は目を細めてあこがまっすぐに屋敷に入る姿を見送る。その後ろ姿が屋敷に消えるのを見て取って踵きびすを返すと、しばらく足を進めたところで、もし、と声を掛かけられた。

「なにか？」

　小一郎がふり向くと、若草色の小こ袖そで姿の若い女が追ってきた。愛宕屋敷の侍女らしい。

「あの、采女さまのお邸やしきの方とお見受けしますが……」

　あこを送ってきたのを見ていたのだろう。小一郎は「ああ」と頷うなずいた。

「文をお願いできますでしょうか。采女さまのお邸にご滞在中の、鳥居家家老名代の方に」

　思いがけない申し出に、まさか本人だとは言えず、小一郎は苦く笑しようを洩もらす。

　承うけたまわろうと告げると、侍女はお願いしますと文箱の包みを差し出した。

「ではたしかに。小一郎が承ったとお伝えください」

　侍女は「小一郎さまですね」と確かく認にんして、はにかんだ笑みを浮かべながら頭を下げる。

　城普ぶ請しんで人手不足だとは聞いているが、見ず知らずの家人に文を預けるなど相当なものだ。行きも帰りも文の使いを任されるとは、城が広すぎるのも考えものだななどと思いながら、小一郎は愛宕屋敷に背を向ける。

　──笑顔で見送った侍じ女じよは、小一郎の姿が見えなくなると、風の中へと姿を消した。
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（ごめんね、小一郎……）

　あこは愛宕屋敷に入るなり吐と息いきを落とした。

　小一郎はあれほど自分を心配していてくれるのに、自分は小一郎に本当のことを言えていない。采女邸に行った理由に噓はなかったが、もっと大きなことを隠かくしたままだ。

　小一郎は自分の子どもっぽいふるまいを案じていた。しかし、大丈夫、わかっていると言いながら、隠し事をしているいまの自分はなんなのか。

　信しん頼らいしていないわけではない。話せば最初はとまどうだろうが、親身になって相談に乗ってくれるだろう。だがその結果、自分はどういう結論を出すのか。

　大人としてなにを選ぶべきかはもうわかっている。自分の覚かく悟ごができていないだけだ。

　許いい嫁なずけでもなんでもない自分に向けられたあの言葉。あの一言がどうしても手放せないでいる。

（ああ、こんな顔をしてちゃダメだってば）

　背筋を伸ばして、顔をあげて。

　そう言い聞かせてあこが顔を上げる──と、眼前に大きな黒毛の物体があった。

（く……熊くま!?　なんで屋敷の中にクマ!?）

　黒い物体がのそりと動く。あこは声を上げることもできず、身構えたまま固まっていると、黒毛の後ろから壮そう年ねんの見慣れた顔が出てきた。

　現れた顔も髭ひげに覆おおわれ熊くまのようではあったが、こちらは熊っぽいだけでれっきとした人間だ。

「ああ、これは姫ひめ、ご機き嫌げんうるわしゅう」

「木き俣また……殿どの？」

　あこが呆ぼう然ぜんとしていると、木俣清せい左ざ衛え門もん守もり勝かつは背せ丈たけよりも大きなそれを「よっこいせ」と縁えん側がわに立てかけた。それは黒い熊くま毛げの馬うま印じるしだった。戦いくさで陣じんの位置を知らせるための指し物だ。

「なにをしているの木俣殿……」

「いやー、ひさびさに天気がいいので武具の虫干しをと思いましてな。人が出で払はらっているときでないと場所がないもので」

　廊ろう下かを見やると日ひ陰かげにずらっと赤色の武具が並んでおり、まだまだ続々と運び出されてくる。甲か斐い武たけ田だ家配下の飯お富ぶ家と山やま縣がた家から引き継いだという赤あか備ぞなえだ。

　武田家が織お田だ家に滅ほろぼされた後、残兵は徳川家に従い、当時元服したばかりの直政に任された。その後の井伊家の戦功は、武田信しん玄げんの下で鍛きたえ抜ぬかれた甲こう州しゆう軍の活かつ躍やくが大きな一因だ。

　守勝は首にかけていた手て拭ぬぐいで顔を拭ふきながら縁側に腰こし掛かけた。つられてあこも守勝の傍かたわらに腰をおろす。ぴんぴんと撥はねた不ぶ精しよう髭ひげのクマ姿からは想像しづらいが、これでも井伊家の次席家老だ。先ほど小一郎に聞いた関ヶ原の話を思い出したが、守勝のあまりにあっけらかんとした面おもてに、そんなにすごい人だとはにわかに信じられなかった。

「蔵くらに入るとなつかしいものがいろいろありますなぁ。ついつい長居してしまいました」

「朝からずっと籠こもっていたの？」

「いえ、ご挨あい拶さつしてから城にと思ってきたのですが、姫が外出のようでしたので」

「あ、ごめんなさい。采女殿のお見舞いに行っていたの」

「あやつは元気にしておりましたかな。まぁあやつは家にいても仕事をしとるんでしょうが。生き甲が斐いと申しますか、打ち込めるものがあるというのはいいことですなぁ健康的で」

　采女の仕事への打ち込み様ようは、健康的というよりはむしろ病的な気がしたが、そこは笑って聞き流すことにした。

「あの、木俣殿のお屋敷に弁之介殿がいらっしゃったようよ」

「弁之介殿が？　江州にいらしているのですか？」

「ええ、そうみたい。先ほど山でお会いしたの」

「左さ様ようでございますか。いやはや残念、某それがしはお会いしておりませんなぁ。来られるとも聞いておりませんし」

「え？　それって……」

　事情を尋たずねようとしたとき、守勝があこからふと視線をはずして立ち上がり、一礼した。

「これは殿との、お加減はいかがですかな」

（右近殿!?）

　まさかこんなところで会えるとは思わず、あこもあわてて手をつく。あまりに急なことで、顔を見る間もなかった。

「悪くはない。清せい左ざ、築城のほうはどうだ」

（わたしには挨拶もなし!?　もしかして気づいてないとか!?）

　さすがにそれはないだろうと面を上げるが、直継は図面を広げて守勝と打ち合わせに入っていた。意図的に無視しているわけではないだろうが、こちらを見ようともしない。

（でも目配せくらいは…………するわけないわよね……）

　采女ならばまちがいなく会え釈しやくくらいはするはずだ。だがあの直継に愛あい想そうを求めるのはまちがっている。自分でもそれはわかっている──わかってはいるのだが。

（二日ぶりだっていうのに素そっ気けなさすぎじゃない!?）

　角つのが生えそうなあこの剣けん幕まくなどまったく気づかず、直継は図を指さしながら築城の指示を出している。その声を一言一句聞き洩らさじと耳をそばだてている自分が憎にくい。

（だってわたしにはあまりお話ししてくださらないし！）

　腹立たしいことだが、直継の声こわ音ねも好きだ。あれほど細い首をしているのに高すぎずやわらかく落ち着いていて、でもやはりどこか素っ気なくて。木俣殿のことは清左と呼んでいるのね、などと記き憶おくにとどめてしまう。略して呼ぶのは親しげな感じがしてうらやましい。

「日程的に立ち寄られることはないとは思うが、見苦しくないようにしておいてくれ」

「心得てございます。──それでは某は彦ひこ根ね山やまに行くとしますかなぁ」

　守勝は早々に話を切り上げて、白々しくそう付け加えると、にやりと笑みを向けた。

（え、木俣殿？）

　気をまわして二人きりの時間を作ってくれたらしい。守勝は満面の笑みでその場を後にする。

　いざ話す機会をもらったあこだが、恥はずかしさにうつむいてしまった。

（ありがたいんだけれど、心の準備が～～～!!）

　あこの視界の端はしに直継が腰を下ろす。それを見てさらに鼓こ動どうが高まり、跳はねる胸に髪かみが揺ゆれているのではないかとすら思った。

　心臓が落ち着く様子はない。だがいつまでも無言でいるわけにもいかない。あこは意を決して顔を上げる。──と、直継はいつもどおりの涼すずしげな風ふ情ぜいで庭をながめていた。

　庭を見ていてもきっと心はここにない。いま見えているのは、秀忠歓かん待たいの宴うたげの段取りか、築城の様子か、三成の出方か。すくなくともそこに自分はいない。

（……お話ししたかったのは、わたしだけ？）

　こちらは上がりまくりだというのに直継の表情が揺れる様子はなく、やや拍ひよう子し抜ぬけした。

「あの、おひさしぶり……ね？」

　だが気が抜けたとはいえ、声は固い。きっと頰ほおも固まっているにちがいない。出会った当初のほうがまともに会話できていたように思う。感情を面に出すことはすくないながらも、直継のいろんな表情を見るようになって、ますますこの顔に弱くなった。

（だって意識すればするほどわけがわかんないんだもの！）

　しかし直継はあこを見やると、意外な言葉を聞いたかのようにかすかに首をかしげた。

「ひさしぶり……？　今朝会わなかったか？」

「ええ!?」

「いただろう。庭に」

　いたにはいた。だが、視線をちらとも向けない状じよう況きようでなぜわかったのか。というかそれは会ったうちに入るのだろうか？

「……気づいていたの？」

　まあな、と答える直継はなんら悪びれた様子はない。悪かったとも思っていないらしい。

（気づいていたなら挨拶くらいしなさいよ！）

　こちらが一目見ただけで心躍おどらせていたというのに、知っていながら挨拶もなしだったとは。

　あこは怒りがふつふつとこみ上げてきたが、直継はなんでもないことのように種を明かした。

「体調にもよるが、どこにいるかくらいは見なくてもわかる。屋や敷しきを出てもおおよそはな」

（つまり、会っても会わなくても居場所なんてお見通しってこと？）

　直継には代々受け継がれた力がある。気配で存在を感じ取れるならば、いつも壁かべのない部屋にいるのもおなじ、挨拶するまでもないという感覚なのだ。東梅院への挨拶は、先祖への拝礼を兼かねてのしきたりだからだろう。

　事情を知ると、一気に力が抜けた。直継にはわかっていることでも、こちらは直継のようには視みえないのだ。姿が見えないと不安だし、会いにきてほしいし、話もしたい。──育った環かん境きようがちがうとはいえ、そんなことまで一から伝えなければ伝わらないものだろうか？

　ちゃんと養育したの木俣殿!?　と、つい後見役の守勝に怒りが向いてしまう。

「先ほどは屋敷を出ていたのか」

「ええ、采女殿のお見み舞まいに。……えっと、外に出たらまずかった？」

「いや、たまが止めなかったならかまうまい」

「な、ならいいんだけど」

　そこで沈ちん黙もくが下りた。会話がつづかない。こちらが意識しすぎているせいもあるが、以前に会った時より返答が素っ気ない。この数日で多少は気を許してもらえるようになったのに、また出会った当初のような壁を感じる。

（今日の右近殿、ちょっとおかしくない？）

　なにかあったの？　そう訊きこうとしたが、直継が先に言葉を継いだ。

「采女の様子はどうだった」

「あまり思わしくないみたい。傷口はほとんどふさがってるってたまあのこは言うんだけど、まだおつらそうで。あんな状態でお仕事をつづけていたら、よくなるはずがないと思うんだけど」

「外傷はじきに治る。だが心に巣食うものばかりはな」

「心って……？」

「身体からだを乗っ取られれば、宿る心にも影えい響きようを与あたえるゆえな」

　いまは静養させるしかあるまい、と直継は続けた。采女は三成に関する記憶を思い出せないようだが、やはりなんらかの影響を残していったということだ。

「あ、采女殿から文ふみをあずかってきたわ」

　あこが包みを手て渡わたすと、直継はため息をつきながらも受け取った。采女に仕事をさせたくはないがさせざるをえない、そんな状況に苛いらだっているようにも見えた。

　直継は文を広げて目を走らせ、再び沈黙が下りる。

（……なんか、わたしのこと忘れてない？）

　文を覗のぞき見るわけにもいかず、あこは直継の横顔を見つめた。流りゆう麗れいな文字を追う眼まな差ざしは、見ているだけで目の保養だ。

　そんなあこの視線に気づいたのか、直継がふと顔を上げる。真正面から目が合った。

（ええええええ!?）

　あこの鼓動が一気に跳ねあがり、思わず後ずさる。

「……なぜ逃にげる」

「い、いえっ、逃げてるわけじゃないんだけど！」

　自分で言っていてなんだが、あきらかに逃げている。

　直継は不ふ審しんそうに眉まゆを寄せ、そのような表情もあこの脳はばっちりと記憶した。

　わたしってもしかして面めん食くい!?　などと今さらのことを考える。しかし采女も美形だと思うが、普ふ通つうに話すことができる。

（直政さまにも驚おどろいたけど大だい丈じよう夫ぶだったし！　ってあれは弁之介殿だったかしら!?）

「あの、右近殿にご兄弟がいらっしゃったのね。知らなかったわ」

「兄弟？　兄弟なら姉と妹がいる。姉上は私が幼い時分に清きよ洲す様に嫁とつがれて、妹は江戸だ」

　清洲様というのは尾お張わり清きよ洲す城主松まつ平だいら忠ただ吉よし、次期将軍となる秀忠のただ一人の同母弟だ。

「えっと……弟ぎみなんだけど」

　そう告げるとやや間があって、思いだしたように「……ああ、あいつか」と呟つぶやいた。妾しよう腹ふくの弟を意図的に無視したというより、無関心で忘れていたといった体ていだ。

「離はなれて育って、数えるほどしか会っていないからな」

（なんなのこの家族……）

　父とは話さず、母とは距きよ離りを置き、姉は幼い時分に嫁いでしまい、妹も江戸で、弟ともほとんど会ったことがないとは。あこの生家のように一族そろって花見などありえなさそうだ。そういう家だからこそ、このように他人に無関心な性格に育ったのかもしれない。

「それにあの者のことは屋敷では半ば禁句だ」

「そ、そうなの!?　ごめんなさい」

「気にするな。だが、どうしてあの者のことを？」

　采女の邸やしきからの帰りに会ったことを話すと、直継は考えこむように視線を落とした。

「どうかしたの？」

「先ほどあの者からの文が着いた。あと数日で清洲のはずだが」

「え？　でもさっきたしかにいらして、采女殿もきっと弟ぎみだろうって……」

　言い募つのるあこを直継が凝ぎよう視しする。その瞳ひとみの奥に、翠みどり色の光を見た。

「──そなた、なにを見た？」

（え、まさか……また化かされた……の……？）

　呆ぼう然ぜんとするあこの頰を、冷たい春風が撫なでてゆく。

　その風に乗って、視界の端はしにホコリ玉のようなものがぽわぽわと浮ういていた。脳が現実逃とう避ひで、お掃そう除じのし忘れ？　などとどうでもいいことを考える。

　直継がそれに手を伸ばすと、触ふれる直前に微び光こうを放って消え去った。

「外からついてきたか。やはり結界が弱まっているな」

「えっ、なに？　あのぽわぽわってモノノケなの!?」

「ものになりきれていない思念の塊かたまりだな。瘴しよう気きに染まればものにもなりうる」

（そ、そんなに危ないものだったの……？）

　不覚にもちょっと可愛かわいいとか思ってしまった自分にさらに落ち込む。そんなあことは対照的に直継は冷静な面おも持もちで考え込んでいたが、やがてぽつりとつぶやいた。

「──居を、移すか」

「居って……？」

「そなたは采女の邸に移れ」

（采女殿のお邸にって、それって……）




「べっ……別居──────!?」




　思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまい、直継が不審そうな表情をした。

「いえ、あの、そんなことをいきなりここで決められても……！」

「なにが悪い」

　即そく答とうだった。たしかに、当主が客人の居所を定めてもなにも悪くはない。

　それに共に住んでいるといっても時折顔を合わすだけの間あい柄だがらだ。なにが悪いといわれても、具体的にはなにも不都合はない。ならば屋敷が別でもさほど変わらない気もするのだが。

（でも、体面とか、世せ間けん体ていとか、そういうのが悪いんじゃないの!?）

　あこにも実質なにが悪いのかよくわかっていないのだが、なんとなくまずい気だけはした。

「あの、えっと、理由を聞いてもいい？」

「采女の邸は愛宕よりも安全だ。愛宕は治部の屋敷跡あとに接しているからな」

（治部って、あの人がここに住んでいた……？）

　あの日、暁あかつきの中で一いつ瞬しゆん見た面おも影かげが、脳のう裏りをよぎった。

　あこは物ものの怪けにはくわしくないが、念を残しやすい場所にわざわざ居を構えるなど、どれだけ危あやういことかは想像がつく。事情を知らなければ、先代さまはなにを考えていたのかと思ったことだろう。だがいまならばわかる──みずからの命いのちを賭として、この地を封ふうじていたのだと。

「重臣が各地からもどれば愛宕への人の出入りも増えるし、人が増えればものが入りこむことも多くなる。愛宕にいるより采女の邸のほうが安全だ」

（じゃあ、別居はわたしのため……？）

　ものを引き寄せる性質を持つあこを、より安全なところに移すつもりなのだ。

「右近殿はどうするの？　愛宕は危ないんでしょう？」

「私のことはいい」

　自分のことは放っておけと言わんばかりの返答に、あこは弾はじかれたように叫さけんだ。

「よくないわよ！」

　あこは直継の袂たもとをつかむ。こうしてつかんでおかなければ、風と共に消えていきそうだった。

　直継もその反応は予想外だったのだろう。双そう眸ぼうがあこをじっと見つめた。

「右近殿がこのお屋敷を離れられないのはよくわかってるわ。采女殿がいなくてお仕事が忙いそがしいのもわかってる。けれどひとりで抱かかえ込まないで」

　直継が体調を崩くずしている様子はないが、いつにもまして線が細い。あまり寝ねていないのかもしれない。体を崩さないぎりぎりのところまで働いているのだろう。

「……ねぇ、わたしがお役に立てることはないの？」

　あこがすがるように見上げる。すると直継は驚いたように目を見開き、そしてゆるゆると面から硬かたさが抜ぬけていった。この表情はどこかで見たことがある──そう、あの夜に見た顔だ。

　直継の瞳が真正面からあこの目を捕とらえる。いつもの現うつつと距離を置いた目ではない。たしかにそこに自分が映っている。

「……そなたになにかあっては困る」

「え？」

「自分の力で守ってやれないのは歯がゆいが、いまは采女の力を借りるしかない。もうそなたを危険な目に遭あわせたくない」

「な、なにを言って、右近殿……」
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　急に頰ほおが熱ほてりだす。あこは頰を手で覆おおって必死に隠かくしたが、赤くなるのを止められなかった。

　袂を解放された直継は右手を挙げると、あこの手の甲こうの上から手のひらを重ねた。

「う、右近殿……!?」

「これ以上、心配させないでくれ」

　穏おだやかな、それでいながらまっすぐな視線。それに射抜かれて、このまま心臓までも縫ぬいとめられるのではないかと思った。

　殿との、と近侍の少年が声をかけにくるまでどれくらい時が経たっていたのか。おそらくいくつも数えないうちだったろう。だが、直継の視線から解放されるまでまったく息をしていなかった。

　采女には知らせておく。そのような素っ気ない言葉と手のひらの感かん触しよくを残して、直継はその場を去る。あこはその場で硬こう直ちよくしたまま、見送ることができなかった。







　直継は表おもて座ざ敷しきにもどる最さ中なか、ふと足を止めた。

　思い出したのは、自分の身を案じる彼女の不安そうな顔、そしてもうひとつ、門の前で見かけた彼女の笑え顔がおだ。

　先ほど門の前で彼女と共にいたのは見知らぬ男だった。年は二十歳はたち前、鳥居家の家人だろう。彼女は屈くつ託たくなく笑い、あたりまえのように甘あまえていた。自分には見せたことのない顔だった。

　彼女は江戸であんな風に笑いながら毎日を過ごしてきたのか。自分の家とはほど遠い家族の姿だ。あのようなあり方を自分は知らない。自分はあの者のような顔をさせることはできない。

　手のひらには彼女のやわらかな手のぬくもりが残っているというのに、それらは時とともに失われるばかりで、それを失うまいとして手をにぎりしめようとすると、ある感情が去来する。

　──一度つかめば、手放すことができなくなる。そんな怖おそれにも似た感情だ。

「……殿との。とーの」

　場にそぐわぬ軽けい佻ちような声に直継が視線を上げると、久方ぶりに見る顔があった。

「主馬？　帰っていたのか」

「ええ。今朝方もどって、かわいい弟の見み舞まいに行ってきました」

　鈴すず木き主しゆ馬めの正じよう重しげ辰たつ、井伊家筆頭家老鈴木家の嫡ちやく子しだ。年は二十。井伊家の血を引いており、それ以上に本人の気質ゆえだろうが、直継にも気安く話しかけてくる。

　今も口調は軽く、含ふくむものはなにもない。だが責めていることはあきらかだった。

　采女はすでに井伊家の人間、主馬に謝るのは筋が違ちがう。主馬もそれを重々承知の上で、一言釘くぎを刺ささずにいられなかったのだろう。これ以上弟をこき使ったら容よう赦しやしませんよとの警告だ。

　あいかわらずだな、とやわらかい吐と息いきを漏もらすと、「殿のご容態が安定しているのがせめてもの救いです」と主馬もほがらかに笑った。

「しかしなんだ、その衣ころもは」

「ああ、これですか？」

　主馬は小こ袖そでを開いてみせる。金の摺すり箔はくによる紋もん様ように都大路をゆく御ご所しよ車ぐるま。鳳ほう凰おうとおぼしき鳥も描えがかれ、大路の脇わきの松はびっしりと縫ぬい取とりがなされている。大坂の市を浮かれ歩くならともかく、佐和山でそのような派手な小袖を着ている者はいない。

「江戸での流行はやりものなので、土みや産げ話ばなしにと思いまして」

「大おお方かた、伊だ達て殿からの土産だろう」

　直継はため息を落とす。隻せき眼がんの奥おう州しゆう公こう、伊だ達て政まさ宗むねの派手好きは広く知れているところだ。

　すると主馬も、悪びれることなく「郷に入りてはと申しますから」と言ってのけた。

「最近はとみに御ご婚こん礼れいの件で相談を受けることが多かったもので」

「婚礼？　──ああ、五い郎ろ八は姫ひめか」

　伊達政宗の息女の五郎八姫と徳川家康の子息の忠ただ輝てるの縁えん組ぐみは、何年も前から決まっている。たがいが成長し、婚礼の日取りが具体的になってきたため、おなじように徳川家に姫を嫁とつがせている井伊家に先例の教えを請こいにきているのだ。婚礼が成れば直継の姉と五郎八姫は義姉妹しまいとなる。それに直継の妹が五郎八姫と年が近いこともあって、親しく行き来しているとも聞いていた。

「それで、江戸の様子はどうだ」

「今のところはおとなしいものです。乱を起こすとすれば宣せん下げの日でしょう。……とまぁ天下太平の話はさておき、まずは御おん身みのお話です」

「私がどうした」

　主馬は改めて形式張ってその場に片かた膝ひざをつくと、恭うやうやしく文ふ箱ばこを差し出す。

　文ふみぐらいで何事かと直継は無造作に受け取ろうとして、見覚えのある金きん紋もんに手が止まった。

　竹に宿り雀すずめの紋もん──それがなぜ、ここに。

　事情を知らぬ主馬が笑みを浮うかべて告げる。その声こわ音ねは遠い異国の言葉のようにきこえた。

「殿の奥おく方がたさまとなられる方からの御お文ふみにございます」




　　　　[image: ]




「……しばしこの地を離はなれるか」

　五層の天守を抱だく本丸で、脇きよう息そくにもたれかかり、扇おうぎをもてあそびながら地図を眺ながめていた三成は、ぽつりと漏らした。

　主あるじのその言葉に、側そばに控ひかえていた男は聞きたがえたかと思った。

「なにゆえにございますか」

　夜闇の湖に映る白はく亜あの天守。すでに失われたはずのそれは、人々の恐きよう怖ふの念によって現うつつに姿を現す。だが天守の威い容ように反して広間は質素な板張りだ。そこに広げられているのは大名の所領を示した国内勢力図、それは男が知るものとは大きく塗ぬり替かえられている。

　かつて主の所領であった佐和山の地は、東軍の先せん鋒ぽうを務めた井伊家に与あたえられていた。豊臣家の大老であった五家のうち、宇喜多家は取り潰つぶし、毛利や上杉は半分以下に所領を減らされ、力を保っているのは加か賀がの前田家のみ。反対に徳川家の所領が倍加している。

　家康は天下人の座を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらいつづけていた。徳川を潰つぶさなければどうなるか、それをわからず己おのれの利ばかり追求して小こ競ぜり合いをしているうちに、家康に天下を攫さらわれていた形だ。

「戦いくさは内から崩すが定石にございますれば、鼎かなえの足が欠けた今、井伊家を落とす好機かと」

　これほどまで力を削そがれては、真正面から戦を挑いどむ者はいまい。崩すとなれば内からだ。譜ふ代だい筆頭である井伊家を崩すことができれば、その影えい響きよう力りよくははかりしれない。

　だが主あるじは、つまらぬことを聞いたとばかりに目を細め、じっと地図を凝ぎよう視ししていた。

　かつて国を二分する大おお戦いくさを仕し掛かけた主だが、武将としては線が細く、目鼻立ちも繊せん細さいだ。肉づきも薄うすく、荒あら武む者しやを存在だけで圧あつ倒とうするには威いに欠ける。本人もそれは理解していたらしく、武家政権下の文官としてその才を発揮した。いま取っている姿も、秀吉の下もとで力を存分に発揮していた二十代のころのものだ。

　根っから文官気質の主が、兵法書などとうに読み終えていることは百も承知だ。しかし、主が考えをまとめるために相談に乗る者も必要だった。

　本来、男はこのように意見する立場にはない。かつて主にはその名をとどろかせる腹心がいた。その者が座るべき場所がいまは空座になっている。男はそれがひどく落ち着かなかった。

「──井伊家を落としてなんとする？」

　かなりの間を置いて、主が口を開いた。

　先ほどの具ぐ申しんのその先を聞いているのだとわかり、男は「越えち前ぜんを」と答えた。

「家康は羽は柴しばの名を疎うとんじ、太たい閤こう殿下の養子であった秀ひで康やすさまを後あと継つぎとはしませんでした。秀康さまは家康の長子、兄をさしおいて弟が将軍となる事態に心穏やかであるはずもございますまい。秀ひで頼よりさまの御名を出せば明日にでも味方するやもしれません。越前、近江おうみを押さえれば北陸道の備えは万ばん全ぜん。親しん藩ぱん、譜代の長がそろって反旗を翻ひるがえせば下々への影響も大きゅうございましょう」

「越前、か」

　三成はそうくり返したが、男の言げんを容いれたわけではない。男と会話しながらも主の意識はここになく、いま脳のう裏りに浮かんでいるのも越前領主結ゆう城き秀ひで康やすではないだろう。

　三成はやがて酷こく薄はくな笑みを浮かべ、音をたてて扇を閉じた。

「やはり一時、佐和山を離れる。兵ひよう庫ご、後は任せたぞ」

　主の真意は知れないが、兵庫と呼ばれたその男は「は」と手をついた。

「されば、あの娘むすめはいかがいたします」

　娘と言われて三成は一度目を瞬またたかせた。天下の再創世を考えているいまの主には、思いがけない名だったのだろう。あの娘は完全に盤ばん上じようから外れている。兵庫はそう認にん識しきした。

「ああ、あれか。あれはただの迷い人ではない。なにかしら力を秘ひめているようだ。生かしたまま手に入れろ」

「その力がまた牙きばをむくやもしれません」

　再びこの地に鎮しずめられることは避さけたものの、主に与えた傷は浅くはない。力があろうとも、敵に与くみするならば排はい除じよしたほうがいい。三成は兵庫の考えを読んだように笑みを浮かべた。

「柄つかはだれの手にあろうとも刀とう身しんに責せきはない。そうだろう？」

　言葉は冗じよう談だんめいていたが、その笑みは兵庫が反論する意思を削ぐには十分すぎた。

　主の心の機き微びを読めずに遠ざけられた者は少なくない。以前から主は、みずから持つ才ゆえに話の通じない者を厭いとうきらいがあった。

「すでに布石は打っております」

「徳川の世を覆くつがえすための大切な駒こまかもしれん。くれぐれも丁てい重ちようにな」

　出来うるかぎりは、と兵庫が苦く渋じゆうをにじませて答えると、三成は思いのほかあっさりと「それでいい」と答えた。

　使えるか使えないかわからない駒を当てにして戦はできない。もし手違いで娘が命を落としたとしても、興味が失うせたと一言で済む気がした。

「男どもはよろしゅうございますか」

「まぁな。ひとりくらい捕とらえて試ためしてみるのもいいやもしれんな」

　兵庫が「御ぎよ意い」と伝えると、「では行くとするか」と三成は立ち上がった。

　行き先を告げずに上座を後にする主に、「いずこにまいられます？」と問う。

　三成はふり返り、皮肉げに、しかしたしかな喜色を浮かべて答えた。

「──しばし、六むつの巷ちまたまでな」
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　翌朝、采女うねめの邸やしきに与えられた一室で、小一郎は筆を走らせた。

　脇に置いた文ふ箱ばこには根返り稲いな穂ほの紋、文の差出人は鈴すず木き石いわ見みという。

　文の内容は、所用につき出で迎むかえがかなわないことを謝罪するものだった。今も江州を離れているらしく、文は昨日、愛宕あたご屋や敷しきを経へて小一郎の元に届けられた。

　記き憶おくによれば、鈴すず木き石いわ見みの守かみ重しげ好よしは齢よわい五十を超こえた井伊家の重じゆう鎮ちんだ。あの木俣守勝より上席の筆頭家老、さらにいえば主家である鳥居家の縁えん戚せきでもある。

　そのような相手への返書を臨時の祐ゆう筆ひつに任せるわけにもいかず、小一郎はかなりの枚数を反ほ古ごにして文を書き上げた。

　花か押おうを入れ、墨すみが撥はねないように丁重に筆を擱おき、溜たまりたまった息を吐はき出す。肩かたに力が入りすぎていたのか、腕うでを回すとごきごきと骨が鳴った。つづいて首を回していると、傍かたわらの文箱に目が止まった。昨日、小一郎本人が愛宕屋敷の侍じ女じよから受け取った文箱だ。

　いくら城内とはいえ、見ず知らずの者に文を預けるとは無用心が過ぎる。もし山に忍しのびこんだ間かん者じやだったらどうするつもりか。

「あ、すまない──」

　小一郎は部屋の前を通りがかった少年を呼びとめた。少年は十代前半、まだ元服を済ませていなかったが、きちんとした受け答えで返書と鈴木家の文箱を預かっていった。

　昨日の侍女はもうすこし年が上だった気がする。どんな顔だったかと思い返そうとしたが、詳しよう細さいに思い出そうとすればするほど侍女の顔は記憶の底に沈しずんでいった。

「──源げん十じゆう郎ろう殿どの」

　呼び声に、現実に引きもどされる。

　廊下にいたのはおなじ鳥居家の家人だった。年は小一郎よりも若く、まだ元服したばかりだ。

　少年は言いづらそうな様子だったので、「どうかしたか」と呼び入れてみる。少年はおずおずと室内に足を踏み入れると、ちょいちょいと小一郎の耳を招き寄せた。

　場もわきまえずに騒さわぎ立てる彼にしてはめずらしい──そう思いながら小一郎は耳を傾かたむける。だが、少年の気き遣づかいは小一郎の反応により無む駄だに終わった。

「あの……姫ひめが愛宕屋敷を追い出されたそうです」

「────はあ!?」

「いえね、こちらの人たちが朝から邸の奥の畳たたみをあげているので、何事かと思って聞いてみたんですよ。そうしたら、姫がこちらに住まわれることになったから畳を替えるという話でして……これってやっぱり愛宕を追い出されたってことですよね？」

　小一郎は気まずそうに話す少年の顔を呆ぼう然ぜんと見つめた。寝ね耳みみに水みずとはこのことだ。

「あの姫のことですから、遅おそかれ早かれなにかやらかすとは思ってましたけど、思ったより早かったですねぇ」

　──しかも、いきなり別居だなんて。

　わざと声を落とした一言が、巨きよ石せきのように重くのしかかる。

「いやー、いったいなにをやらかしたんでしょうねぇ。拝領の茶ちや碗わんを割ったとかそういう話ならまだいいんですが、しの殿はまだ姫にご教育されてないんでしょう？　当主が無体を働いてきたのを思わず反はん撃げきしてしまったとかだったら、今後の夫婦生活の障さわりにもなりかねませんよ」

　──なにごともはじめが肝かん心じんっていいますしね？

　少年の面に下げ卑びた笑えみが浮うかび、小一郎は文ふ机づくえに平手を叩たたきつけた。

「そんなわけあるかっ!!」

　硯すずりの墨が跳ねあがらんばかりに文机が揺ゆれ、少年は思わず後ずさる。

「……えーとまぁ、当主も病がちだと聞いてますからさすがにそれはなかったにしても、こちらの家の対応もなんかおかしくないですか？」

「なんかとはなんだ」

　小一郎は不ふ機き嫌げんさを隠かくさずに苛いら立だたしげに問う。

「いくら当主が病とはいえ歓かん待たいの宴うたげもなしですし、ご家老衆の挨あい拶さつもなしですし。そもそも、どこの坊ぼう主ずの差し金やらこんな言い訳がましい形で江州に来いって呼びつけたのはそちらのくせに、来てみたらご家老が出はらってるってのはおかしいでしょう。まぁ、こちらは天下普請ですから？　ご公こう儀ぎに呼びつけられたら先約があっても赴おもむかざるを得ないんでしょうけれど」

　そこで少年は拳こぶしで畳を打って、ぐいと身を乗りだした。

「──もしかして、うちは成り上がりだからって舐なめられてんじゃないですかね？」

　少年のまっすぐ見つめる瞳ひとみに、小一郎は息を飲んだ。

「そりゃ藤ふじ原わらご一門の二十何代めかのご当主からすれば、譜ふ代だいとはいえ系けい譜ふのあやしい当家うちなんて成り上がりでしょうよ。関ヶ原の前は石こく高だかにも差がありましたしね。ですがうちも今や十万石の大大名、姫だってこの家のご正室とするためにお連れしたんです。いくら内々にとはいえ、ご家老衆の出迎えもなしとは失礼な話だと思いませんか」

「……それが、みなの意見か」

　少年は小一郎の押し殺した声こわ音ねに驚おどろいたのか、それまでの強気はどこにいったものやら、「や、たしか次席家老の木俣殿はいらしたような……？」と思わず井伊家の援えん護ごに回る。

「訊きかれたことに答えろ」

「え、えぇ、まぁ、みな多少は腹に据すえかねるものがあるみたいですよ。そこに今朝のこの話でしょう──ひっ」

　小一郎が無言で立ちあがると少年は弾はじかれたように身を縮め、小一郎から距きよ離りを置いた。

「源十郎殿、ど、どちらへ……？」

「采女殿に事情を聞いてくる。奥への立ち入りは禁止だ。姫はもちろん侍女にも一いつ切さい声を掛かけるなとみなに知らせろ。万が一、姫の御お耳みみを汚けがすような輩やからがいれば腹を切らせる。わかったな」

　少年はいつにも増して鋭するどい眼光に気け圧おされて、あわてて居ずまいを正し、「はっ」と頭を下げた。







　それが目覚めると、あたりは己おのれとおなじ闇やみの色に覆おおわれていた。

　風はなく、空もない。見わたせば、己が宿っていたのとおなじような箱が並んでいる。どうやらここは屋敷の一角、納なん戸どのようだ。

　それは、文箱に宿って百年──いや文箱となって百年を経て、やっと己を自覚した。

　かつて己を愛用していた姫の姿は見えず、捜さがしまわり、どこにもいないことに気がつき、それが人の死だと知った。

　文箱にあふれんばかりの想おもいを詰つめて書いた文ふみ。その想いはどうなったのだろう。当時は物にすぎなかった己は、その想いの結末を知らない。

　人の一生はあまりに短い。死を知った己はこの世を徘はい徊かいすることをやめ、ものとして愛されていた頃ころをなつかしんでいた。

　そんなとき、それはそこからなんらかの力で引き離はなされ、別の文箱に閉じ込められた。

　根返り稲穂の記された文箱。この箱は、自分の居場所ではない。

　──ではあれはどこに？　自分の帰るべき場所はどこにある？

　納戸に並べられた箱を見やるが、そこにあるのはまだ新しい文箱ばかりだ。目覚めるのはまだ何十年も先だろう。

　納戸の扉とびらの紙一枚ほどの隙すき間まから抜け出し、あたりを探さぐる。

　ひさびさに外に出たせいだろうか、ここはとても寒い。柱や梁はりの木々は乾かわいているのに、屋敷のなかは流水のようだ。水に押し流されているうちに、やがて己が水に溶とけてしまう気がする。──ああ、きっとこの朝の陽ひ射ざしがよくないのだ。朝の光は己の体を刺さし貫つらぬき、あの光とおなじように彼方かなたの世に連れて行ってしまう。

　それは暗闇に包まれた納戸にもどると、元いた文箱の中でしばしまどろむことにした。
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「姫さま、もう忘れものはないですかぁ？」

　愛宕屋敷の一室で、長辺二尺ばかりの葛籠つづらのふたを手にかやが問う。

　あこが葛籠を覗のぞきこむと、中身はすこしばかりの小こ袖そでと身の回り品と化け粧しよう道具だけだった。

「それだけあれば十分でしょ。采女殿のお邸に永住するわけじゃないんだし」

「それもそうですね。じゃあ閉めちゃいますね」

　そう答えながら、かやは慣れた手つきで葛籠に紐ひもをかける。半月の旅の訓練の賜たま物ものだ。

「かやの準備はもう終わったの？」

「ええ、昨晩のうちに。姉さまの葛籠に一いつ緒しよに入れてもらいました。なーんかこうしてると江戸からの道中を思い出しますねぇ」

「そう？　わたしは泊とまりでお寺詣まいりに行ったことを思い出すわ」

「あ、たしかにちょうどお荷物もこれくらいでしたものね。まだお土産みやげもたくさん入りますよ」

　江戸にいたころ、浅せん草そう寺じなどの参さん詣けいは数日かけて行っていた。距きよ離り的てきには日帰りもできるのだが、泊まりで行って、帰りに芸人の座などを見ながら帰るのがひとつの娯ご楽らくだった。

「これ、かや。采女さまのお邸やしきへ遊びに行くわけではないのですよ」

　廊下から声がする。見やるとそこにいたのは外出用の小袖姿のしのだった。

「あ、右近殿はやっぱり……？」

　直継に出立前の挨拶をと思い、しのに様子を聞きにいってもらったのだが、その前にかやから調子がよくないらしいということを聞きつけていた。

「ええ。床とこに臥ふされて、昨夜からなにもお召めし上がりになっていないとか……代わりに采女さま宛あての御お文ふみを預かってまいりましたわ」

（昨日はお加減がよさそうだったのに……）

　昨夜また祓はらいに出かけたのだろうか？　それとも自分に触ふれたせいで……？

　時を渡わたったあこはこの世界の異物だ。いるだけでこの世界ならざるなにかを引き寄せるとあの化ばけ猫ねこは言っていた。自分で気がつかないうちに直継に負担をかけていたのかもしれない。

　その猫ねこ娘むすめが、昨日来姿を現さないことも気になっていた。あこが愛宕屋敷から出ることを聞きつければ、鬼おにの首でも取ったかのように「ほーら見なさいな」と哄こう笑しようしにくるものと思っていたが、その気配もない。たまが姿を現さないのは、たいてい神力を使ったあとだ。

　昨日は夕時からずっと雨が降りつづいていた。そんな中を出歩いて身体からだに良いはずがない。

（心配させるなとか言っといて、心配させてるのはどっちよもう……）

「あこさま、お住まいを移られることに不安になられるのも無理ありませんわ。ですが行き先は采女さまのお邸やしきですもの。お部屋を移られるくらいのお気持ちでいらしてくださいな」

　しのは部屋に入ってきて、沈しずんだあこの顔を覗きこむ。どうやら直継の容態よりも引っ越しを案じていると受け取ったらしい。あこもこれ幸いと訂てい正せいせず、そのまま話を合わせた。

「そうね。采女殿のお邸だものね。なにも気にすることはないわよね」

「采女さまのお邸は愛宕ほど広くはありませんが、奥はだれも使っていらっしゃいませんから気き兼がねなくお過ごしいただけるはずですわ」

　ここ数日、しのは采女の邸に手伝いに通っていただけあって、内情にくわしい。

「それにあちらには鳥居家のみんなもいますしね！　また小一郎兄さまに剣けんの稽けい古こでもつけてもらったらどうですか？」

　これで姉ひとりを采女の邸へやることもなくなったと、かやも機嫌がいい。

　直継のことは気がかりだがしっかり養生しているようだし、いまはどう脅おどしても休もうとしない腹心のほうをなんとかするべきだろう。

「じゃあ、行きましょうか」

　思いをふりきってあこが立ちあがると、ふたりは「はい」と笑え顔がおを返した。







（行った、か……）

　寝しん所じよで横たわっていた直継は、その気配が遠ざかってゆくのを感じた。

　それは屋敷から出るなり直継の意識の届かぬものとなってしまった。ただでさえ念入りな結界のめぐらされた寝所の中だ。これ以上追うことは適わない。

　直継は心痛とも安あん堵どとも取れる息を大きく吐ついた。

　屋敷を出る前、彼女の侍じ女じよが「お暇いとまのご挨拶を」とやってきたが、たまが追い返した。とうてい起きられる状態ではなかったし、無理を押して会っても彼女の不安を煽あおるだけだ。

　ここ数日、屋敷内に招き入れたそれらに違い和わ感かんをおぼえながらも、体調は安定していた。側そば役やくの采女を欠きながらも最低限の実務と祓いをこなし、注意しながら日々の生活を送ってきた。

　心と体の平へい衡こうをくずしたのは、一通の文だ。

　主馬は奥方さまとなられる方からだとうそぶいていたが、中は鳥居家の家老からの文だった。

　文を開き、許いいな嫁ずけ本人からの文でないことにどれほど安堵したことか。──そして同時に、安堵した自分を責めた。

　許嫁の手て蹟ではなかったにしろ、その内容は婚こん礼れいの日取りを調整するものだ。自分の許嫁はまちがいなく江戸にいる。

　──では佐和山ここにいる彼女は？

　彼女のことは迷い人と割り切っていたはずだった。いずれ本来の時に帰すべき者と。

　しかしならばなぜ、あのとき彼女の手を取った。元の時間に戻もどしたいならば、山から出て、ふたたび元の時が導くのを待てばいい。

　彼女がふたたび迷うことがないように、元の時間との道を開いて確実に送り届けてやらねば──そう思ったのはたしかだ。だがそんな理由ならば後でつけられる。それこそいくらでも。

　あのとき、そんなことを考えて引き留めたわけではない。ただ彼女にいてほしかった。それだけだ。手放したくなかった。今もまた、目の届かぬ場所へ行かせるだけで心がざわめく。

　このままこの時の者となればとも思う。しかし祖父を誇ほこりとし、祖父の名に恥はじない娘むすめであろうと望んでいる彼女が、その名と責務を捨てられるはずがない。

「浮うかないお顔ですわね」

　思し惟いを割るように、幼い声がかけられた。いつしか枕まくら元もとに、女め童わらわ姿の水神がいた。

「……今日もまた、降らせるのか」

　昨夜は雨が降るはずではなかった。だが体調を崩くずして寝込んだ自分を案じ、雨雲を呼んで結界を強めたのだ。雨は穢けがれを雪そそぐ。自然による浄じよう化かだ。

　先の三成の一件と采女の治ち癒ゆ、弱まった結界の補強にくわえて昨夜の雨あま請ごいだ。彼女にもずいぶん負担をかけている。いまも疲ひ労ろうを癒いやすために湖に行っていたはずだ。

「また夕時にでも。あの者も屋敷から出たことですし、しばらくは昨夜の雨で保もちましょう」

「帰す方策は見つかったのか」

「探しておりますわ。全力で」

「──帰さねば、ならないか」

　たまは驚おどろいたように目を瞠みはったが、それも一いつ瞬しゆん、すぐにいつものように笑みを浮かべた。

「それ以外にどのような方策が？」

　彼女の笑みは心の底からのものではない。相手の反応をうかがうような、時には思い出になにかを重ねて懐なつかしむような、人というものの愚おろかさや儚はかなさを愛めでてでもいるような笑みだ。

　方法はならばある。だが彼女のこと、そして自分の立場を思うと口にはできなかった。

　女童から目を移すと、文ふ机づくえの上の文ふ箱ばこが目に留まった。

　竹に宿り雀すずめの紋もん。磐いわ城き十万石鳥居家の紋だ。憂うれいを知らない雀が竹林に遊んでいる。

（ああ、竹たけ取とりか）

　不意にそんなことが思い浮かんだ。家か紋もんと彼女とを無意識に結びつけていたらしい。

　この世ならざるもの──月の人であったなよ竹を帝みかどはどのような想おもいで引きとめたのだろう。

　たまはそんな思いを知ってか知らずか、幼い手を伸のばし、直継の視界を閉とざす。いまは休めという無言の意思表示だ。

「……ひきつづき探してくれ」

　──あの者を、帰す方法を。

　最後まで音にすることはできず、直継はふたたび眠ねむりに落ちた。
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　昨夜の雨で山道はぬかるみ、あこは昨日より歩くのに難なん儀ぎした。

　やわらかい坂道に足を取られずに歩くのがこれほど難しいとは、江戸の往来を歩いていたころには思いもよらないことだった。だがこれもまたいい運動になったと、采女の邸につくと水みず桶おけをもらい、足の泥どろを洗い流す。

　侍女ふたりは背負った葛籠つづらを奥に運び、あこは表おもて座ざ敷しきに通された。

「お足元のお悪い中、ようこそおいでくださいました」

　采女が下座で手をつき、あこを迎むかえ入れる。今日の采女は涼すずやかな萌もえ葱ぎの小こ袖そでに薄うす物ものを羽織っての袴はかま姿だった。こちらは昨日より体調がいいみたいねと、あこは安堵の息をつく。

「急なことでごめんなさいね、采女殿」

「いえ、私は先日のうちに報しらせをいただいておりましたので。姫ひめこそ驚かれたことでしょう」

「まぁね。右近殿はいつもこんな感じで決めてしまわれるの？」

「政まつりごとに関しては家臣に任せておいでですが、相談しようのないことについてはおおよそは」

「そう。たしかに主あるじがうだうだ悩なやむ人でも困るものね。あ、右近殿から文を預かってきたわ」

　采女はあこから文ふみを恭うやうやしく受け取って、その場で広げる。

　文に視線を落としているときも采女の背筋は伸び、堂々としていながら文を繰くる指先には優ゆう雅がさがある。三成に憑ひよう依いされていたあのときと外見はおなじなのに、意識がちがうだけでこれほど与あたえる印象がちがうものか。

（たしかにあの人は賢かしこそうな感じではあったけれど、知性が勝ちすぎっていうか、見るからにえらそうというか……）

　えらそうといえば直継もそうなのだが、上に立つのが当たり前すぎて普ふ通つうになっている。

　居ずまいひとつでもずいぶん違ちがうものだと観察していると、ふと采女の表情がゆるんだ。

「どうしたの？」

「いえ、失礼いたしました。右近さまが、姫のことをくれぐれもと仰おおせですので」

「そ、そうなの!?」

　采女にあらためて言われると、あこは気き恥はずかしさのあまり顔を覆おおい隠かくしたくなった。

（な、なにを書いたの右近殿!?　口ではあんまり言わない……どころか、わたしには挨あい拶さつひとつしてくれないくせに！）

　まさかその文を見せてと言うわけにもいかずに上座であわてふためくあこを、采女は微笑ほほえましげに見つめている。

「右近さまのご様子はいかがでしたか」

「え、あの、今朝はご挨拶できなかったの。体調を崩されたみたいで」

「左さ様ようにございますか……私も数日内には出仕する予定ですので、右近さまのことはお任せください。この邸やしきはいまは私がお預かりしておりますがこちらも井伊家の邸、愛宕同様にお寛くつろぎくださいませ」

　そう告げて、一分の隙すきもなく手をつく采女に、あこも深々と頭を下げた。

「よろしくお願いするわね、采女殿」

「奥に姫のお部屋をご用意いたしました。ごゆるりとお過ごしください」

　表座敷を出てから近侍らしい少年に先導されて、あこは邸の奥へと向かった。

　邸の表と奥は渡わたり廊ろう下かでつながれ、その渡り廊下は緩ゆるやかな扇おうぎ状じようになっている。渡り廊下から見下ろす中庭には白はく砂さが敷しかれて枯かれ山さん水すいの体ていをなしており、武ぶ家け屋や敷しきというよりはまるで寺社の庭園のようだ。庭は、草そう木もくが根付いてそれなりに見られるようになるまで年月がかかる。先の住人の残した庭を、采女がそのまま維い持じしているのだろう。佐和山といえば戦いくさの印象が強く、このような風ふう雅がな邸があることに驚いた。

　奥に渡ってからも、緑の庭がつづいていた。先の邸主は、花よりも木を好む人だったらしい。

「こちらのお部屋にございます」

　そう言って通されたのは新緑の庭に面した十畳じようばかりの部屋だった。朝の日当たりもよく、真新しい畳たたみのい草の香かおりがする。

　部屋には先客の姿があった。見知った顔だったので、あこは少年を下がらせて上座についた。

「おはよう、小一郎。なんか難しい顔をしてるけど、お腹なかの調子でもよくないの？」

「いや……おまえは調子がいいみたいだな」

「ええ、いたって元気よ。今朝も愛宕で朝あさ餉げをおいしくいただいてきたし、歩いて山を越こえて食後の運動にもなったし」

　すると小一郎はほっと胸をなでおろしたように見えた。急な引っ越しを案じていてくれたのだろう。そう思い、あこはなおも本題とは関係のない言葉を継ついだ。

「雨の山道ってずいぶんすべるのね。わたしは中なか山せん道どうの道中はずっと籠かごだったから気付かなかったんだけど、みんな転んだりしなかった？」

「そりゃあな。特に朽くち葉ばが多いと困るよな。おまえには見せなかったけど、毎日のように泥まみれになっていた奴やつもいるぞ」

「そういう小一郎も転んだんじゃないの？」

「そこはなんとか踏ふん張ばってだな、おかげで普ふ段だん使わないような筋が張って困ったけどな」

　おまえもきっと明日あたり足あし腰こしが痛いとか言い出すぞ、と小一郎がからかう。

　小一郎は、衣服はあらたまっても中身はなにも変わっていない。あこはそのことに安あん堵どした。

「道中がなつかしいわね。ねぇ、みんな元気にしてる？　あとで顔を見に行きたいんだけど」

　すると小一郎は、「まぁ、それはおいおい、な」と言葉を濁にごした。

「え、なにかあったの？」

「いや、おまえもこちらに移ったばかりだしな。今日くらいはゆっくりしたほうがいい」

　小一郎は口が不得手ではないはずだが、その逃げ方はあからさますぎだ。

「移ったといっても采女殿のお邸じゃない。知らない人のお邸でもないんだし」

　それどころか、侍じ女じよの目がない分、愛宕屋敷よりも羽を伸ばせそうだ。

　采女の邸の侍女は、鳥居家の者のことが外に漏もれないよう、一時的に生家に帰していると聞いている。男ならば仕える際に誓せい紙しを出し、家の名と一族郎ろう党とうの命に代えて他言はない。

　すると小一郎は、ものめずらしげにあこを見つめた。

「ずいぶん采女殿のことを信しん頼らいしてるんだな」

「そう？　まぁ、愛宕でお仕事ぶりも見ているし、真面目まじめで忠義に篤あつい方だと思うわ」

　正確には、見たのは愛宕屋敷ではなく佐和山城でだ。佐和山城での采女は、直継に斬きられる覚かく悟ごがあった。あのときにかぎらず、采女はいつも命を賭とす覚悟で仕事に臨のぞんでいるのだろう。

「けれど、見たといってもほんの数日だろう。あとはずっと邸で寝たきりだったんだから」

（……あ、そっか）

　あこが愛宕に入ったのが二月末、采女は三月に入ってから出仕していない。実質知っているのは三日ばかり、愛宕で見かけただけにしては信頼しすぎと見えたのかもしれない。

　しかしいまさら取り繕つくろえば逆に怪あやしまれる。あこはそのまま話をつづけた。

「そう、寝たきりのはずがなぜかお仕事されているのよねー。しのが毎日のように御お文ふみを持ってくるんですもの。それで昨日、しっかり休養するように脅おどしてみたんだけど」

　すると小一郎は「あー、あの方はなぁ……」とうなった。思い当たる節があるらしい。

「怪け我がのときにもゆっくり休めないなんて、仕事の配分がまずいんじゃないのか。他ほかにも人はいるだろう」

「それがみな築城でお忙いそがしいみたい。わたしもそうそう右近殿にお会いできなかったし」

　将軍家接待役のことは言えないので城しろ普ぶ請しんを強調してみる。すると小一郎が切り出した。

「──当主は、どうなんだ」

「え？　どうって？　なにが？」

「あ、いや、当主はどんな方なんだって意味だけど」と小一郎はあわてて訂てい正せいする。

　すると、「え、右近殿!?」とあこは声を上げた。どういう人かと聞かれると非常に困る。

「な、なんでそんなことわたしに聞くの!?」

「なんでって、他でもないおまえの婚こん礼れい相手、おまえの夫になる男だろうが」

　小一郎の声こわ音ねは、どうしてそんなことを聞き返すんだと言わんばかりだ。

（右近殿が、わたしの、夫……？）

　あたりまえすぎる事実が、今さらながらにあこの胸に響ひびいた。

　今まで、嫁とつぎ先というのは自分の新たな居場所であり、許いいな婚ずけは当主として家を預かる者、自分は正室という務めを果たすために来ただけで、婚礼は正室になるための儀ぎ式しきにすぎないと思っていた。許婚の力になりたいとは思っていたが、許婚がどんな相手であろうとその想おもいは変わらないし、それ以上の感情などはっきり言ってまったくの想像外だ。

（婚礼相手って、言われても）

　夕暮れ時に花はな嫁よめ衣装で婚こん家かに入って、杯さかずきを交かわして披ひ露ろうの宴うたげがあって、という婚礼のおおよその流れは知っている。しかしその先──まったくの想像だが、お話ができて嬉うれしいとか触ふれられて驚おどろいたとか、そういう次元を超ちよう越えつしているのではなかろうか。

　詳くわしくはおいおいしのが教えてくれると聞いていたので安心していたが、そういえば半月の道中もこの十日間もなにも教わっていない気がする。

（婚礼って、なに!?）

「どうかしたのか」

　不ふ審しんそうな小一郎に、今さらすぎることを問うのも気が引けて、あわてて考えを巡めぐらせる。

（え、えーっと、すごくえらそうで、すごく素っ気なくて、相談なしにひとり勝手に決めちゃって、そういうのすごく困るんだけど、あ、でも、本当は優やさしかったりする、のかしら……？）

「い……いい、人、だと、思う、けど……？」

　なんとか無む理り矢や理りそれだけ言葉を紡つむぐと、不意に昨日の直継の表情が思い出された。

　あこはほてった頰ほおをあわてて押さえ、その様子を見た小一郎が低く訊たずねる。

「……昨日、当主となにかあったのか」

「え、ききききき昨日!?　な、なにもなかったわよ多分!?」

　自分で答えておきながら多分ってなによと心の中でつっこみながらも、動どう揺ようがおさまらない。

（なんで昨日に限定して聞くの!?　まさかあれを見ていたわけじゃないわよね!?）

　すると小一郎は、悩なやましげにひとつため息をついた。

「この引っ越しについてだがな、家人の中にはおまえが当主と……その……仲たがいしたんじゃないかと勘かんぐってる奴もいる」

（あ……え？　わたしと右近殿が仲たがい？　いきなり引っ越すことになったから？）

「そんなことはないけれど……？」

「采女殿に訊きいてみたら、いまの愛宕は普請の関係でいろんな人が出入りして、落ち着かないだろうし無用心でもあるからと、まぁそういうことをおっしゃっていた。俺も基本的にあの人は信用に値あたいする人だと思っているし、仕事に関しては信頼している。けれどあの人が井伊家の人間である以上、あの人の言い分を鵜う吞のみにすることはできない」

「それは……そうよね」

　職務に忠実であればあるほど、御お家いえのために真実に背そむくことを口にすることもあるだろう。采女は、必要とあらば薄うす紙がみ一枚ほどのためらいもなく噓うそをつくにちがいない。

　しかしそれだけ告げて小一郎は大きく息を吐はくと、表情をゆるめた。

「けどまぁ、おまえもしっかり人を見ているようだし、おまえがいいって言うなら大だい丈じよう夫ぶだろ」

（えっ!?　采女殿のことを聞いたのはそれが理由!?）

　あこはそのとき自分がはめられたことに気がついた。初めに采女の名を出したとき、小一郎は興味を引かれるふりをして、あこが人をどのように見ているかを測っていたのだ。

　人を見る目は上に立つ者には欠かせない。信頼に値する者がどういう者か、その者がなにに忠義を尽つくしているか。あこはそのことについては再三教わってきたし、筆頭家老の嫡ちやく子しに生まれた小一郎とておなじだ。けれども、まさかここでそれを試ためされるとは思わなかった。

（いったいどこから演技だったの!?）

　小一郎は感情を素す直なおに面おもてに出すほうだが、采女とおなじく職務のためにはためらいなく噓がつける人間だ。あこは見み抜ぬけなかった自分にうなだれた。

「いじわる……」

　すると小一郎は、最高の褒ほめ言こと葉ばをもらったかのような笑えみを浮うかべた。

「ま、これも俺の仕事だからな」

「うちの家老名代は有能ですこと！」

　あこはあてつけがましく言ってそっぽをむく。

　すると小一郎は立ち上がってあこの頭をぽんぽんとたたき、

「そんなわけで家人たちの憶おく測そくはこっちでなんとかする。家人には奥に行かないように言ってあるから、おまえもしばらく表には顔を出すな。いいな？」

　そう言い残して部屋を後にした。




（ほんと、子ども扱あつかいなんだから……）

　ひとり残された部屋で、あこは閉じた扇おうぎを口元に寄せてむくれた。

　小一郎は二つ年上で、ずっと自分より背が高くて、背中も大きくて、剣けんもうまくて、自分より先に大人おとなの仲間入りをして、なにもかもいつも自分より先にいて、ときおりふり返っては大きな手であこの頭をなでた。よくついてこれたなと言うように。

　今までその大きな背中を追いかけるばかりだったから、直継みたくおない年のおなじ目の高さで話ができる相手は初めてだった。

　──これ以上、心配させないでくれ。

　そう言った直継の表情。思い出すだけでまた顔が熱くなってくる。だが、本当なら自分も伝えたかった。──直継が自分を心配するのとおなじように自分だって直継を心配しているし、心配させないでほしい。おなじ気持ちでいることを、直継はわかってくれているのだろうか？

　直継は今までひとりでいる時間が長かったせいか、ひとりでいることが当たり前すぎて、すべてをひとりで抱かかえこむ癖くせがある。この十日あまりで少しずつ話をして、心が通じてきたかと思ったのに、ちょっとしたきっかけですぐに離はなれてしまう。昨日はもどってきてくれたが、采女邸ていに居を移したことで、その短い時間ですらもてなくなったことは不安だった。

　夫云うん々ぬんの話は脇わきにおくとして、あの人のためになにかしたいと思う。小一郎からみればまだまだ子どもだが、おなじ目の高さだからこそできること、伝えられることがあるはずだ。

（ねぇ、元気にしてる？　ちゃんと自分を大切にしてる……？）

「もう！　源十郎さまったら本当に失礼しますわね！」

　別室で荷物の整理をしていたしのが、肩かたをいからせて部屋に入ってきた。かやも一いつ緒しよだ。

「小一郎兄にいさまも姫ひめさまのことが心配なんですよー」

　怒りのおさまらない姉をかやがなだめる。どうやら小一郎になにやら言われたらしい。

「小一郎がどうかしたの？」

「小一郎兄さまは姉さまに、殿とのさまのことをよく調べろって。なんか女性関係とか、いい人ほど性質たちの悪いものはないとかなんとか言ってましたけど……どういう意味でしょうね？」

　あこは言葉を失った。直継について先ほどあこに聞いておきながら、次はしのに調べろとは。

　しかし、自分が小一郎に信しん頼らいされていないとは思わなかった。自分を含ふくめひとりだけの主観を鵜吞みにしないこと、多くの意見に耳を傾かたむけること、それらは人を見る上で重要なことだ。

（なんだかんだいって小一郎も仕事熱心だものね）

　小一郎の場合、熱心といっても目の前の仕事をがむしゃらにこなすというわけではなく、いろんな人と雑談をしているかと思うとあれもこれもいつの間にか片付いている。仕事の振ふり方がうまいのだろう。ひとり穏おだやかに黙もく々もくと仕事をこなす采女とは対照的だ。

「まぁ、あの殿さまがそんな器用な方だとは思いませんけれど、よく聞きますよね。お気に入りの側そば女めを置くために、悋りん気きな本妻を屋や敷しきから体ていよく追い出してっていう話。姫さまが殿さまに説得されて出てきたっていうなら、まずはそのことをあやしむのも無理ないです」

　啞あ然ぜんとするあこを前に、しのが「これ、かや」と叱しつ責せきした。

（え……えーっと……その意味わかって言ってる……？）

　まさか十三の娘むすめの口からそのような言葉が出るとは思わなかった。しかし年上の侍じ女じよに交ざって働いていればその手の話も耳に入るだろうし、耳みみ年どし増まになっているだけだと思いたい。かく思うあこも、本当のところの意味はわかっていない。

「右近殿にはそういう問題はなさそうだけど……」

　逆に、そういう気にもなってもらえないのが問題といえば問題だ。

「でも殿さまにその気がなくても、周りの侍女が放っておかないと思うんですよねー。まぁ、あからさまに殿さま目当ての女ひとは、あの子がかたっぱしから叩たたき出しちゃってるそうですけど」

「えっ、そうなの？」

　生きつ粋すいお坊ぼつちゃま育ちの直継に虫がつかなかったのは、あの化ばけ猫ねこのおかげらしい。自分も立派に害虫認定されているが、この件については感謝しておくべきだろう。

「周りの侍女ねぇ……」

　仕事に支障をきたすような者はたまが追い出しているとしても、自分以外の女性が直継の側で働いている。なにも手伝えないうえに、一目見ることもできなくなった我が身を思うと、普ふ通つうに愛宕屋敷で働いている侍女がうらやましかった。

　いまごろ何をしているのだろう。ちゃんと起きて朝あさ餉げを食べただろうか。無理はしてないだろうか。姫でなくていい。侍女としてでも側で手伝えたら、こんなに思い悩むことも──

（──ってなに考えてるの！　引ひっ越こし一日めからこんな調子じゃダメでしょ!?）

　すぐに想おもいが愛宕に飛んでゆく。家人の誤解を解かなければならないというのに、主である自分が心を乱しているようでどうする。

　ばん！　と畳たたみに両手をたたきつけ、晴れない気持ちを叩き出す。そして「姫さま？　どうされたんですか？」と問うかやに、あこはにっこり笑って見せた。

「お掃そう除じ、しましょうか」







　あこは髪かみを結ゆわえ、雑ぞう巾きんを片手に邸やしきの奥を回りまくったものの、くやしいことに采女の手配にぬかりはなかった。

（人がいないのにどうして!?）

　たしかに愛宕ほど広くはないが、奥だけでも十室はある。建材は古いものの畳は真新しく、使っていない部屋にも素そ朴ぼくな竹の花生けに一輪飾かざってあったりと、心尽づくしがなされていた。

（ああもう！　ぴっかぴかに磨みがいて雑巾をぎゅぎゅーっとしぼってやろうと思ったのに！）

　それが雨で外に出られない日のあこの運動不足解消法だった。掃除をしたあと真っ黒になった雑巾を洗い、その桶おけの水が黒ければ黒いほど満足感と達成感があった。なのに、ここはなんて掃除のし甲が斐いのない邸なのだろう。幼いころに培つちかわれた掃そう除じ魂だましいがうずく。

（こうなったら縁えんの下でも！）

　庭に下りたあこを、しのがあわてて「姫さま、お待ちください！」と追ってくる。

「だって、邸の中はもう──」

　そう言ってふり返りかけたとき、視界の端はしに少年の姿が映った。渡わたり廊ろう下かの下で、少年が屋根を見上げている。

「どうしたの？」と近寄ると、少年は天を指さした。見上げてみると、屋根の上に白猫がいる。

（──化け猫!?）

　思わず身構えたが、たまよりも小さい。仔こ猫ねこだ。小さな牙きばを見せて威い嚇かくしているものの歯の根も桃もも色いろで、鳴き声も幼い。どうやら屋根に登ったものの下りられなくなったらしい。

「しかたないわね。梯はし子ごはどこ？」

　すると少年は、「私は、猫は少々……」と逃にげ腰ごしになった。まだ子どもじゃないのと思ったが、猫に襲おそわれたことがあるのかもしれない。

「大だい丈じよう夫ぶよ。わたしが上るから」

　するとすかさず、「なりません！　そんな恰かつ好こうで梯子など！」としのの叱責が飛ぶ。たしかにあこも、袴はかまでないと梯子はまずいかもと思った。

「じゃあ、踏ふみ台だいを持ってきて。廊下に踏み台を置けば手が届きそうだから」

　では私わたくしが上りますとしのは言い、あこが廊下にあがっている間に踏み台を持ってくる。

　みっともないからと少年にこの場を離れるように告げ、しのが足を乗せる。しかし渡り廊下は扇状の勾こう配ばいがあるので足元が悪く、まっすぐ立つことすらおぼつかない。

「うん、立てば届きそうね。ねぇしの、わたしが上るから肩を貸してくれる？」

「なりません！」

「だって、しののほうが背が高いでしょう？　支えに肩を貸してくれたら立てそうだから。他ほかに人もいないんだし、このまま放っておくわけにもいかないじゃない。ね？」

　そう言うと、「危険だと思ったらすぐに下りてくださいませね」と不ふ承しよう不ぶ承しよう受け入れた。

　あこは、しのの肩に体重をかけながら、勾配で斜ななめになった踏み台に乗る。片手をしのの肩に預けたままもう一方の手を軒のきに伸のばす。

　手が届いた──と思った瞬しゆん間かん、毛を逆立てた猫に指先をひっかかれた。

「痛いた……っ」

　ひるんで手を引っ込めたそのとき、表のほうから声がかかった。

「おまっ、なにをして……！」

「小一郎!?」

　驚おどろきのあまり平へい衡こうをくずす。足元がふらついて手が宙を泳ぎ、あこはあわてて駆かけ寄った小一郎の首筋にしがみついた。

　踏み台は傾けい斜しやをすべり落ちて足場がなくなり、あこの身体からだが宙に浮うく。

「──大丈夫か？」

　耳の後ろから聞こえる低い声に「な、なんとか」と答えると、小一郎はあこを抱えて廊下に下ろす。

　足をつけてみると、あこの背せ丈たけは小一郎の首元にも届かなかった。

　いつの間にこんなに大きくなったのだろう。いつも見ていたはずの肩や首筋が、実際に触ふれると思っていたより大きなことに驚いた。

「ありがとう、小一郎。たすかったわ」

　あこが見上げてそう言うと、小一郎は無言であこを凝ぎよう視ししていた。

「……小一郎？」

　なんだか様子がおかしい。あこが名を呼んでみると、小一郎は我に返った。

「どうしたの。ぼーっとして」

「あ、いや……本当に怪け我がはないか？」

「大丈夫よ。あ、でもちょっと猫に引っかかれちゃった」

　猫？　と問う小一郎にあこが黙だまって上を指さすと、屋根の上ではおびえた仔こ猫ねこが牙をむいて威嚇している。
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　小一郎は踏み台を拾いあげて仔猫の真下に置くと、踏み台を足場に跳ちよう躍やくした。そして仔猫をかっさらって着地する。

　廊下に下ろすと、仔猫はそのまま庭に飛び下りて行ってしまった。

「すごい。手慣れているわね」

「いつも毛を逆立てた猫の相手をしているからな」

「え？　小一郎、猫なんて飼って…………ってだれが猫よ!?」

　おまえ以外にだれがいると言わんばかりの目を向けられると、ぐうの音も出ない。

　無理に高いところに上って、降りられなくなって。やっていることはあの仔猫とおなじだ。

「で、おまえはなにをやっていたんだ？」

「お掃除よ。お役に立てるし、運動になるし、気分転てん換かんもできるし。いいことずくめじゃない」

　言われたとおり表には行っていないわよ。そう言ってやると、小一郎は「山を越えてもまだ動き足りないのか……」とため息をついた。

「部屋でおとなしくしていると、あれこれぐるぐる考えちゃうもの」

「悩なやみごとか？　なんなら相談に乗るぞ」

「それも仕事の内って？」と当てつけてみると、小一郎は「まぁ、そんなところだな」と軽く流した。そんな余よ裕ゆうの態度もいまのあこの癇かんにさわった。

　小一郎はいつもあたりまえのように人の中心にいて、あたりまえのように仕事をこなしている。自分だって努力してきたつもりだが、いまのこの境きよう遇ぐうのちがいはなんなのか。

（ああもう！　むしゃくしゃする……！）

「小一郎、時間があるなら一本つきあって」

　聞きなれた言葉のはずだ。だがここで言われるとは思わなかったのだろう。小一郎は驚いて目を見開いた。しかしややあってため息を落とすと、庭で待ってろと言い置いて背を向けた。

「木刀を借りてくる」







　藍あい染ぞめの小こ袖そでに着き替がえて袴を穿はき、髪を束ねあげて言われたとおり庭に下りて待っていると、もどってきた小一郎が一ひと振ふりの刀を手て渡わたした。

　木刀ではなく竹刀しないだ。あこは初めて目にするものだった。割り竹に皮を張ったもので、木刀より軽い。おそらく当たったときの衝しよう撃げきをやわらげるためだろう。木刀なら一いち撃げきで骨を折りかねないが、竹刀は衝撃が少ない分、踏みこんだ稽けい古こに向いていそうだ。

　しかし真しん剣けんならば一ひと太た刀ちだ。斬きられれば次はない。当たれば痛いだの考えて切っ先と向きあえるものではない。

　あこはひとつ息を吸うと、間合いを取って向き合い、腰こしを落として礼をする。立ち上がると、あこは中段、小一郎は下段に構えをとった。

　小一郎は後ごの先せんをとった。打ち込んで来いとばかりの挑ちよう発はつだ。しかしあこは呼吸を乱すことなく、相手の息を読んだ。

　知らない間に大きくなっていた小一郎の肩かたを思った。女の身ではああはなれない。膂りよ力りよくも速さも歴然たる差があるはずだ。そして今、数歩の間を取って構える姿も、過去の記き憶おくとは重ならない。

　打ち込んだ次を思う。摺すりあげて袈け裟さ。それとも。

　この間に打ち込まれなかったのは幸いだ。邪じや念ねんが多すぎる。いつもの稽古ならば、下段からでも先んじられていただろう。

（手加減……!?）

　そうと悟さとられた小一郎の隙すきに、あこは気合いとともに打ち込んでいた。

　斬りではなく突つき。小一郎の受ける刀が一瞬遅おくれ、弾はじき飛ばせずに嚙かみ合う。そのままあこは刀を押し、剣けん先さきを下に向ける。だが押し返してくる力が強い。

　あこはわずかに引き、押してくる力を利用して刀身を滑すべらせると、弧こを描えがいた己おのれの刃の下から左手の甲こうを入れて軌き道どうを変えた。横よこ薙なぎに払はらおうとしていた小一郎に対し、切っ先を喉のど元もとに突きつける。──ふたりの視線が交差した。

「……なんで、止めたの」

　まだ勝負は終わっていない。刀を収めるまで、もしくは礼をして場を退くまでが勝負のうちだ。しかしあこは声をかけた。先に勝負を捨てたのは小一郎だ。

　あこの視界からは剣先は見えない。しかしあのまま振り切っていれば小一郎の刀のほうが速かったはずだ。けれども、小一郎はその前に手を止めた。勝負を、捨てた。

「──悪い」

　視線を落としてそう告げ、小一郎は刀を引く。

「俺が、悪かった」

「謝ってほしいなんて言ってないわ。どうしてって聞いてるの」

　刀を手にしているときは、それが木だろうが竹だろうが真剣とおなじだ。そうでなければ稽古の意味がない。勝負を捨てるなど、命を捨てたもおなじだ。

　小一郎は突きつけられたままの剣先を茫ぼうと見つめ、次いであこの握にぎっていた柄つかを取り上げた。

「ちょっと……！」

「返してくる」

　感情を伴ともなわない声でそれだけ言い残して、小一郎は背を向ける。

「ねぇ、小一郎！　どうして!?　なんとか言いなさいよ……っ！」

　しかしその背中がふり返ることはなかった。
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　あこは小袖を着替え、しばらく部屋でひとりにしてもらうことにした。

　表からは人のざわめきが風に乗って伝わってくるが、奥おくは侍じ女じよがいないだけあって静まりかえっている。自分が望んだこととはいえ、心細さを覚えるほどの静けさだ。

　あこは脇きよう息そくに両手をのせて乗っかかってみたり、脇息を畳たたみの上に転がしてもてあそんだりしていたものの、まったく考えがまとまらない。目の前にいればそれを投げつけてやりたい気分でもあるのに、あのような顔をされるとその力も湧わいてこない。

　──俺が悪かった、なんて、らしくもない。

　恐きよう怖ふも苛いら立だちもなく、屈くつ辱じよくでもなく、ただこぼれおちただけの言葉。

　視線を逸そらして落とした声は掠かすれていた。いったいなにがあったというのか。

（どうしちゃったの、小一郎）

　いつからおかしかったのだろう。昨日はひさびさに会って驚いてはいたが、変わった様子はなかった。今日は、最初は具合が悪いのかと思ったけれども、居を移したことを心配していただけだった。

（あ……そういえば、あのとき？）

　猫ねこをつかまえようとして、踏ふみ台だいから落ちそうになったとき。助けてもらったそのとき小一郎の様子がなにやらおかしかった。あのときからか。

　表に戻もどっている間になにかあったのか、それとも落ちそうになったあこによほど驚おどろいたのか。

（そんなにびっくりすることでもないわよね？　屋根に上ってたわけでもないんだし）

　屋根から落ちかけたというならまだしも、この脇息よりすこし高いくらいの踏み台から落ちたところで腰を打つくらいだ。それくらい稽古のときに何度でも転んでいる。それに小一郎の腕うでならばはっきり勝負のわかるまで打ち込んでも既すんでのところで止められたはずだ。

　ここしばらく手合わせをしていなかったが、小一郎の腕は上がっている。さらに水をあけられたことは、向き合っただけでわかった。

（本当にどうしちゃったの……？）

　脇息を前に置き、両りよう肘ひじをついて外を眺ながめやる。

（ああ、なんか空まで重いわ……）

　朝は晴れわたっていた空に、低い雲がたれこめはじめていた。気分がさらにどんよりと沈しずむ。

「なにを憂うれえておいでです？」

　廊ろう下かに現れた姿に、あこはあわてて脇息から身を起こした。

「采女殿？　手ずから持ってきてくださったの？」

　あこが侍女を介かいして頼たのんだのは、井伊家の由ゆ来らい書がきや直政の文ふみだった。

　あこがこの世界に迷いこんだきっかけとして考えられるのが、たまに酷こく似じした少女と直政の歌だ。たまが自分ではないと言い張る以上、もう一方から当たるしかない。

「ご所しよ望もうのものをお持ちしましたが……そのようなご気分ではなさそうですね」

　采女は書物を手に部屋に入る。なんでもお見通しなのねと、あこはかすかに笑えみを洩もらした。

「高須殿となにかございましたか」

「小一郎がなにか言っていた？」

「いえ、ですが竹刀を返しにいらしたとき、なにやらいつもとご様子が違ちがわれましたので」

「采女殿もそう思った？　小一郎ったら、手合わせの最中に急におかしくなっちゃって……あ、あの竹刀ちょっと変わってるわね。皮が張ってあるの？」

「ええ。上かみ泉いずみ伊い勢せの守かみに縁ゆかりの者が当家におりますので、その関係で」

「伊勢守って──もしかして新しん陰かげ流りゆう!?」

　上泉伊勢守の門下であった柳や生ぎゆう石せき舟しゆう斎さい、その息むす子この柳生宗むね矩のりはいまや将軍家の剣術指し南なん役やくで、新陰流は天下の兵法だ。思いがけない幸運にあこは目を輝かがやかせた。

「ええ。御お側そば役やくの筆頭が一族の者です」

「一度お手合わせいただけないかしら!?」

「残念ながらいまは京におりますれば。いずれ機会はございましょう」

（あーそうね……みんな出で払はらっているんだものね）

　しかし側役の筆頭が一族ということは、直継も新陰流にちがいない。今度お手合わせいただこうかしらと心こころ浮うかせかけたが、先ほどの小一郎との手合わせを思い出してふたたび沈んだ。

「ですが、私が姫ひめの手合わせをお頼みすれば、高須殿は良い顔をされないかもしれませんね」

「え、小一郎が？　どうして？」

　その話を聞きつければ、小一郎こそいちばんに手合わせを申し込みそうなものだ。

「高須殿は姫の身を案じておいでですから、姫がお怪け我がをしかねないことは勧すすめてほしくないでしょう。──私の経験ですが、稽けい古こといえど主に刃を向けるのはなかなか難しいものですよ」

「え……そう、なの？」

「まず冷静でいられませんから、その迷いが太刀筋を鈍にぶらせます。それを自分でもわかっていますから、さらに迷いが生じて──その悪あく循じゆん環かんですね」

　剣けんは心の鏡だ。心乱れた剣筋ではなにも斬きれない。

「でも小一郎は、江戸にいたころはちゃんと相手をしてくれて……」

「ここは当家の邸やしきですから」

　采女の口調は変わらず穏おだやかだが、その一言が胸に突き刺さった。

　当家の邸──ここは気ままにふるまえるが、あくまで輿こし入いれ先の邸だ。生家ではない。

「そのこと、高須殿はよく理解されているのだと思いますよ」

　小一郎は家老名代として、あこの婚こん礼れいを無事に終えなければいけない。その務めを全うするためだけに手加減したとは思わない。己の責務と預かっている采女の立場、そしてなによりも、この家に嫁よめ入いりするあこの身に、万が一があってはならないとわかっているから。

（わたしの、ため……？）

　あこの頭が地に引かれるままに前に垂れてゆく。

　小一郎はなにも言わなかったがいつも心配してくれて、それをわかっていながら自分は心配ばかりかけている。

「高須殿にまだお話しには？」

　時を渡わたったことを話さないのかという意味だと悟さとり、あこはうなだれたまま首を振ふった。

「まだわからないことばかりだもの。へたに話しても混乱させるだけと思って……」

　これだけ心配をかけてまだ小一郎を信しん頼らいできていないというのか。まだ甘い言葉にすがりたいと。──けれどもいまの自分には先にすべきことがある。

「あの、采女殿」

「なんでございましょう」

「御歌、とか、知っていることはない？　その……直政さまの」

　あこは采女の顔色をうかがいながらその名を出す。先日、直政を見たと言ったときの采女の動どう揺ようは尋じん常じようではなかった。

　しかし今日の采女は特に驚いた様子もなく、言葉を返した。

「先代さまの御歌にございますか。歌──と申しますか、それに類るいするものならば」

「そうなの!?」

「愛宕お屋や敷しきのちかくに縁ゆかりの神社がございます。気晴らしに出てみましょうか」







（先日まで臥ふせっていたお身体からだで山歩きなんて……）

　あこは山道を歩きながら、傍かたわらを歩く采女の様子をちらちらと探さぐる。足元は昼の晴れ間で乾かわきつつあるが、それでもいつもより力が必要だ。しかし采女に変わった様子はなかった。

（昨日はまだ身を起こすのもお辛つらそうだったのに）

　竜りゆう神じんの力が関かかわっているため、治り方も普ふ通つうの怪我とはちがうのだろうと思う。しかし相手が采女だけに、穏やかな表情の下で無理をしているのではないかと心配になる。

「采女殿、お休みの間にこうして外に出られたことは？」

「ええ、ときおりは。横になってばかりでは、出仕の際に障さわりがございますので」

　初めての外出ではないことにほっとする。それと同時に理由を聞いてやっぱりとも思った。采女の行動基準は、どうあってもお勤め第一らしい。

「でも雲が重いでしょう。病やみ上がりで雨にあたったりしたら体によくないわ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。いましばらくは降りませんから」

「え？　どうして？」

　采女の言葉はすべてを見通しているかのようだ。不思議に思ったあこが追つい及きゆうすると、采女は苦く笑しようを浮かべた。

「私もわずかながら御家の血を引いていますから、おおよそは」

「え、じゃあまさか右近殿も？」

　右近さまには到とう底ていおよびませんがという言葉に、直継もそうだったのだと初めて知った。

（ほんと、そういうことは全然教えてくださらないんだもの）

　普通の人にはできないことが当たり前にできる。その普通と特とく殊しゆの境目がわからないような幼い時分に異い端たん視しされたためか、直継は自身の力に関してまったく話さない。

（まぁ、力にかぎらずあんまりお話ししてくださらないけれどねー……）

　今ごろなにをしているのかと、またもや思いが飛びかけて、あこは己おのれを叱しつ咤たする。

「その力はいいわね。お洗せん濯たくにすごく助かるわ」

　あまりに日常的な答えに、采女は穏やかに微笑ほほえむ。もしかして戦いくさにも役立つのではと思ったが、不ふ穏おんな言葉に思えて口にできなかった。

　──都合よく使いつぶされてはな。

　そんな言葉が脳のう裏りをよぎったせいかもしれない。乗っ取られていたとはいえ、傍らを歩く人物の喉のどから紡つむぎだされた言葉だ。

（采女殿は大丈夫……よね？）

　直継は、三成が采女の心になんらかの影えい響きようを与あたえたかもしれないと言っていた。傍らにいる采女は、身体が回復していないために生気は薄うすいが、こうして話している分には以前となにも変わったようには見えない。治りが遅おそいのは化ばけ猫の手抜きのせいだと思いたかった。

「こちらにございます」

　四し半はん時ときもせぬうちにたどりついたのは、小さな神社だった。

　古びた鳥居をくぐると、その先の社やしろは建たて替かえたばかりなのか、白木の色が残っていた。

　社の脇わきでは湧わき水が岩いわ肌はだを伝い、ささやかな滝たきのようになっている。脇には石いし灯どう籠ろうが立ち、滝が御神体なのかもしれないと思った。

　あこは御み影かげ石の手ちよう水ず鉢ばちで手と口をすすぐと、社の前で手を合わせた。

「こちらの神社がなにか？」

「先代さまが江州に入封される際に、彦根山に祀まつる天あま津つ神かみ、活いく津つ彦ひこ根ねの命みことに祈りを捧ささげられました。対する佐和山には国くに津つ神かみが祀られており、御ご請せい願がんの際に建て直したのがこの御お社やしろです」

　そして采女の口が紡ぎだしたのは、あの暁あかとき降くたちに聞いた歌だった。

　一言一句誤らず告げられたそれに、あこは呆ぼう然ぜんとする。

「御歌というより鎮ちん護ご請願の言ことの葉はですね。言の葉は神が宿り、力となりますから」

（あのとき采女殿の意識はなかったはず……ただの偶ぐう然ぜん？　それとも記き憶おくが？）

　食い入るように見つめるあこに采女は気づかず、社を見つめたまま言葉を紡いだ。

「先日、姫が先代さまの面おも影かげを見たとおっしゃってからずっと考えておりました。やはりあれは弁之介さまではなく、先代さまがいらっしゃったのではないかと……先代さまが亡なくなられて三年、いまだ山は鎮しずまらず、安んじて眠ねむりにつけずにいらっしゃるのではないかと。私の力及およばぬことを憂うれえてこの世においでになったかもしれない……そう思いました」

　だから今日ここに導かれたのやもしれません、と采女は社を見やる目を細める。

「御請願されたのが四年前の今日この日──三月十日なのです」

「え……」

　偶然にしてはできすぎた符ふ合ごうに、あこはとっさに采女の手首をつかんでいた。なにかを考える前に身体が勝手に動いていた。

「──姫？」

　采女が驚おどろいたようにこちらに視線を落とす。あこはその目を見てほっと息をついた。──大丈夫、采女はまだちゃんとここにいる。

　先ほどの采女は思い出に囚とらわれて、そのまま魂たま翔がけてしまうような儚はかなさがあった。采女も井伊家の──神の力を宿しているというなら、そのようなことも本当に起こりうるやもしれない。

　だが仮に先日の青年が直政だったとしても、采女を連れ去られるわけにはいかないのだ。

　あこは采女の目をまっすぐに見つめて、言葉を紡いだ。力を言の葉に変えて注ぎこむように。

「そんなことないわ采女殿！　采女殿はがんばっているじゃない！」

　采女が言っているのはそういうことではない。わかってはいるが、これ以上思いつめさせては采女の命が危あやうい。

「一いつ時ときがんばって命を張るより、がんばりつづける方がずっと大変なことだと思うの。たしかに直政さまは心配していらっしゃるかもしれないけれど、采女殿は自分のできるかぎりでつづけていったらいいと思うわ。なにより右近殿がそう望んでいらっしゃるんだから」

　自分が導かれたのも直政に呼ばれたからかもしれない。自分もできうる限りのことをしたいと思う。けれど自分は采女のように仕事を手伝うことはできない。そして采女は実務以上に直継の支えとなっている。直継にとって必要な人なのだ。

　すると采女はなにかに思い当たったように目を見開き、次いでふと優やさしい笑えみをこぼした。「そう、ですね。……きっとそういうことなのだと思います」

　なにが采女の琴きん線せんに触ふれたのか。それはわからなかったが想おもいは通じたらしい。

　あこはほっと息をついた。それと同時に采女の手首をつかんだままであることを思い出し、「ごめんなさいっ」とあわてて離はなす。

　采女の手首は、普ふ段だん見ている分には細く白いものだったが、触れてみると骨や筋が張っていた。女とはあきらかにちがう。──小一郎もそうだった。道中毎日のように見ていたはずなのに、成長した身みの丈たけや肩かたにどうして気づかなかったのだろう。見た目だけではない。小一郎の大人おとなとしての自覚、そして責務を全まつとうする覚かく悟ごは、自分の想像をはるかに超こえていた。

「え、えっと采女殿、わたしになにかお手伝いできることってない？　なにもしないのは性しようにあわなくて」

　それが姫らしくないってよく叱しかられるんだけど、と照てれ隠かくしも込めて冗じよう談だんめかしてつづける。

「姫は、御おん身み大事にしていただくことが先決です。右近さまが案じておいでですから」

　すると采女は思い出したように、袂たもとから袋ふくろを取り出した。袋の中にはいくつか容いれ物ものが入っており、そのうちのひとつ、瓢ひさご形がたの陶とう器きに見おぼえがあった。

「これって、右近殿に飲ませていた……？」

　直継が深夜に苦しんだとき、采女が直継に飲ませたなにかを入れていたものだ。

「ええ。中はこちらの滝の水です」

「そうだったの？」

　采女は中の水を還かえして清めると、あらたな湧き水を注ぎこんだ。そして瓢形の陶器をあこに手て渡わたす。

「姫の身はお守り申し上げる所存ですが、なにかお役に立つこともあるやもしれません」

　できうるかぎりお持ちくださいと采女は告げる。

　陶器は濡ぬれており、冷え切った清水に触れたせいかもしれないが、体の内からすっと涼すずやかさが駆かけ抜ぬけたような気がした。

（これが、右近殿を救ったもの……）

　直政が家族を想って祈りを捧げ、神によって清められた水だ。

　直継は父のことをよく知らぬと言っていたが、このことは知っているのだろうか。たしかに家族と接する機会がすくなかったかもしれない。けれども、多くの人がその身を大切に思って支えている。

　その想いが伝わりますように──あこは神の宿る水を両手で包みこみ、祈りを捧げた。
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　日暮れを前にしてそれは納なん戸どを抜け出した。

　陽ひは雲に閉とざされそのまま闇に溶け込みそうだ。逢おう魔まが時どきは活動しやすい時間帯だが、あいかわらず邸てい内ないは冷え冷えとしている。

　邸やしきの外に出ると、いくぶん和やわらいだもののまだ寒い。早くこの邸から出てゆきたい。

　どこから出られるかとあたりを探さぐるが、邸は白しら壁かべの土ど塀べい沿いに見えない檻おり──結界が張られている。結界は越こえられなくはないが、いまのこの身では負ふ担たんが大きすぎる。

　どうしたものかと思案していると、自分を威い嚇かくするものがいた。

　──白く、小さなもの。

　生まれたばかりのそれは、軒のき下したで熱を放っていた。

　命は生まれ、紡ぎ、死ぬ。いずれ冷たくなる日は確実にくるのに、次々にこの世に生まれ出ては熱を放つ。まるでその連れん鎖さは一個の生命体の意思に支配されているかのようだ。

　ひとつのものとして何百年を生きた自分とは、根本的になにかがちがう。それらはいつも温かい。

　──ああ、そうか。

　きっと温かいものに宿れば寒くない。

　近づくとそれはさらに毛を逆立てた。それが効かないと気付くやいなや、身をひるがえして逃にげようとしたが、もう遅い。

　それは白い毛をかき分けて、背せから侵しん食しよくする。

　──ほら、温かい。

　こんなに小さな器うつわではそうもたないかもしれない。

　だが今は、この恐きよう怖ふの念に満ちた白いものの体内がひどくなつかしく、心ここ地ちよかった。
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　采女の邸の自室で、あこは空を眺ながめやった。

　采女の見立てどおり、雨が降り出したのはふたりが邸に帰ってからだった。雨はほどなく止やんだが、いまだに厚い雲が空をおおっている。

　采女はあこを部屋に送り届けると、日にち没ぼつまでには時間があるがすでに寝しん所じよに入ったという。体調は良いとは言っていたが、やはり無理をしていたのだろう。

（ご迷めい惑わくをかけるために来たわけじゃないのに……）

　あこはため息をつく。だが采女のあの様子ではひとりでも神社に詣もうでていたにちがいない。

　きっとあのとき、采女には四年前に共に詣まいった直政の姿が見えていた。

（先代さまは采女殿のお義父ちち上うえでもあるんだものね）

　直継が父への想いに苦く悩のうしていたように、采女にも想うところがあるのだろう。あの神社は愛宕屋敷の下のあたりだ。出仕の行き帰りに折をみては寄っていたのかもしれない。

　あこは陶器を透すかしてみるが、光は陰いん鬱うつな雨雲に閉ざされていた。想いの向かう先は、瘴しよう気きによる苦しみをこれによって抑おさえていた人物だ。

（……ねぇ、元気にしてる？）

　おなじ屋敷にいたからといって、いつも姿を見られたわけではない。しかし屋敷にいればなにかが起きてもいち早く知ることができる。今は直継が苦しんでいようがそれを知ることすらかなわない。

　昨夜から休んでいるというが大だい丈じよう夫ぶだろうか。いま愛宕には采女がいない。もしもあの夜みたいに苦しんでいたら──？

　なぜかひどく胸むな騒さわぎがして、同時に寒気をおぼえた。雨で気温が下がったせいだけではない。

「あら、あこさま。それをどうなさいましたの？」

　あこが陶器を念持仏のように見つめていると、部屋に入ってきたしのが声をかけた。

　あこは顔を上げ、しのの後ろにつづくかやの様子を見て、采女の名を口にするのをとどめた。なにやらかやの機き嫌げんが悪い。その名を出していたずらに刺し激げきしないほうがよさそうだ。

「しの、どこかに出かけるの？」

　しのは外出用の小こ袖そで姿だった。だがもうすぐ日暮れ。これから出歩くような時間ではない。

「ええ。今日は夜に宴うたげがあるそうで、お手伝いに行ってまいります。おそらく今日はあちらに泊とまりになりますので、姫さまのお世話はかやが」

「宴って愛宕で!?」

「はい。ご家老衆がお戻もどりだとかで。お身内だけのささやかなものだと聞いていますが」

「え、でも右う近こん殿どのは……」

「さすがに愛宕の宴に当主不在ということはないでしょうから、ご快かい癒ゆされたのでは……？」

　そう言うものの、しのも直継が無理を押して宴に出ることを懸け念ねんしているのか、表情が暗い。

「わたしも一いつ緒しよに行くわ！」

「……あこさま」

　しのが諭さとすような目で見つめる。

「昨夜から寝ね付つかれていた右近さまが心配なのはよくわかりますわ。ですが──」

「だって、しのが呼ばれるってことは人手が足りてないんでしょう？　わたしが愛宕に行けばかやも宴のお手伝いができるし、しのを見ていることができるじゃない」

　だからかやの機嫌が悪かったのだ。屋敷に集つどう有う象ぞう無む象ぞうの男どもの中に、人目を引くしのを放ほうりこんだらどうなるか。しかも宴ということはまちがいなく酒が入る。気が大きくなって無礼をはたらく者もいるかもしれない。無論、しのもおとなしい女ではないので相応以上の報むくいを受けることになるが、それすらもかやは気に食わないのだ。

「ちかくの家から手伝いを呼んでいるくらいなら、わたしが交ざっていても気づかれないかもしれないし」

「なりません。あこさまの居場所はこちらとご当主が定められたのですから」

「その右近殿が無理してるかもしれないっていうのに！」

　反射的に大きな声が口をつき、しのが驚おどろいて目を瞠みはった。

　自分が行ったら直継に余計な負担をかけるだろうか。しかししのもおなじ迷い人、しのが良いなら自分がいてもおなじだ。いまはこの胸騒ぎが思いすごしであることを確かく認にんしたかった。宴にいるならいるで無事な姿をこの目で見なければ、とても夜を越こせそうにない。

「ただ待ってるだけなんて嫌いやよ。絶対」

　置いていく気なら、ひとりでも行くから。その考えは言わずとも伝わったらしい。

　しのの取るべき選せん択たく肢しはふたつ、共にゆくか小一郎を呼んででも場を収めるか。しかししのも、昼間の小一郎の様子がおかしかったことを思い出したのだろう。しばらく苦い顔をして思案していたが、「……くれぐれもおとなしくしていてくださいませね」と渋しぶ々しぶ認めた。

「ありがとう、しの！　ほら、かやもいくわよ！」

　威い勢せいのいい声に、かやも「はい！」と笑え顔がおを返した。







　それは軒下で雨をやりすごしていた。

　──せっかく体を手に入れたというのに、外まで水で満たされようとは。

　雨はすでに止んでいるが、土の上に足を踏ふみだすのは危険だと知っていた。土は浄じよう化かの雨に満たされている。屋敷の内も外も清せい浄じような気で満たされていて、いたく居い心ごこ地ちが悪い。

　──どうしたものか。

　そう思案していると自分に近しいものが三つ、こちらに来る気配を感じた。

　己おのれとおなじようにこの屋敷にまぎれこんだのだろうか。軒下から顔を出すと、いちばん小さな存在と目が合った。

「あれ？　こんなところにネコちゃんがいますよー」

「え、猫ねこ？　そんなところにいたの？　どこに行ったのかと思っていたわ」

「姫ひめさま、知っているんですか？　愛宕にいる子とはちがうみたいですけれど」

　姫さまと呼ばれたものが「昼にお掃そう除じをしているときにちょっとね」とその場にしゃがみこみ、手招きする。

「おまえも来る？　宴だもの、お魚とかもらえるかもしれないわ」

「姫さま、お屋敷に猫を連れてゆくなど」と大きなものが渋しぶい顔をする。

「でも姉さま、愛宕にもネコちゃんはいますし。もしかしたらあの猫の子かもしれませんよ？」

　それは招く手に導かれるままに己により近い存在に歩み寄り、手に抱だかれた。

「ほら、きっとお腹なかが空すいているのよ。連れて行ってなにかもらってあげましょうよ」

「侍じ女じよの方々、よろしいか」

　門の外から女たちを急せかす男の声がして、それは少女の手に守られて結界を超えた。

　屋敷を離はなれると寒さがやわらいだ。抱かれていれば雨のしみ込んだ地面に足をつけなくてよいし、なによりここは適度にあたたかく、適度に不安が渦うず巻まいていて、とても居心地がいい。

　──ああ、こちらに乗り移ればいいのか。

　こんなに自分に近い存在なのだ。きっとこの白いものよりも居心地がいいにちがいない。

　──どうやって乗り移ろうか。

　少女の手の中で揺ゆられながら、それはその算段を立てはじめた。
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「こちらが采女さまのお邸やしきからまいられた御お三さん方かたです」

　愛宕屋敷の裏手から入り、案内してきた家人がそう紹しよう介かいすると、一部の侍女が目をむいた。

　今朝、采女の邸に居を移したはずの姫がまざっているのだから無理もない。普ふ通つうに納なつ得とくした様子でいるのは、他ほかの家から手伝いにきている娘むすめだろう。

「あこと申します。こちらがしのでこちらがかや、よろしくお願いしますね」

　そう言ってあこがにっこり笑うと事情を察したらしい。すぐには納得できない様子だったが、他家の侍女の手前もあってか、姫という言葉を出すことはなかった。

　愛宕の侍女に案内されて、こちらでお着き替がえくださいと四よ畳じよう半はんばかりの仕し度たく部屋に通される。

　他家の者の目がなくなると、案内した侍女がおそるおそるあこに声をかけた。

「あの、本当に……？」

「ええ、お持ちくださいな。三人分」

　何事もないかのようにあこが返すと、恐きよう縮しゆくしながら侍女用の小袖を三人分用意して、仕度部屋から下がった。

「みんなびっくりしてましたねぇ」

　そう言いながら、かやは慣れた様子で手早く着替える。

「そりゃ名家のお姫さまはこんなことしないでしょ」

　膳ぜんを持って歩きまわっていただけで育ちが知れるといわれたくらいだ。この家の姫は、箸はしや扇せん子すより重いものを持ったことがないようなお育ちなのだろう。

「あたり前です！　わかっていらっしゃるならお控ひかえくださいませ！」

　しのが青筋を立てて怒ど声せいをあげる。一緒に愛宕にきたものの、まさか侍女に紛まぎれるとまでは思っていなかったらしい。

「だって人手が足りないんでしょ。だったらお手伝いしたほうがいいじゃない」

　厨くりやには賄まかない方がいるし、おそらく他家の者は立ち入りできない。任されるのはせいぜい膳の運び役くらいだ。その程度ならあこにもできる。

「他人ひとの目がございます！」

「大丈夫よ。愛宕の人たちも他家の方に吹ふい聴ちようするような真ま似ねはしないでしょ」

　他家には知られずとも、愛宕の侍女の中では噂うわさになることはまちがいない。だがすでにたまと大おお喧げん嘩かして当主に仲ちゆう裁さいされたところを見られている。いまさらそれ以上の風評もないだろう。

　着付けているうちに、かやが自分の着付けを終えてあこの髪かみを梳すいて結ゆわってくれた。腰こしに前まえ掛かけを回し、「ほら、できました！」とあこを鏡台の前に立たせる。

　桜色の小こ袖そでに、紅梅色の前まえ掛かけ。背の中ほどでひとつ結わえた髪は、ゆるやかに肩かたから流れている。鏡の中にいるのはいつも見ている侍女の姿だ。そこに自分の顔が映っていることがなんとも不思議な感じがした。
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「似合ってますよー」

（あの、それ、褒ほめてないから……）

　身をやつしても匂におい立つ気品、などというものを期待したわけではなかったが、あまりにその恰かつ好こうがなじんでしまう自分も姫としてどうなのと思う。化け粧しようがひかえめなせいだと思いたい。

（まぁ、こちらの侍女も育ちの良いお嬢じようさまばっかりなんでしょうしねー）

　あこの家もそうだが、侍女の大半は重臣の娘だ。嫁よめ入いり前の作法見習いで勤めに上がっているので、衣装は侍女のものでも立ち居ふるまいは立派なものだ。へたをすれば自分よりよほど打うち掛かけが似合いそうな娘もいる。

　この恰好は裾すそ丈たけがいつもより心持ち短めで動きやすそうだし、打掛より自分の性に合っている気がした。

　着替えを終えて、胸むな元もとに瓢ひさご形がたの陶器をひそませて部屋を出ると、厨の前で侍女頭が仕事の差配をしていた。

「しのさんとかやさんは器うつわの洗い役を、ひ……もとい、あこさんはお料理の運び役を」

　気き遣づかいなのか、近くで見ているのが心臓に悪いためか、あこは厨からもっとも遠い位置──広間にいちばん近い位置での膳の運び役を任された。




「では、たしかに」

　あこは銚ちよう子しを載のせた盆ぼんを男に渡わたすと、側そば役やくの男は無表情に受けとって、宴の行われている広間へと運んで行った。

（うーん、もうちょっとなんだけど……）

　宴えん席せきの広間までは角を曲がってあと十歩ばかり。だが角かどに控える男が料理を受け取ってしまうため、広間の中を覗のぞき見ることはできない。

　漏もれ聞こえる笑い声から察するに、宴席にいるのは男ばかりだ。女によ人にん禁制ならばしかたないと諦あきらめるべきなのだろうが、あと数歩の距きよ離りだと思うと次こそはと期待してしまう。

（右近殿はいらっしゃるのかしら？）

　出席していないならいないでそれも心配だが、いるなら無事な姿を一目見たい。

「次、お願いしますー」

　厨の方から声をかけられて、あこは小走りで料理を受け取りにゆく。そして渡された蕪かぶらの漬つけ物ものを運んでゆくと、男はまた「では、たしかに」と無表情に受け取った。

　男に宴の様子を聞こうと思ったが藪やぶから棒に訊たずねるのは不ふ審しんすぎるし、話のきっかけをつかもうにもいかにも冗じよう談だんが通じなさそうな男だ。

（どうしたものかしら……）

　思案しているうちに、男は背を向けて広間へ歩いてゆく。こんなに無愛想ならあまり周囲が見えていない人なのかもしれない。あこは距離を置き、こっそり男の後ろをつけてみる。

　だが広間の三歩ほど手前で、男が不意にふり返った。

「──侍女殿、なにか」

　男の声には抑よく揚ようがなく、先ほどとなにも変わらない。まるで後ろに目がついていて、すべて見ていたのではないかと思うほどの無表情ぶりだ。

「あ、い、いえっ！　なんでもないですけど!?」

　ではなぜ付いてきたのかと言わんばかりに男は見つめる。無言のままじっとり見つめられてあこが冷や汗あせをかいていると、「おや？」と壮そう年ねんの男の声がした。

　広間から出てきたのは木俣守勝だった。男は家老の姿を認めると、脇わきに寄って道を譲ゆずった。

「おやまぁ、これはおめずらしいところで──」

　あこはあわてて身ぶりで守勝の言葉の先をさえぎる。守勝はしばらくあご髭ひげをなでながらあこを観察していたが、その恰好から事情を察したらしい。

「ああなるほど。侍女殿、ちょっと一いつ緒しよに来てくれますかな」

　そう告げて、守勝は奥へと歩いてゆく。あこはほっとして、男に一礼して守勝の後を追った。

　廊ろう下かを折れ、男の目がなくなったところで守勝は足を止めてふり返る。そしてあらためてあこの侍じ女じよ姿を上から下まで眺ながめやった。

「なんとまぁ、よく似合っておいでですなぁ」

　満面の笑えみで告げられて、あこはがっくりと首を垂れる。

（いえ、だからそれ、褒めてないから……）

「いやはや、これから咲さかんとする花の姿というものはなんとも愛らしいものですな」

　新妻の前掛けの風ふ情ぜいを解かいするにはまだお早い気もしますがまぁこれもよい勉強でしょう、などと言いながら満足そうにうなずいて、守勝は手近な部屋の障子をひく。その部屋は使っていないらしく、闇やみに閉とざされていた。

　守勝はお静かに、と口に指を当てて示して、足音をひそませて部屋に入る。あこもその後にこっそりつづくと、守勝は音もなく障子を閉めた。

　暗い部屋の中、気配を頼たよりに守勝の後を追う。その先に数本の光の筋が見えた。

（あ……）

　それは、閉ざされた襖ふすまの隙すき間まから洩もれる光だと気がついた。広間の灯あかりだ。

　守勝は襖の近くに腰を落とし、わずかに襖を引く。光の眩まぶしさに一瞬視界が白くなったが、すぐに像を結んだ。──細い光のなかに、直継がいた。

　羽織姿の直継は、狩か野のう派と思おぼしき筆の屛びよう風ぶの前で、壮年の男から杯さかずきを受けていた。

　酒しゆ宴えんの席であるためかいつもより気安い感じもするが、疲つかれもあるのだろう。脇きよう息そくに身体からだをあずけているのは、おそらく本当に起きているのがつらいのだ。

（ああ、そんな身体でお酒飲んじゃダメだってば！　これ以上お酒を勧すすめないで！）

　あこは直継に酒を勧める男に射殺すような視線を送ってみたが、酔よいのまわった壮年の男が気づく様子もない。代わりに直継が、ついとこちらに顔を向けた。

（き、気付かれた……!?）

　主の目線に気づいて、壮年の男もこちらを見やる。

　まずいと思ったそのとき、守勝が襖を開け広げた。

「おお木俣殿、かようなところにいらしたか」

　襖はあこの視界と身を隠かくすように逆から開けられ、男があこに気づいた様子はない。

「いやあ、酔いが回りましてな。しばし夜風に涼すずんでおりました」

「いやはや、殿とのがお待ちですぞ。醒さめたところでご一いつ献こん」

　守勝は話を合わせながら広間に足を踏ふみ入れる。そして後ろ手に襖を閉めると、あこはひとり暗くら闇やみの室内に取り残された。

（あ、ありがとう木俣殿……）

　あこは守勝の機転に感謝しながら、驚おどろきで立ち上がれない体を引きずり、這はうようにして部屋を出た。廊下に出て立ちあがり、裾すそをぱんぱんとはたく。

（右近殿、あまり調子がよくなさそうだったけれど大だい丈じよう夫ぶかしら）

　しかしまさか人前で倒たおれるようなことはないだろうし、自分で判断して中座するはずだ。発ほつ作さを起こしているのでは、と懸け念ねんしたのは思いすごしだったことに安あん堵どしながら、あこは持ち場に戻もどろうと足をかえす──と、すぐ後ろに人がいた。

　うつむきがちな視界に入ったのは袴はかまだ。廁かわやにでも行っていたのだろうかと、あこはうつむいたまま左手を譲る。しかし袴は譲られた道を行かず、依い然ぜんとして前にいる。あこが右に寄るとその者も右に、左に寄るとその者も左にといった具合だ。

　嫌いやがらせ？　と視線を上げると、次に目に留まったのは小袖の柄がらだった。

（なに、この派手な小袖……）

　黒地にこまやかな鹿かの子こ絞しぼりで流れるしだれ桜、舞まい散る花びらは刺し繡しゆうで、風は金きん摺すり箔はくで表している。愛宕や采女の屋や敷しきに仕える者が着ているのはみな落ちついた染めのものばかり、このような派手な小袖は江州で見たことがない。

　さらに視線を上げると、そこにあったのは見知った顔だった。

（ええ!?　采女殿!?）

　しかしその表情は知っているものとあきらかにちがった。采女ならばこんなにあからさまに上じよう機き嫌げんな顔は見せないし、顔立ちもどことなく若い。なによりこのような小袖は着ないはずだ。

「え、まさか、采女ど……いえ、采女さまの……弟ぎみ？」

　すると、派手な小袖を着こなした青年は、にっこり笑って口をひらいた。

「おにいちゃん」

「は？」

「だから、采女の弟じゃなくて、おにーちゃん」

（あ、兄上!?）

　だって顔立ちも肩かた幅はばも背の丈たけも采女殿より──と考えたところですかさず指し摘てきが飛んだ。

「あ、いまあいつより背が低いとか思わなかった？」

　図星を指され、あこはぶんぶんと首を振ふる。

「親父おやじの息むす子こながらあいつはよく伸のびたからねー。ってこれくらいしか違ちがわないんだけどね？」

　そう言って、青年はミミズ程度に指を開く。

（い、いえ、もうちょっと低くない……？）

「しばらく会ってなかったからあいつまた伸びたのかなぁ。今度背せいくらべしないと」

　采女が年のわりに落ち着きすぎているせいかもしれないが、軽い口調もあいまって目の前の青年はなおさら年下に見えた。

（采女殿の兄上って、ご実家のほうのよね？　たしかご家老のお家いえ柄がらだったような……）

　采女を主家に養子に出したのだから、生家には家を継つぐべき兄弟がいるだろう。采女と初めて会ったときに生家の名を聞いた気がするが、青年の姿に記き憶おくが混乱して思い出せなかった。

「それにしてもこんなにかわいい子がいたなんてね。弟の屋敷にもすっごい美人さんがいたし、江州を離はなれて損したなぁ。江戸なんて右も左も男ばっかりで味気ないったらありゃしない」

「あの、えっと……」

　どうやら江戸帰りらしいことはわかったが、どう返答したものかとまどう。

　しかし青年は笑みを浮うかべたまま、本題に切りこんできた。

「きみ、昨日弟の屋敷にいたよね」

「え？　昨日？」

　あこが采女の邸やしきに移ったのは今朝の話だ。昨日は朝に文ふみを届けに行った。そのとき屋敷のどこかにいたのかもしれない。それとも小一郎と一緒にいたときか。

（話を聞かれた……？）

　鳥居家のことは、江州を離れていた井伊家の家人には一いつ切さい伏ふせている。

　まずい──そう思ったが、あこを覗のぞきこむようにして紡つむがれた言葉は予想とはちがっていた。

「弟とどういう関係？」

「────は？」

「いやー、義妹いもうとになる子を口く説どくのはまずいし、話がまとまりそうなら正式に挨あい拶さつしておいたほうがいいし。なによりあの堅かた物ぶつの弟がそういう気になってくれたのが嬉うれしくてねぇ」

（義妹？　堅物？　……だれが？）

　あこは頭の中で家系図を描えがき、青年が言うところの関係に気がついて、思わず声をあげた。

「えええええ!?」

（どういう誤解!?）

「ほら、照れない照れない。あいつのことだから絶対に主あるじより先なんてことはないと思ってたし、へたしたら今後もないんじゃないかって心配してたんだけど、これで俺も安心したよ」

　養子に出したとはいえかわいい弟だからねぇ。甥おいっ子や姪めいっ子も見たいじゃない？　絶対かわいいと思うんだ。いや、弟も十分かわいいけどね？　取りつくろうばかりであんまり素す顔がおを見せてくれないからさぁなどと、青年はあこの混乱など気づかぬ様子でつづける。

（いえ、わたしに采女殿の御お子こを期待されても……！）

　あこは思わず後ずさったが背後は庭、踵かかとが宙に浮き、よろめいたところに腕うでを取られた。

「うしろ危ないよ。ねぇ、今日は宴のお手伝い？　お父上は見えられているのかな」

　なんなら今から一緒に会いにいこうか。このまま広間まで手を引いてゆかれそうな勢いにあこが身を固くしていると、不意に腕が解放された。

「──なにをしている」

　青年の手を取ったのは直継だった。

　青年を見上げる直継の目はあきらかに機き嫌げんが悪い。しかし青年は、「これは殿」と笑えみを浮かべると、取られた腕を引き離し、直継の肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

（まさかこの人……酔ってる？）

　顔も赤くはないし、酒の匂においもほとんどしなかったが、酔っているとしか思えない暴挙だ。

「この娘むすめになにか用か」

「いやー弟の──っと、こういうめでたいことは本人の口から聞いてやってくださいよ」

　じゃあまたね、と青年はひらひらっと手を振って広間へと向かう。青年の姿が見えなくなったのを確かく認にんしてから、直継はあこに向き直った。

「大丈夫か」

「え、ええ。あの、今日は無ぶ礼れい講こう……なの、よね？」

　無礼講といっても限度がある。主君の身体に触ふれるなど、無礼討うちにあっても仕方のない所業だ。他ほかの者の目があったなら、当主の面めん目もくを保つために討たざるを得なかっただろう。

　だが直継は、青年の行動について「かまわん」と流した。

「あいつは身内のようなものだからな」

「それならいいんだけど……」
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　自分のせいで家臣を無礼討ちにするようなことになっては申し訳が立たない。

　しかし、かまわないと言いながらも直継のいらだたしげな様子が消えることはなかった。おそらく他者からすればいつもと変わらない厳しい顔に見えただろう。しかし、あこにはわかる。

　──いまの直継は、とてつもなく機嫌が悪い。

「……あの、どうかしたの？」

「何な故ぜそなたがここにいる」

「あ、えっと、それは……」

（それが不機嫌な原因？）

　言われたとおりに采女の屋敷にいなかったことを怒おこっているのか。たしかに、今朝出て行ったはずがその晩にもどってきていたなら驚おどろくのも無理もない。けれど。

（怒る以外、なにも思ってくれないの？）

　いつになく感情を表に出す直継にひるみそうになりながらも、あこは真正面から見つめた。

「会いたかったの、右近殿に。どうしても。心配、だったから」

　右近殿もすこしはそう思ってくれた？　などと甘い期待をしていたわけではない。けれども、言うべきことは真正面から言わなければ伝わらない人だ。だから目を逸そらしたくなかった。

「あの、これ、なにかお役に立つかと思って」

　あこが懐ふところから瓢ひさご形がたの陶器を取り出すと、直継の瞳ひとみの奥おくでなにかが揺ゆれた。しかしそれを隠かくすように直継はうつむきぎみに顔を背そむけると、言葉を落とした。

「──帰れ」

　短く、聞きたがえようのない命令に、あこは言葉をなくす。

「采女の邸に帰れ。いますぐ」

　心の奥で時が止まり、直継のささいな変化をとらえようと目を見開いたまま探さぐる。

　似たようなことを数日前に聞いた。しかしあのときは理由を言わずに淡たん々たんと冷たく言うだけで、こんなに感情を見せることはなかった。ただ面めん倒どうなものがいるというだけの、迷いこんだだけのなにか。しかし今はちがう。

　邪じや魔まだと、頼たのむから出て行ってくれとその態度が言っている。昨日の優やさしさとはあまりにちがった。

　どうして。たった一日の間になにがあったの。そう聞きたくて、しかしもう答えを自分のどこかが知っていた。ああそういうことかと、言われなくてもわかっていることがある。

　──だって、自分は初めからそういう存在だった。




「わたし……いないほうがよかった……？」




　凍こおりついた喉のどからこぼれ落ちた言葉に直継がふり返り、かすかに目を見開いた。言われてはじめてそのことに気づいたかのように。

（だって、そういうことでしょう？）

　自分など、いないほうがよかったのだ──初めから。

　そのとき、あこの視界に男が入ってきた。あこから料理を受け取って広間に運んでいた男だ。

　男はこちらを目にとめ、あこはとっさに小瓶を懐にしまい、裾すそを押さえてその場に跪ひざまずいて手をついた。

　直継の口から、自分の名が吐と息いきのようにこぼれおちる。頭上に落ちた声こわ音ねが穿うがたれた胸に滲しみて、吐はき出す息が震ふるえた。

「お助けいただき、ありがとうございました」

　なんとかそれだけ紡ぎだして深々と一礼すると、しばしの間があった。だが直継もこちらに向けられた男の視線から事情を察したらしい。

「……務め、大たい儀ぎ」

　あきらかにいつもより固い声音にあこはさらに頭を下げる。そしてうつむきかげんのまま「失礼つかまつります」と立ち上がり、背を向けた。

（これでよかったの）

　直継が一侍女に声をかけ、さらになにかを受け取っていたなどと噂うわさが広まれば障さわりとなる。

　直継は偶ぐう然ぜん通りかかり、酔よった家人に絡からまれていた侍女を助けた。そうでなければいけない──いや、演技などではなく、現実はそのとおりだった。

　直継は当主で、自分はこの世界に迷いこんだ者。本来ならば言葉を交かわすことも許されない。側そば役やくに見せたあの関係こそが本来あるべきものだ。

（それ以上のなにを期待していたというの）

　胸の奥が重い。息が苦しい。

　視界がぼやけてきたのがわかったが、しっかりと目を開いたまま、あこはことさら廊ろう下かを渡わたる足を速めた。







　小一郎は篝かがり火びの焚たかれた門をくぐると、荒あれた息を整えた。

　采女の邸から、侍女だけでなくあこまでが姿を消した。そのことに気づいた小一郎は、もしやと思い、夜道を駆かけて愛宕屋敷にやってきたのだ。

　裏口から屋敷に上がったものの見知った侍女の顔はなかった。宴の最中なのか、表からは陽気な笑い声が飛んでくる。まさか宴えん席せきに乗り込むわけにもいかないが、今晩はしのがこちらに手伝いに来ているはずだ。探し出して、事情を聞くことができれば──

　そのとき、うつむいたまま傍かたわらを駆け抜ぬける侍女がいた。お仕着せの桜色の小こ袖そで、侍女はみなおなじ装いだ。だが後ろ姿でも見まちがえるはずがない。

「おい！」

　その声が聞こえなかったはずがない。しかし彼女は足を止めることもなく行ってしまった。あきらかに様子がおかしい。

　なにがあったのかとすぐさま後を追おうとしたが、あこの走って来た方向に呆ぼう然ぜんとたたずむ少年の姿に気がついた。

　年の頃ころは十代半ば、背はあこよりすこし高い程度でまだ子どもだ。だが面おもてに子どもっぽさはなく、顔立ちは貴種然として、小袖に羽織姿、結ゆいあげた長い髪かみが背中を流れている。

　──愛宕屋敷で、身分の高い十代半ばの少年といえば。

　少年の瞳が小一郎の姿をとらえる。先ほどまでの、なすすべもなく見送っていた顔とはちがう。冷たく、射るような視線だった。

「そなたは」

　誰すい何かする声音は命じ慣れたもの、小一郎は少年の正体を確信し、その場に跪ひざまずいた。

「は。鳥居家家臣、高須源十郎と申します」

　そしてまた、もうひとつ確信があった。この者があこを泣かせた原因だ。

　──いったい、なにを言った。

　彼女のことは十年以上知っているが、泣く姿を見るのは数えるほどしかない。それは決まっておなじ事こと柄がらが絡んだときだった。

　──まさか、それを言ったのか。

　腹の底から湧わいてきたのは怒りだ。

「おそれながら、当家の姫ひめがご無礼つかまつりましたでしょうか」

　押し殺した声音を低く紡つむぎだし、小一郎は無礼を承知で直継を見上げる。

　直継は不意をつかれたように目を見開く。しかしそれも一いつ瞬しゆん、やがて目を細めると、感情を覗のぞかせない声で一言、命じた。

「追ってやれ」

　喧けん嘩かを売られたことはわかったはずだ。しかしまだ十六の少年に、押し返すでなく怯ひるむでもなく胸に納められるとは思わず、小一郎は命令の意図を取りそこねた。

「夜道は危険だ」

　用はそれだけだとばかりに直継は背を向ける。小一郎は無言で一礼し、すぐさま後を追った。







　それは、枝葉の生おい茂しげる巨きよ木ぼくの上で身を丸くしていた。

　娘むすめに連れられて新たな屋敷に入ったはいいが、ここは先ほどの屋敷よりも居い心ごこ地ちが悪い。

　屋敷の建物内にはとうてい入れたものではなく、こうして巨木の枝に退たい避ひするしかなかった。

　葉のおかげで幹の傍の枝は濡ぬれていない。しかしこうして時を稼かせげるのも時間の問題だ。

　──こんなことならば、別の体に宿っておけばよかった。

　この屋敷に人間はたくさんいるが、どれに宿っても居心地は悪そうだ。できるならばあの娘、あの居心地の良かった娘がいい──

　そんなことを思っていると、それはみずから屋敷を飛び出してきた。娘は草ぞう履りをつっかけて、灯あかりも持たずに駆けてゆく。しかも屋敷から出ようとしているらしい。

　──なんという好機。

　それは躊躇ためらいなく白い体を捨てると、娘の背から襲おそいかかった。

　ゆるやかに結った髪の内側から、溶とけ込むようにして娘の体内に入りこむ。

　しかし、意識を乗っ取ろうとしたものの、なにかに弾はじかれた。心の核かくが熱いなにかに包まれ、逆にこちらが灼やかれそうだ。

　熱いものの奥には、自分の欲する黒い靄もやが渦うず巻まいている。そうわかっているのに飲み込めない。あの靄はまちがいなく自分の力になるだろうに。

　──だが、ここはとても温かい。

　娘の体に入りこんだまま屋敷の門──結界を抜けると、さらに息がしやすくなった。

　山は瘴しよう気きが満ちている。娘がこのままこの山にいてくれれば、これらの瘴気は己おのが糧かてとなる。

　結界と雨で削けずられた力を癒いやせば、やがてこの身を手にいれることもできるだろう。

　──宿るだけで十分だ。

　それはいたく満足しながら、しばし娘の中で失われた力を蓄たくわえることにした。
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　どれほどの間、その場に立ち尽くしていたのか。

　当主の様子がおかしいことに気づいた男は、無言でその場を外した。直継はひとり廊下に残され、周囲には広間の喧けん騒そうばかりが遠い世界の出来事のように漂ただよっている。

　やがて音もなく現れたその存在にも、直継は視線ひとつくれることができなかった。

「行かなくてよろしいんですの？」

「……いい」

「それにしては浮うかないお顔ですわね？」

「行けるかっ！」

　荒らげた声とともに拳こぶしを柱に叩たたきつける。その暴挙にたまも驚おどろいたらしく、次の言葉はなかった。

　宴席にいた主馬が席を外したときから予感はあった。父の鈴木石見が不在のいま、主馬が筆頭家老の名代だ。主である自分が中座する前に席を外すなどめずらしいことだと思った。

　主馬があこに声をかけたのは、彼女がこの時の者ならぬことに勘かん付いていたからだ。主馬も水神の血を引く者、気配は読める。采女のように一目で見み抜ぬくほどの力はないものの、あこに触ふれたことで迷い人であることを確信したのだろう。

　直継の肩かたを叩いて去っていったのは、この娘がものだとわかっているのかという合図だ。この場は任せたとの合図、もしくはこれ以上弟に負担をかけるなという警告。

　彼女は迷い人──この世ならざるものだと再さい認にん識しきさせられ、彼女に采女の元に帰るように命じた。今すぐ結論を出すだけの余よ裕ゆうが自分にはなかった。

　しかしその言葉は、彼女のなにかに触れた。

　心の奥のけっして触れてはならないなにか、それを傷つけた。

　あの表情を見たことがある──そう、あこの祖父の死について聞いたときのことだ。

　あのとき、自分が手をついてたまの無礼を謝罪した。しかしそのことが彼女のなにかを傷つけた。

　心の奥の、玻は璃りのようななにか。いつもあれほど強い心を抱いだいている彼女の、脆もろい部分。

　いまにも泣き出しそうな表情──あんな顔は二度とさせたくなかったのに。

　彼女が駆け去るときに男が現れた。昨日、彼女が親しげに話していた相手だった。

　男は彼女を一瞬見ただけで、彼女が傷ついていることに気がついた。きっとあの者は、彼女がなにに傷ついたかを知っている。門の近くで彼女と笑いあっていたように、自分の知らない彼女を知り、言葉で埋うめつくせない時を共有している。

　──当家の姫がご無礼つかまつりましたでしょうか。

　そう問いながら、男は彼女に無礼のなかったと確信していた。向けられた言葉の切っ先に、自分はなにも言い返せなかった。いまの自分が追ったところで彼女を救えない。そのことを認め、男に追わせることしかできなかった。

　身体からだを寒気が這はいのぼり、震ふるえが止まらない。体内の熱は咳せきとなってこぼれ落ちた。

「主あるじさま!?」

　柱で体を支えて深く息をしようとするが、咳にさえぎられてままならない。胸の奥がきしむ。

　ここ数日の無理がたたったか。柱に背中を預け、ずり落ちるように座りこむ。そして喉のどを刺し激げきしないように肩で息をくり返した。

「すまない……大だい丈じよう夫ぶだ」

　きっと今の自分は、血の気のひいたひどい顔をしている。たまの泣きそうな顔がそう言っている。

　父から継ついだ力。それが自分の身を苛さいなんでいることに、たまは責任を感じている。そんなことはないといくら言葉を尽くしても伝わらない。弟ではなく、自分が父の力を継いだことに感謝しているというのに。

　自分は、泣きそうな娘にどう接すればいいのかわからない。──たまにも、彼女にも。

　ただ、幼い日に妹が泣いたとき、泣きやませたことを思い出した。

　遠い記き憶おくに導かれるまま直継は手を伸のばし、たまの黒くろ髪かみに触れる。艶つややかなそれを撫なでると、たまは目を見開き、されるがままになっていた。

　しばらくして、ふと息が楽になるのを感じた。采女かと思ったが、ちがった。

「右近殿？　このようなところで風に当たっておられたのですか」

　直継を見下ろしていたのは木俣守勝だった。

　なぜか、彼にはものを退ける力がある。父の、流水に似た清せい浄じような気配とはちがう。たとえるなら陽光だ。時には熱すぎて木こ陰かげに行きたくもなるが、また身体が冷え切ると光が欲しくなる。

　守勝は直継の傍かたわらにしゃがみ込み、顔を覗きこんだ。

「やや、これはめずらしい。御ご酒しゆがすぎましたかな」

　直継が酒に酔よったと思ったのだろう。直継はその誤解に便乗して、まぁなと言って柱から身を起こした。

「酔ったときには迎むかえ酒ざけですぞ」

　言って、守勝は手にしていた銚ちよう子しを直継の目の前で振ふってみせる。すると、たまは「木俣殿」と満面の笑えみを浮かべた。完全に威い嚇かくだ。

　守勝もその笑みの意味に気づいたらしく、「あいや、水ですな水。酔い醒ざましの水をお持ちしましょう」とそそくさと立ちあがる。直継はとっさに声をかけた。

「いや、いい。──」

　続く言葉が出てこなかった。

　ここにいてほしい──それを口にした結果、自分はどれだけ彼女を傷つけた？

　彼女のあるがままを受け入れ、家か中ちゆうでの立場を用意する。そのような配はい慮りよもできずに、ただここにいてほしいと望むのは、幼おさな子ごが月を望むのとおなじだ。

　元服して三年になるというのに、父に守られていただけのころからなにも変わっていない。大人おとなとしての責任をなにひとつ負えない自分が、これ以上なにを望むというのか。

　会話の途と中ちゆうで言葉を失ってうつむく。そんな直継の背中をさする手があった。

「……清左？」

「酒は飲んでおぼえるもの。苦さを知ればもっと美味うまくなりますぞ」

　守勝はどこまで事情を知っているのかそう告げる。

　その手のひらの大きさを感じながら、直継は背中をさすられるにまかせた。




　采女が寝しん所じよで目覚めると、朝の気配は遠かった。まだ深夜とも呼べない時間だ。

　感覚を研とぎ澄すますと、結界を超こえて鳥居家の家人たちの声が聴きこえた。今宵こよいは酒をふるまったので、場が盛り上がっているのだろう。しかし咳がひとつ漏もれると、すぐさま感覚は閉とざされた。ふたたび結界の静せい寂じやくに満たされる。

　わずかな力を使っただけなのに、ひどく喉が渇かわいた。

　──それが目覚めた原因か。

　寝しん衣いの上に一枚羽織り、枕元の脇わき差ざしに手を伸ばす。指先が触れると痺しびれがはしったが、采女はひるまずそのまま掌てのひらに納めた。

　ここしばらくの間、浄じよう化かのためと水神に持ち去られていた脇差だった。言葉どおりの理由もあったろうが、穢けがれた自分の側そばに置くには神気が強すぎたのだろう。戻もどされたということは自身の浄化が進んだということ、ものを呼びやすい姫ひめを預けられたのもその証あかしだろう。

　両手でつかむと鞘さやが脈打つような感覚があった。否いな、つかんでいる己おのれの手が神気に押されて脈打っているのだ。

　──だが、これは自分が持つべきものだ。

　采女は息を整えて立ちあがり、衣ころもをあらため刀を佩はいて障子の結界符ふを破る。すると瘴しよう気きが波のように押し寄せ、思わず半歩引いた。

　邸やしきにも結界をめぐらせてある。それでも障子に夜よ露つゆがしみ込むようにじわりと滲しみ入ってくるものもあるが、これはとうてい一晩で入りこむ量ではない。どこかに結界のほつれ──邸やしきの外から瘴気を導き入れている穴があるはずだ。

　瞳ひとみを閉じて視界を閉ざし、感覚に導かれるままに足を踏み出す。足を進めるごとに、徐じよ々じよに体が重く、息苦しくなってゆく。

　采女が足を止めたのは納なん戸どの前だった。文ふみや文ふ箱ばこを収めておく場所だ。屋敷の外と行き来する文は、ものも持ち込みやすい。

　錠前をはずして扉とびらを開ける。引火に留意して注意深く灯あかりをかざすと、見覚えのある家か紋もんがあるばかりだった。ものの残のこり香がはあるものの、さほど影響力はない。

　扉を閉ざし、符を張って封ふう印いんする。

　また導かれるままに足を向けると、表おもて座ざ敷しきを過ぎ、広間をすぎ、たどりついた先は障子に閉ざされた一室だった。

（ここは……）

　六畳の二間つづきの部屋で、いまは鳥居家家老名代の高須源十郎が私室として使っているはずだ。

「──高須殿」

　呼びかけてみるが返事がない。気配を探さぐるが室内にいる様子もない。家人とともに酒しゆ宴えんに興じているのだろうか。しかし瘴気の出どころはあきらかにここだ。

　采女は「失礼」と断りを入れて、障子に手をかける。

　暗い室内では、文ふ机づくえの上でなにかが浮ういていた──文だ。

　不自然に浮き上がったそれは、噴き出す瘴気に小刻みに揺ゆれていた。

（どうしてこのようなものが……）

　いつ持ち込まれたものなのだろう。すぐに炎ほのおで浄化しようとも思ったが、采女は指先を神水で清めてそれを手に取る。

　最初に目に留まったのは末まつ尾びの名だ。宛あて先さきは高須源十郎、差出人は鈴木石見守。

（なぜ、父が？）

　父はまだ江州に戻っていないし、なにより鳥居家一行が来ていることを知るはずがない。

　本文が父の手て蹟でないのは祐ゆう筆ひつに任せたためだろう。しかし。

（……花か押おうが、ちがう）

　巧こう妙みように似せられた花押。しかし、その本質は呪しゆ──瘴気の出所はここだ。

　狙ねらわれたことを察知したかのように、文は意思があるかのようにひらりと手から抜け出す。

　そして一いつ瞬しゆんにして燃え上がると、文机の上の紙に引火した。

　炎が舐なめるようにして室内に燃え広がる。

　広がる赤、しかしその中心は闇やみの色に満たされている。

　不意に風が吹ふき、その炎が一層猛たけ々だけしく燃え広がると、闇の炎はその口をおおきく広げ、己おのが眷けん族ぞくをこの場に招き入れた。
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　あこは愛宕あたご屋や敷しきを飛び出したものの、門を出ると不意に心細さが募つのってきた。

　このあたりは漆しつ喰くいの白しら壁かべに沿って篝かがり火びが足元を照らしている。だが采女の邸までこの灯りがつづくわけではない。今日は十日、雲居の月は満ちてきているが、山道の途中は枝葉にさえぎられ、月の光が届かない場所もあるだろう。

　灯りを持ってくればよかった。そう思いもしたが、足はそのまま山に向かいつづけていた。

　いまさらどんな顔をして屋敷にもどれというのか。それに道に迷ったところで所しよ詮せん自分は迷い人、これ以上迷うことになんの恐きよう怖ふがある？

　──だってわたしはいらないんでしょう？

　どこかに眠ねむっていた記憶が揺り起こされる。こうして山道にひとり足を踏み入れるのは初めてではない。そう、過去にもあったはずだ。

（あれは……伏ふし見み……？）

　ふと浮かんだ名にあこは首を振る。自分が育ったのは江戸だ。京など知らない。伏見には別居していた母が住んでいたと聞いたことがある。きっと記憶が混乱しているのだろう。

　父は鳥居家当主であった祖父の嫡ちやく子し、母はその正室。嫡ちやく女じよとして生まれた自分は惣そう領りよう姫ひめとして大事に育てられた。

　しかしそれは表向きの話。裏ではなんと噂うわさされていたか、あこは知っている。

　侍じ女じよたちのささやき声。それが自分の耳に入らないとでも思っていたのだろうか？　それともわざと耳に入れるようにしていたのだろうか。自分に家中での立場を思い知らせるように。

「──おい！」

　背後から、ぬかるんだ土を蹴ける音と松たい明まつの灯りが近づいてくる。よほどあわてて駆かけてきたらしい。松明の持ち手はあこに追いつくと、腿ももに手をおいて荒あらい息をくり返した。

「おまえな！　姫が夜道のひとり歩きなんていいと思って……！」

「……じゃないもの」

　吹きぬけた風が、あこの声をさらう。ざざと音を立てて木々が揺れた。

　ああ、今夜はなんだかとても寒い。

　侍女の小袖は屋敷内で立ち働くためのものだ。動きやすい分、布が薄うすい。いままで着るもので自分をみすぼらしいと思ったことはないし、この小袖も動きやすくていいと、そう思った。

　けれどもいま、心に吹き荒あれる寒風はなんなのだろう。

　自分に似合いの薄うす手での小袖──そう、自分は姫などではない。ただの迷い人だ。

　当主に声をかけられたとて、立ち話をしていい身分ではない。直継の側にいられる身ではない。そのことをこの小袖に思い知らされた。

　それでもあのとき、手を伸のばして引き寄せて言ってくれたから。それが嬉うれしくて、その言葉に甘えて。身みの程ほどを思い知らされて。

　──やっぱりいらなくなったというのなら、はっきりとそう言えばいいのに。

　小一郎だってそうだ。どうして自分を追ってきたりしたのか。

（……ああ、そうね）

　答えがひとつ、脳のう裏りに閃ひらめく。

　いらなくなった娘むすめでも、立派な熨の斗しを付けて送り届ければそれなりに箔はくはつくから。

　大大名となった鳥居家の名を冠かんして、体ていよく押しつけたのだ──羽柴の娘を。

「わたしは鳥居家の姫なんかじゃない。羽柴の娘よ」

　その一言に小一郎の目が見開かれた。

　初めて聞いた言葉でもなし、なにを驚おどろくことがあるだろう。まさか小一郎まであこがその言葉を知らぬと思っていたわけでもないだろうに。仮にそうだとしたら滑こつ稽けいすぎて笑うしかない。

「羽柴家縁ゆかりの者が徳川家忠臣の鳥居家の家か督とくを継つぐわけにはいかないでしょう。将軍家ですら兄上をさしおいて弟の秀忠さまが二代めをお継ぎになるくらいだもの。家臣がその例を破るわけにはいかないものね。だから父さまは側室を迎むかえて跡あと継つぎをつくって、羽柴家縁の娘であるわたしには縁えん談だんを見つけてさっさと家から追い出したかったのよね」

　歌うように告げるあこの言葉を、小一郎は否定しなかった。その沈ちん黙もくが、それが事実であることをなによりも如によ実じつに伝えていた。

（やっぱり知っていたんじゃない）

　あこの母は羽柴家の出だ。徳川家の旧臣である鳥居家、その正室が羽柴の娘だなんて恥はじだ、屈くつ辱じよくだと侍女たちの吐と息いきが語っていた。だが母の子はあこひとり、自分さえ追い出せばまた次代からは一点の曇くもりなく徳川の忠臣でありつづけることができる。

「せっかくの縁談が何度も延期になって、物ものの怪けつきだのなんだの言われながらも、この話をつぶしたくなくて必死だったわよね。譜ふ代だい筆頭だから？　名門だから？　年回りがいいから？　そんなめでたい言葉並べ立てなくても、本当の事情くらいわかっていたわよ。わたしは後継ぎにふさわしくないから家から出て行けってね」

　当主の娘に対して、あからさまに出て行けと言う者はいない。けれども縁談を寿ことほぐ裏で、これで厄やつ介かい払ばらいができるという本音が見え隠かくれしていた。

　そのような飾かざりたてただけの寿ぎを聞きたくなくて、あこは毎日のように屋敷を抜け出し、町に出た。皮肉なことに、縁談に障さわらなければどうでもいいとばかりに好きにさせてもらえた。

「わたしだって育ててもらった恩は感じているもの。追い出しても後ろめたく思わないように、わたし、おとなしく出てきてあげたでしょう？」

　あこの縁談が進むとともに父の側室が男児を産み、これですべては片がついたとばかりに家の中はまた穏おだやかに回りはじめた。その輪の中に、もはや自分の居場所などどこにもなかった。

　裏ではさんざん厄やつ介かいもの扱あつかいしながら、外には大事な姫のふりをして。延期つづきの縁談にしびれを切らしたのか、ついには輿こし入れの形を取らずに家に入るという荒あら技わざまで持ち出した。

　祟たたりを理由にご破算にされるのがそこまで嫌いやかと思わず笑ってしまったが、それでも新しい家に行けば迎えてもらえる、自分の本当の居場所ができる、そう思っていた。けれど。

「井伊家でもきっとおなじよ。おじいさまの功に報むくいて縁談を受けてくださっただけだもの。羽柴の娘では跡継ぎの母にはなれないわ──単なるお飾りの正室よ」

　その一言とともに、心の中にわだかまっていたなにかがすべり落ちた。

　そう、ここが三月ではなく五月になろうともおなじだ。自分が迷い人でなくなったとしても、自分の出自は変わらない。徳川譜代の家にいるかぎり、羽柴の名はついて回る。

　それを実感したのはいつだったか──たまの非礼の詫わびに直継が手をついた、あのときだ。

　自分はここでも受け入れられない、ここに自分の居場所はなかったのだと、思い知らされた。

　直継は羽柴についてなにも言わなかった。けれども、父の跡あとを継ごうと懸けん命めいに努力している人だ。その父が遺のこした譜代筆頭の家名、その血統を穢けがすような真ま似ねはしないだろう。

　どれだけ許いいな婚ずけの力になりたい、側そばにいたいと願っても自分はあくまで飾りの正室。家の名とともに飾られるだけで、正室としての本来の役目──嫡子を産むことはない。

　──きっと生しよう涯がい、自分は己おのれで産んだ子をこの手に抱だくことはないのだ。

　どうして息をくり返すたびに心の中が寒くなっていくのだろう。吐息とともに熱が出てゆく一方で、熱が出ていった身体からだの中には冷たいものが満ちてきて息苦しい。

　小一郎はなにも言わない。その言葉に反論できないくせにどうしてそんな目で見る。一言、そのとおりだと肯こう定ていしてくれれば、井伊家に送りとどけてもう用は終わったとばかりに見捨ててくれれば、もうすべてのしがらみから解放されて、自分を捨てられるのに。

　……捨てる？　捨ててどこに行くというの。どこにも行き場所などないというのに。

「いらなくなるくらいなら、はじめから捨て置けばよかったのに……！」

　小一郎の瞳ひとみから逃のがれるように、あこは背を向けて走り出した。

　行き先はわからない。けれどもここにはいたくない。すべてから逃にげ出して、どこかへ行きたい。

　いてほしくないくせにいてもいいなんてお情けで容よう認にんされること、形ばかり、鳥居元もと忠ただの末まつ裔えいとして正室の座に飾られるだけの自分がどれだけみじめなことか。

　足元も見えないまま、ただ土を蹴る。どこまでも続く道。しかしそれは不意に途と切ぎれた。

　ぬかるんだ地に足を取られ、ふらりと身体が傾かたむく。そのまま足が下に引きずられる。

　足場を失った先には暗くら闇やみの底が口をあけ、その身が堕おちてくるのを待ちかまえていた。
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　愛宕屋敷の廊ろう下かで、直継は守勝に背中をさすられていると、不意に屋敷に瘴しよう気きが流れ込むのを感じた。

　屋敷の結界が破られたわけではない。おかしくなっているのは屋敷の外、やけに瘴気の濃こさが増している。佐和山城の天守跡を囲むようにめぐらせた大きな結界、その要の地が脅おびやかされているのかもしれない。

　直継は目を閉じて意識を研ぎ澄すます。しかし、その集中力は佐和山どころか屋敷の周囲すら把は握あくできないままに途切れ、脳裏に浮かんだ像は消え去った。

　いつの間にこんなことになっていたのか。屋や敷しきの中にもものの残のこり香がを感じた。屋敷内に迷い人がいるせいではない。なにかが結界を越こえて入りこんでいたのだ。

　なぜそのようなことにすら気付かなかった。──彼女に気を取られすぎていたせいか。

　直継は澱よどんだ空気を吸い込むと、その瘴気の濃さに吐はき気をおぼえ、口元を押さえた。

「右近殿？　いかがなされました？」

　主君の呼吸が荒れ、守勝が驚いて声をかける。

「ご気分が優すぐれぬのですか？　──誰だれか盥たらいを！　桶おけでもいい、早はよう持て！」

　守勝が側そば役やくに指示を出す。守勝が数歩離はなれた隙すきを見てとり、直継はたまに視線をくれた。

　吐き気があるのは噓うそではない。顔色もあきらかによくないはずだ。そのような直継の様子にたまの表情は渋しぶかったが、その無言の指示に従った。

　篝かがり火びが爆はぜるほどの一いつ瞬しゆんの間に、銀色の光が直継の身を包みこむ。

「殿、いますぐ盥を…………殿？」

　守勝がふり返ったとき、すでにその場から直継の姿は消えていた。







　たまの力によって開かれた道は、直継の予想外の場所につながっていた。

　そこは采女の邸やしき、結界をなす五箇か所しよの要かなめのうち、もっとも守りの厚いはずの場所だった。

　一室から炎ほのおが上がっている。とはいえ、包んでいるのは自然界の炎ではない。朱しゆと緋ひと闇やみ、炎と色はおなじだがそれらが嘗なめ尽つくそうとしているのは水すい気き──結界を維い持じするための力だ。

「采女！」

　直継が駆かけつけると、采女は部屋の中でみずからの左手首に刃やいばを当てていた。文ふ机づくえや硯すずり、掛かけ軸じくなどが散乱するなか、采女は目を閉じて一心に呪しゆを唱えつづける。刃を伝う血が赤き光となり、闇の炎の噴ふき出す穴を押さえていた。

　直継はすかさず部屋の床ゆかと天てん井じようの四よ隅すみ八方に符ふを飛ばし、神刀に形を変えた初そ衣いを畳たたみに突つき立てる。

　呪じゆ符ふが爆ぜ、室内に光が満ちる。

　炎は一瞬にして消え去り、瘴気の消えた畳の上には、炭と化した紙が一枚落ちていた。

「右近さま──」

　采女が血を振ふって刀を収め、その場に手をつく。

「お手をお煩わずらわせして、申し訳ございませぬ」

　滴したたる血が畳に吸い込まれてゆく。手当てを先にと言ったところで素す直なおに聞く相手ではない。苛いら立だちを抑おさえて直継は要件を優先させた。

「なにがあった」

「力及およばず、怪けの侵しん入にゆうを防ぎきれませんでした。文ふみに紛まぎれて入りこんだのでしょう」

「迷い人の気配に紛れたというわけか。──足止めされたな」

　この屋敷には迷い人がいる。それらが引き起こす歪ゆがみ、そこに紛れる程度の小物を送りこめば気づかれる可能性は低い。その代わり、小物であればたやすく封ふうじられるのもわかりきっていることだ。

　相手の狙ねらいはこの地の結界ではない。時間稼かせぎだ。彼女を奪うばうための。

　だがそのようなことすら必要なかった。なにも労せずとも、彼女はみずから采女の邸を抜け出したのだから。そして愛宕屋敷からも出ていった。──ちがう。自分が追いだしたのだ。

　江戸からの文に惑まどわされ、自分の心を保つのが精せい一いつ杯ぱいで、結界が乱れた愛宕屋敷よりは采女の邸のほうが安全だと。

　言葉を尽くせばよかったのか。しかし不意に現れた彼女の姿にあの文を思い出し、彼女を正視できなかった。その結果、彼女の心を傷つけた。

　心が不安定なときはものが憑つきやすい。いつもの彼女なら気力で追おい払はらえるだろうが、いまの彼女ではどうだろう。瘴気に紛れて彼女の気配が追えない。そのことが不安に拍はく車しやをかけた。

「私も、お連れくださいませ」

「邸てい内ないを収めるのが先だ。それにそのような身で連れていけるか」

　足止め程度の相手を、血を媒ばい介かいにしなければ抑えきれなかった。それがいまの采女の状態だ。

　迷い人を預かって、ただでさえ養生の妨さまたげになっているのはわかっている。ならばせめて代だい替たいのきく実務は人に任せればいいのに、自分を補ほ佐さすることが采女の行動の基本になっている。

　自分が不ふ甲が斐いないせいもあるだろう。しかし、その務めを命じたのは自分ではなく──

「私には姫ひめをお預かりした責務がございますれば、なにとぞ」

　直継は采女から目を背そむける。なにから目を背けたのか、直継自身もわかっていた。

「好きにしろ」

　直継はそう言い置くと、その場を後にした。
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　──いらなくなるくらいなら、はじめから捨て置けばよかったのに……！




　小一郎は、弾はじかれたように駆けだしたあこの背を追った。

　闇やみ雲くもに駆けるあこが目の前で体勢をくずした。小一郎はとっさに手を伸のばす。だが袖そではつかんだものの、ぬめる足場では踏ふん張ばりがきかない。

　その先の暗闇は、意思を持つかのようにあこの身を引き寄せる。小一郎は迷うことなく松たい明まつを投げ捨てると、あことともにその闇に身を投げた。

　彼女の小さな身を抱かかえて、衝しよう撃げきに耐たえる。斜しや面めんを転がり、木石が身体を刺さす。

　二転、三転、転がるごとに勢いが増し、その痛みはいつまでもつづくかと思われた。

　そのときそこにあったのは石か大木か、背骨に激しい痛みが走るとともに、小一郎の意識は遠ざかっていった。




「──ああ小一郎かい。姫さまはねぇ、どちらに行かれたものやらねぇ」

　小一郎は主家の離れに立ち寄るなりそう告げられ、またかとため息を漏らした。

　年とし端はもいかない女め童わらわが、門番の目を盗ぬすんで屋敷の外に出られるはずもない。おおかた庭で遊びまわっているのだろう。

　鳥居家の京屋敷は伏ふし見みの山やま裾すそにあり、庭は山の草木や竹林を活いかして作られている──といえば聞こえはいいが、戦国乱世の間に荒あれはてた貴族の邸を接収し、その後の唐から入いりで手を入れる余よ裕ゆうのないまま放置してあるだけだ。塀へいで仕切られているものの、そのまま山に入ることもできる。彼女が遊ぶにはもってこいの場所だった。

　彼女を無理に連れもどしたところですぐに逃げ出すのは目に見えている。乳う母ばや侍じ女じよもわかっているからもう捜さがそうともしない。彼女は、姫にしては元気がよすぎる。男子おのこであれば──そう嘆なげかれるのももっともな話だ。

「小一郎、捜してきておくれ」

　なんで俺が。そう反論すると、年かさの侍女は、「きっと将来、役に立つよ」と笑った。

　将来とはいつの話だ。今年で自分は八つ、彼女が六つ。まだ十年は先のことではないか。

　しかし、離れは旅の準備で手て一いつ杯ぱいだ。自分が行かねば誰も行かないだろう。しかたがないとため息をついて、小一郎は竹林へと足を向けた。

　──将来、なぁ……。

　彼女の父は鳥居家嫡ちやく子し忠ただ政まさ、そして彼女は正室から生まれたただひとりの娘むすめだ。このまま弟が生まれなければ小一郎が鳥居家に婿むこに入るだろうし、生まれれば彼女が高たか須す家に嫁よめに来るだろう。住まう家が変わるだけで、どちらにしろふたりの関係が変わるわけではない。

　ほぼ定まったかのように見える未来像。だが彼女の立場はそれほど易しくはない。彼女が母おも屋やではなく竹林の横の離れに住まっていることが、鳥居家家中での複雑な立場を物語っている。

　豊臣の天下となって十年余、鳥居家の主家にあたる徳川家も豊臣家に臣従し、忠政は羽は柴しば姓せいを賜たまわった滝たき川がわ家から正室を迎むかえた。そのふたりの間に生まれたのが彼女だ。

　女の身ではあるが、秀吉の命による縁えんから生まれた娘だ。たとえ側室に男子ができようと彼女の跡あと継つぎとしての地位は揺ゆるがない。おなじ母から男子が生まれないかぎり、彼女が鳥居家を継ぐ。

　しかし天下太平と言われていた豊臣の世にも陰かげりが見えはじめている。事の起こりは、関かん白ぱくの座を養子に譲ゆずった太たい閤こう秀吉に、齢よわい六十ちかくになってまさかの実子が誕生したことだ。

　養子として家か督とくを継いだ関白秀ひで次つぐと、生まれたばかりの実子。どちらにつくかで人心は割れている。そして徳川家中では、秀吉は秀次を廃はいし、しかしその秀吉もまた先は長くないと読んでいた。残される実子はまだ生まれたばかり、天下を采さい配はいする力はない。

　豊臣の天下が終わったとき、羽柴の流れを汲くむ彼女はどうなるのか──その結論が先日出た。

　今後豊臣家になにが起ころうとも、彼女は鳥居家の姫として育てる。それが答えだ。

　男子であればという嘆きはこのときばかりは幸いした。羽柴の名が障さわりとなったとき、家を継げない嫡男など家督争いの元、残された道は出家しかない。

　京でいずれ起こるであろう豊臣家の跡あと目め争あらそい、その騒そう乱らんを避さけて彼女は数日内に江戸へ下る。離れがあわただしいのはその旅たび支じ度たくのためだ。

　しかし心情的に豊臣家に寄りがちな伏見屋敷の人間ですら、彼女への対応に苦く慮りよしていた。その彼女が完全に反豊臣派の江戸屋敷に行けば、どのような視線を向けられることか。

　主君家康と当主元忠が認めた縁だ。そこに生まれた彼女にはなんの非もない。しかしそうわかっていても、羽柴の名はついて回ることだろう。徳川譜ふ代だいの臣でありながら秀吉に勧すすめられた縁えん談だんを飲まざるをえなかった、その屈くつ辱じよくとともに。

　小一郎は顔をのぞかせた竹の子に蹴けつまずきながら、笹ささの葉をかき分けて進む。そして庭の端はし、竹塀のほど近くで、うずくまる浅あさ葱ぎの衣ころもを見つけた。

　背中の赤糸がかすかに揺れている。縫ぬい取られた赤糸は魔ま除よけの背守りだ。子どもはものに狙われやすく、ものは背から入ると言われている。

　ああ、また泣いている。そう思った。

　怪け我がでもしたのかと思った。だが擦かすり傷きず切り傷くらいで泣く彼女ではない。では母屋でなにか聞いてしまったのか。

　母屋には近づかせないようにしていた。だが最近の彼女は背が伸びて、廊ろう下かによじ登って勝手に入りこむようになった。離はなれの侍女は彼女に優やさしいが、母屋の侍女は徳川への忠義に厚い者ばかり。主家の惣そう領りよう姫ひめを邪じや険けんにはしないにしろ、好意的というわけでもない。よからぬことでも吹ふき込まれたのかもしれない。

　彼女は地を踏む音にうずくまったまま身をこわばらせたが、小一郎は傍かたわらに腰こしかけた。

「いい感じで育ってるのがあるな。採とって行って、明日の夕ゆう餉げは竹の子にしてもらうか」

「……竹の子、きらい」

　噓うそつけと思ったが、子どものわがままと思って聞き流した。

「じゃあ握にぎり飯めしに入れてもらうか。伊い勢せへの道中で食えばいい」

「お伊勢もいかない」

　先日まで家族総そう出ででの伊勢詣まいりをあんなに喜んでいたのに。これはかなりくわしい事情を知ったなと思った。

「じゃあ俺も行くから、ひとりで留守居しているか」

「……ひとりじゃないもん。母かあさまがいらっしゃるから」

「奥おく方がたさまも一いつ緒しよだぞ。おまえひとりで留守居番だ」

「うそ！」

　彼女は弾はじかれたように顔をあげ、肩かた口ぐちで結わえた横髪が揺れた。泣きはらした目やその周りが赤くなっている。

「本当だ。あー伊勢の魚はうまいだろうなぁ。おまえ、魚も好きだろ」

「母さまは京に残るっていってたもの！　わたしひとり連れていくって！」

「まぁ、江戸までは無理だろうな。奥方さまは京住まいって決まってるから」

　豊臣家の政策の一いつ環かんで、大名の正室と嫡子は京住まいと定められている。鳥居家は大名ではないが、徳川家の有力陪ばい臣しんなので主家とおなじように従っている。そうでなくとも江戸は徳川の本ほん拠きよ地ちだ。羽柴の人間を江戸に入れるわけにはいかない。

　奥方は豊臣家の軍師滝たき川がわ雄かつ利としの娘だけあって、非常に聡さとい人だった。自身の家中での立場を考こう慮りよして、みずから身を引き、娘とともに屋敷の離れに住まっているほどだ。夫の忠政も律りち儀ぎな人で、側室は置かず、嫡子の身でありながら片手ほどの部屋数しかない離れで一緒に寝ね起おきしている。荒れ果てた庭もあいまって、山小屋さながらの暮らしぶりだ。

「奥方さまと一緒に行けるのは伊勢までだ。父君は江戸に戻もどられるが、いずれ京に行かれる」

「どうしてわたしだけ……？」

「鳥居家の本ほん邸ていは江戸だから」

　それだけで彼女は理解した。あれだけ羽柴の娘と眉まゆをひそめられながらも奥方は娘を鳥居家の人間として育てていたし、幼い彼女にも間ま違ちがいなくその自覚が芽生えていた。

「……小一郎も行くの？」

　赤い目で探さぐるように彼女は問いかけ、小一郎は頷うなずいて見せた。

「ああ、俺も江戸に帰る」

「じゃあおさかな食べる」

　魚かよと思ったが、こうして笑ってくれたからそれでいいかとも思った。

　あと十年はこうして過ごして、それからの人生も彼女がずっと側そばにいる。そんな将来も悪くない──それどころか、とても楽しい日々のような気がした。

「どうしたの？　小一郎」

　いままで泣いていたことなど忘れたかのように、彼女は大きな瞳ひとみで覗のぞきこんでくる。

　知らず、笑えみがこぼれていた小一郎は、彼女の頭をぽんぽんとたたいて、「なんでもない」と追つい及きゆうをかわした。




　──あのときたしかに笑っていたのに、どうしてまた泣きはらした目をしているのか。

　自分の名を呼びながら、まるで子どもみたいに泣きじゃくって。

（……子どもみたいに？）

　そこで小一郎は我に返った。今の自分は家老名代、高須源十郎──もう子どもではない。

　どうやら意識が飛んでいるうちに昔を夢に見ていたらしい。彼女が知らない過去だ。

　あのあと起きたことを機に、彼女から過去の記き憶おく、特に京で過ごした日々の記憶が消えた。傷ついた彼女の心が封ふう印いんしてしまったのかもしれない。先日、母との蕨わらび取りの記憶があると知って驚おどろいたが、彼女はそれが伏見でのことだったとは思っていない。

　失くしたままでいい。思い出さなくてもいい。悲しい過去なんてすべて忘れてしまえばいい。そう願っているのに、やはりおなじことで傷つくのか。

　どこを打ったものやら、身体からだのあちこちが痛んだ。しかし人ひとりを抱かかえて山の斜しや面めんを転がり落ちてこの程度なら上出来だ。

　傍そばで膝ひざをついて泣く彼女が無事だった、もうそれだけでよかった。

「怪我はないか？」

　そう言うと、彼女は嗚お咽えつをこらえてうなずいた。
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　あこがおずおずと手を差し出すと、小一郎は素す直なおにその手を借りて身を起こし、身体をたしかめるように首を回した。一いつ瞬しゆん、痛いてっと顔をしかめたものの、大きな怪我ではないようだ。

　松たい明まつは自分を助けるときに手放してしまったらしい。小一郎は地面に手を触ふれると「こりゃ火はつきそうにないな」とつぶやいた。枯かれ木きが夕時の雨に濡ぬれていたのだろう。

　それでも視界がきいたのは、木々の向こうのほど近くに灯あかりがあったためだ。

「とりあえず行ってみるか」

　そう言って小一郎は立ちあがろうとして、また痛みに顔をしかめた。だが小一郎は大丈夫だと笑顔を見せて、「ほら」とあこに手を差し出した。

　大きなてのひらは冷え切っていた。泥どろと雨水の感かん触しよくでしかとはわからなかったが、擦りむけている箇か所しよもあったかもしれない。

「ここは、神社か？」

　鳥居から等とう間かん隔かくにたてられた石いし灯どう籠ろうには、煌こう々こうと火が灯っている。その先の真新しい社には見覚えがあった。

「ここ……お午ひるに来たわ」

「また邸を抜ぬけ出していたのか」

「ちがうの。采女殿と一緒に」

　じゃあ帰り道はなんとかなるかなと、小一郎は安あん堵どの息を漏もらした。

「小一郎、腕うでが……」

　言われた小一郎が、右手を軽くあげて肘ひじを見やる。右みぎ肘ひじから下のあたりの袖そでが裂さけ、泥の合間から赤いものがにじんでいた。

　手当てをと思い、あこは前まえ掛かけをはずし、汚よごれていないところを探して布を裂く。だが、

「いや、これくらいなら洗い流せば大丈夫だろ」

　小一郎はそう言って滝たきに行き、柏かしわ手でを打って一礼した。流れ落ちる水に傷口を浸ひたし、ついでとばかりに泥にまみれた袖や袴はかまを洗う。

　差しだしかけた前掛けが行き場を失い、あこはそれを握りしめたまま神社の境けい内だいの階段に腰を下ろした。

　両りよう膝ひざを抱えて、顔を埋うずめる。

（……わたし、いったいなにを言ったの）

　なにかに突つき動かされたように口走った言葉。けれども、なにかに言わされたわけではない。それは心の奥おく底そこにずっと沈しずんでいたもの、たしかに自分の中にあった感情だ。

　鳥居家にいたころ、主家の姫ひめに対して頭を下げる侍じ女じよたちがその従順な態度の裏でどんな噂うわさ話ばなしをしていたか、それに嫌いや気けがさして、表と裏を使い分ける者たちに距きよ離りを置いた。そうすると頑かたくなな姫だとさらに陰かげ口ぐちをたたかれた。滝川家が徳川に臣従し、母が奥おくを差配するようになってからは幾いく分ぶん収まったが、それまで本音で話せたのは小一郎としのくらいのものだった。

　──そのような相手に、自分はなにを言った？

　汚れを濯すすぎ終えて、小一郎が傍かたわらに腰こし掛かけるのがわかった。けれどもあこは顔を上げられなかった。

　もう合わせる顔がない。口も開きたくない。いまの自分はなにを口走るかわからない。いったい自分はどうしてしまったというのだろう。

「あの方に、なにかされたか」

　あこはうつむいたまま首を振ふった。

「あの方と、なにかあったんだろう」

　なにかはあった。心にひとつ、大切なものをもらった。ただひとつ、欲しかった言葉。

　けれども今の自分では、そのたったひとつの大切な思い出さえも闇やみの色に染めてしまう。

　あこは強く眼めを閉じ、自分の中にうずまくなにかを出さないようにきつく膝を抱える。

　どうしてこんなに寒いのだろう。山道から足を踏ふみ外はずして傾けい斜しやをすべり落ちたものの、小一郎がかばってくれたおかげで小こ袖そではさほど濡れていない。なのに身体の奥で冷たい風が吹ふき荒あれて、心を凍いてつかせる。

　寒さに身が震ふるわせると、小一郎の声こわ音ねが剣けん吞のんな響ひびきを帯びた。

「……出自のことで、なにか言われたか」

「ちがうわ！」

　あこが弾はじかれたように顔を上げると、小一郎はただまっすぐにあこを見つめていた。

「なにがちがう。溜ためこんだものを隠かくしきれないくらいのなにかがあったんじゃないのか。もう相手が当主だろうがなんでもいい。全部話せよ！」

　苛いら立だちを隠さないその声音に、引きずられるようにしてあこは声を上げた。

「右近殿は悪くないわ！　ここにいていいって言ってくださったの！　本当の許いい嫁なずけじゃないってわかっていたのに……っ！」

　あのとき直継は引きとめてくれた。江戸に帰ってもあこに居場所などない。そんな事情などなにも知らず、本当の許嫁でもない自分にただいてほしいと。そう言ってくれたことがどれほど嬉うれしかったか。

　いてほしいと望まれたからだけではない。なにより自分がここにいたいと望んだのだ。

　──でも、やっぱりいらなくなったくせに。

　心の奥で闇がささやく。

　ちがう。直継は当主として判断しただけだ。冷静に考えて、やはり屋敷に迷い人は置けないと判断したのだろう。

　──心変わりしたってことでしょう？　やはりいらないって捨てられたのよ。

　たとえそうだとしても、恨うらむのは筋がちがう。あのとき、直継が引き留めたのではない。あの一言にすがっていたのは自分のほうだ。

　鳥居家では、あこの嫁よめ入りを言こと祝ほぐ裏で、侍女たちの口からこぼれるのは安堵の吐と息いきだった。鳥居家に自分の居場所はない。けれども祖父の名にすがって、祖父を誇ほこりに自分を支えるのが精一杯だった。許婚を支えたい、その思いに噓うそはなかったが、それは相手を支えることで自分を必要とされたかったことの裏返しだ。

　たまと諍いさかいを起こしたあの日、直継に手をつかれたとき、感じたのは虚うつろな心だった。ああ、ここにも自分の居場所はなかったのだと、思い知らされた。

　けれどもみんないい人で、自分を受け入れようとしてくれる気持ちが嬉しくて、ここが本当の嫁とつぎ先だったらどれだけ幸せかと思った。

　──いらなくなるくらいなら、最初から捨て置けばよかったのに。

　そんなことはない。最初からすべてをあきらめていたら、こんなに辛つらい思いはしなかっただろう。けれども幸せを思うこともなかったにちがいない。この痛みが甘えの代だい償しようだというなら、この十日あまりの日々、まちがいなく自分は幸せだったのだ。

「……だから、右近殿を悪く言わないで」

　あこは自分自身に言い聞かせるように言った。過去の暗い思い出からどれだけ心に闇が生まれようと、それだけは唯ゆい一いつの光で、絶対に穢けがしたくない大切な思い出だ。

「──本当の許嫁じゃないとは、どういうことだ」

　小一郎が静かに問い返す。小一郎は激げつ昂こうしていても冷静に聞いていた。

　昔からそうだ。小一郎はどんな些さ細さいなことでも聞いてくれたし、受け止めてくれた。

　この秘密も、自分のわがままから来たものだ。素直に話してすぐに元の世界に帰っていれば、こんな痛みを感じることもなかっただろうか？　その言葉ひとつ幸せの記憶として抱えて、前を向いて歩いていけただろうか。

　けれども後こう悔かいはしていない。直継には大切なものをもらった。今までなかった大切な記き憶おくを抱かかえて、夢から覚めるだけだ。

　思い出だけで大丈夫。これからも、生きていける。

　そう覚かく悟ごを決めると心が空からになった気がした。

　闇に染まった心はからっぽにして、このやわらかな月の光で満たされればいい。そう思うとすこし息がしやすくなった。

「ねぇ、小一郎。ここが、本当は来るべきところじゃなかったって言ったら、信じてくれる？」

「……どういう意味だ」

　突とつ拍ぴよう子しもない話だ。けれども小一郎なら聞いてくれるにちがいない。

　あこは無言で天を指し示す。雲は流れ、久方ぶりに月が姿をのぞかせていた。

「な……に……？」

　小一郎は天を見上げて目を見開き、言葉を失う。

　小一郎の知る世界の暦こよみにしたがえば、今日は五月の半なかば。満ちた月が徐じよ々じよに右側から欠けてゆくはずだ。

　しかし宙に浮うかぶ月は左半分が欠けていた。──これから満ちてゆく月だ。

「今日は三月十日よ」

「んなわけあるか」

「本当よ。江州に来る直前になにかに化かされちゃったみたい」

　小一郎はしばし呆ぼう然ぜんと月を見上げていたが、やがて首を垂れて頭を抱えた。

「勘かん弁べんしてくれ……」

　すぐには理解してもらえないだろう。あこ自身、事情がわかっていないのにどうやって説明すればいいものか。そう考えあぐねていると、大きなため息のあとに小一郎はたしかにこう続けた。──この天てん災さい娘むすめが、と。

「え？　なにそれ」

　失言に気づき、「あ、いや……」と小一郎は言葉を濁にごす。しかしあこにじっと見つめられると小一郎は観念した。

「昔から、おまえがごねると天災人災祟たたりもろもろ起きることが多いんだよ」

「なによそれ!?」

「家いえ中じゆうみんな知ってることだぞ。へたに刺し激げきしたり噂うわさにならないように口裏合わせて黙だまっていたけど、今回の輿こし入いれも相手方の都合とはいえ三度も延期になるし、本人は乗り気に見えるけど本心では絶対嫌いやがってるぞこれはという話になってたんだ。江戸からの道中、半月ずっと雨だっていうだけでも嫌な予感はあったし、おまえの天災ぶりは雨女程度じゃ済まないから、地割れとか土ど砂しや崩くずれとか噴ふん火か級のなんか大きいのがくると覚悟はしてたんだけど」

　極きわめつけはこれかよ、と小一郎は大きくため息をつく。

（え、なに、じゃあキツネ憑つきの噂って本気だったの!?）

　輿入れが延期になるたびに、佐和山の怨おん霊りようがとか、嫁よめ御ごにキツネがなどと憶おく測そくが飛び交かっていたのは知っている。しかし根も葉もない単なる噂の類たぐいだと思っていた。いや、実際に佐和山に怨霊はいた。だがそれはあこがこの時に紛まぎれこんだために復活した者だ。輿入れの延期とは無関係だろう。

（って、怨霊が出てきたのもわたしのせいなんじゃない……）

　思い返してみると、家人たちの憶測もあながちはずれてはいない気がしてくる。

『あんたは歩く厄やく災さいなんだから』

　つい先日、たまがそんなことを言っていなかったか。そのときは、迷い人がここにいるだけで迷めい惑わくという意味だと思っていたのだが。

（もしかしてわたし、水神さま認にん定ていの天災娘!?）

　婚礼は何度も延期になるわ、時の狭はざ間まに落ちるわ、物ものの怪けには化かされるわ、自分ばかりどうしてと思っていたが、昔からもともとなにかを呼びやすい性質たちだったらしい。

（わたしになにか憑ついてるわけ!?）

「これは化かされて三月にまぎれこんだということでいいのか」

「ここはたしかに三月よ。でもわたしたちとおなじ世界とはかぎらないわ。知っていてしかるべきなのに知らないこととかもたくさんあったし……」

「おなじ世界に見えても、浦うら島しまの竜りゆう宮ぐうみたくまったく別の世界だと？　それで本当の許婚じゃないってわけか」

「──信じてくれるの？」

　しのとかやもそうだったが、小一郎までも思ったより理解が早いことに驚おどろいた。

「あのな、俺もしの殿も、多分おまえよりたくさんおまえの天災ぶりを知っている。おまえひとり神かみ隠かくしにあわれるよりよっぽどましだったと思ってるくらいだ」

（さ、さすがに神隠しはないんじゃ……）

　そう思ったが小一郎の目は本気だ。自分が知らないだけで過去にあったのかもしれない。

　時とき渡わたりすらあっさり受け入れられるとは、過去の自分がなにをしたのか考えるだに恐おそろしい。

（ほかになにをやらかしたのわたし!?）

　あわてふためくあこを見て、ふと小一郎の目が優やさしくなった。やっといつもどおりにもどったな、と。

「……小一郎？」

「おまえはなにも不安に思わなくていい。おまえが落ち着ける場所にたどりつくまで、ちゃんと俺が送り届けてやるから」

　その声音はいつになく優しかった。否いな、ぶっきらぼうな口調でも、小一郎はいつでもずっと優しかった。いつも気き遣づかっていてくれたことを自分は知っている。

　しかし送り届けるということは、これで別れということ。もう二度と会えなくなるというのに、どうしてそんなに穏おだやかでいられるのか。

　──さっさと縁えんを切りたかったのよ、きっと。

　心の奥おく底そこからそんなささやき声が聞こえる。ちがう、小一郎はそんな人じゃない。

「それが、務めだから……？」

　すると、そうだな、と小一郎はかすかに笑い、次いであこの頭に手を伸のばすとそのまま引き寄せた。

　額ひたいを介かいして小一郎の心音が聞こえる。声とおなじ穏やかな、それでいて力強い音だった。

「──それでも行った先で居い心ごこ地ちが悪かったら、いつでも高須家うちに帰ってこい」

　思いもよらない言葉だった。

「先代さまがおまえの縁えん談だんを調ととのえてゆかれたのは、家中でのおまえの立場を案じておられたからだ。あのときの俺は元服前でなにもできなかった。けれど今はちがう。おまえを預かることにだれにもなにも言わせない。鳥居家にいた頃ころのように肩かた身みの狭せまい思いはさせない──絶対だ」

　井伊家との縁えん組ぐみが決まる前、あこと小一郎との縁談はほぼ確定していたことで、あとはどちらの家に入るか、それだけの問題だった。しかし伏見の戦いを境に大切な家族を失い、それまで当たり前だった日常が一変した。

　その激動のなかで小一郎は元服して源十郎となった。あこはあいかわらず小一郎と呼びつづけてふたりの関係はなにも変わらなかった。いや、変わっていることを認めたくなかった。

　けれども明確に、ひとつだけ変わったことがある。

「……ねぇ小一郎。今だけでいいから……名前で、呼んで？」

　小一郎の鼓こ動どうがひとつ跳はねる。

　小一郎もわかっているのだ。いま言ったことは夢語りにすぎないことを。

　伏見、関ヶ原の一連の戦いのあとに告げられた井伊家との縁組み。それを機に小一郎はあこを名で呼ばなくなった。それは彼なりのけじめだったのだろう。

　いまの言葉は、花はな嫁よめを送ってきた家老名代が口にしていいものではない。務めに忠実であった彼がそのことをわかっていないはずがない。それは源十郎としてではなく小一郎としての言葉だ。だから抱だき寄よせて、あこの視界を閉とざした。

　夢語りだとしても、小一郎は叶かなえてくれるだろう。しかし自分には鳥居家の娘として果たすべき務めがある。望まぬ現実から逃にげ出すのは子どものすることだ。いくら居心地がよくても自分は高須の家には帰れないし、この時の中に留とどまることもできない。

　これは子ども時代と決別するための、最後のわがままだ。

　小一郎はあこの頭をかき抱いだくと、耳元に口を寄せ、熱い吐と息いきとともにその言葉を紡つむぎだした。

　──きっとこの言葉を忘れない。また大切な思い出がまた増えた。こうして心に足りないものを埋うめながら、ひとつずつ大人おとなになってゆくのだろう。

「……ありがとう、小一郎」

　小一郎は抱きしめる手をなおも離はなそうとはしなかった。震ふるえる吐息に胸の奥が熱くなる。

　あれほど寒々しかった心に熱が染しみわたり、ふと背中からなにかが抜ぬけ出てゆく気がした。

　それは気のせいではなかったらしい。小一郎はあこを離すと、すばやく背後にかばった。

　見やると、社の前を青白い焰ほむらのようなものが漂ただよっていた。

　焰は力なく夜よ闇やみを泳いで鳥居のほうへと向かう。その先、鳥居の下には男がたたずんでおり、焰は男が手にする文ふ箱ばこの中へと納まった。

「付つく喪も神がみといえども案外他た愛あいないものだ」

　男の年の頃は三十になるやならずというところ、薄うす茶ちやの小こ袖そでに袴姿だ。しかし手にしているのは貴族の女性が用いるような花模様の入った文箱だった。何十年、何百年も昔に作られたものなのか、蒔まき絵えが色あせている。

「しかし、屋敷から連れ出せたは重ちよう畳じよう」

　ふと笑えみを浮うかべ、男はこちらに足を踏み出す。その笑みに含ふくまれる害意に、小一郎は誰すい何かするまでもなく刀を抜いた。

「待って、小一郎！　これは……！」

　人ではない──怨おん霊りようだ。

　小一郎が先手をしかけて、気合いとともに刀を突つきだした。

　その剣けんは正確に男の中心をとらえ、右にも左にも避よけようがないはずだった。しかし男は、影かげが割れるがごとくに左右に分ぶん裂れつした。男は二体に分かれたまま、両りよう端たんから小一郎の背後に回り込む。

　小一郎はひとつ舌打ちして、右手の男を横よこ薙なぎに斬きる。その太た刀ちもまた男の胴どうを確実にとらえていたが、煙けむりを切るように男は姿を消した。

　もう一方の男が小一郎の背後にまわり、文箱を開ける。箱から焰が浮かび上がり、小一郎の首筋に取りついた。

「なんだよこれ……！」

　小一郎は、首をふって吸いついたそれを追おい払はらおうとしたが、蛭ひるのように張りついたままだ。

　広げた手のひらほどの焰は、ゆっくりと小一郎の首筋から体内へと溶とけ込んでゆく。

　小一郎は息苦しさのためか苦く悶もんに顔をゆがめ、なすすべのないまま膝ひざをついた。







　それが文箱にもどると、なつかしい記き憶おくがよみがえってきた。

　最初は大勢の求きゆう婚こん者からの文ふみを収めていた姫ひめの文箱。しかしそれはやがて、たったひとりの相手からの文だけが収められる箱となった。

　文を交かわし、言葉を交わし、愛を交わした相手からの言ことの葉は。

　しかしその文箱が満たされることはついになかった。文箱の半分をすぎたあたりで文は絶え、姫は恨うらみを書かき綴つづった紙とともにその文箱を封ふう印いんした。

　そのまま蔵くらに入れられて幾いく百年、求愛の言の葉と裏切りの恨みの綴つづりが、それをものとして生じさせる力となった。

　──人の心などあてになるものか。

　──きっといつか捨てられる。

　──捨てるくらいなら、最初から捨て置けばよかったのに……！

　恐きよう怖ふ。憎ぞう悪お。怨えん嗟さ──悪感情が嵐あらしとなってうずまく場所。

　自分はその黒い嵐を納める箱だ。

　娘むすめの身体からだは古巣とよく似て、とても居心地が良かった。あのまま居座っていれば彼女はやがて自分とおなじ、黒い嵐の容いれ物と化しただろう。はじきだされた理由がいまだによくわからない。娘の心を守る炎ほのおが不意に勢いを増し、それを身体から追い出した。

　しかし、自分を古巣から引き離した男が来てくれた。男は自分が元いた文箱を手にしており、それはふらふらとそちらに戻もどっていった。

　やはり元いた場所は居心地がいい。しかし、そこからはすぐさま追い出された。

　次に宿る先は男、旧主とおなじ若い娘でないことに不満はあった。だが先ほどのまでの娘には及およばないものの、この男も適度な歪ゆがみを帯びていて、なんだか居心地がよさそうだ。

　娘のように心を包む灼しやく熱ねつはない。今度こそ乗っ取って、失われた力を取り戻す。

　それは男の首筋にとりつき、ゆっくりと侵しん食しよくをはじめた。







「小一郎！」

「来るなッ！」

　駆かけ寄ろうとしたあこを、小一郎が制す。

　しかし口調は鋭するどいが、肩かたは震えている。寒さに必死に耐たえているように見えた。

　その寒さは皮ひ膚ふではなく、心の中を侵食する。さきほどまで自分に宿っていたものだ。あこには小一郎がなにと葛かつ藤とうしているのかよくわかった。

「小一郎！　小一郎……！」

　あこは必死に呼びかける。小一郎まで変わってしまうというのか。あのときの自分のように。

　小一郎は荒あらい息をくり返していたが、やがて震える左手を挙げて首にまわし、そしてそれをつかみ取った。

（え!?）

　首から離れた青白い焰が小一郎につかまれ、左右に身をよじって暴れている。さながら尾おをつかまれた魚だ。小一郎自身、それを手にしていることを信じられないかのように、その光景を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　やがてそれは暴れる力をなくし、小一郎の手のなかから銀色の光が立ちのぼり、消しよう滅めつした。

　その光を、あこは知っている。

（右近殿とおなじ……？）
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「なんなんだよこれ……気持ち悪わりぃ……」

　小一郎は焰をつかんでいた左手をはらうと、濡ぬれた袖そで口ぐちがばさばさと音をたてた。袖口が含んだ飛沫が石いし畳だたみに飛ぶ。

　男は驚おどろきに目を細め、小一郎から距きよ離りを置く。そしてわずかに思案したのち、あこに視線を向けた。

　その視線に敵意はない。ただわかったのは、狙われた──それだけだ。

　男は標的を直継とおなじ力で焰を消し去った小一郎ではなく、あこに変えたのだ。

　息をのむ間もなく、男は影となって地に溶け込んで、地ち遁とんで瞬しゆん時じにあことの距離を詰つめる。あこは反射的に身をひるがえし、滝たきの方へと逃げた。

　直感があった。小一郎の左手に浄じよう化かの力を与あたえたもの──それはきっと『水』だ。

　先代直政が、四年前の今日この日、祈りを捧げた神の水。

　男の気配が背後に迫せまる。あこは前かけを裂さいた布きれで滝の水をすくうと、それをふり返りざまに男に浴びせた。

　男はとっさに障壁を作る。水は瘴しよう気きに触ふれると音を立てて蒸発し、銀の光へと姿を変えて周囲を飲みこんだ。夜とは思えない眩まばゆい光に、あこは袖で目を覆おおう。

　その次の瞬しゆん間かん、爆ばく音おんとともに暴風が生じ、袖があこの顔に絡からみついた。風は見えない塊かたまりとなって襲おそいかかり、あこは身体を押され、地から足が離れる。

（吹き飛ばされた……!?）

　あこは背を打ちつけられるのを覚かく悟ごして身を固くする。だが、背後には岩も地面もなかった。

　広い──底のない光の中を、どこまでもどこまでも墜おちてゆく。

　その向こう、はるか遠くから、自分の名を呼ぶ声を聞いた気がした。
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　あこを捜さがして佐和山を駆けていた直継は、山中での暴発を察知した。

　すぐさま併へい走そうしていた白しろ猫ねこが道を開き、直継と采女をその地に導く。そこは真新しい社の神社だった。直継も見覚えがあるし、采女は昼時に来たばかりの場所だ。

　そこにいたのは男がふたり。ひとりは鳥居家の家人、いまひとりは人の形を取るものだ。

　家人は刀を上段に構えて対たい峙じしていた。だが、ただ人びとの刃やいばではものを斬ることは不可能だ。

　白猫はすぐさま弓矢と化し、直継は矢をつがえてものに向けて放つ。その矢は灯とう籠ろうの間を抜け、あやまたずものの肩を射抜いた。

　ものは加勢に気づくやいなや、肩を押さえて闇の中へと姿を消した。

　ものが消え、家人は気力が限界に達したのかその場に膝をついた。そんな家人に采女が「高須殿！」と駆け寄る。

　そう、たしか名は高須源十郎、彼女を追わせたはずの家人だ。

　──ならばなぜ、彼はひとりでここにいる？

　暴発が起きたのはここだ。たしかに彼女はここにいた。その気の残のこり香ががある。

「主あるじさま」

　たまの声に導かれてものがいたあたりを見やると、御ご神しん体たいの滝の前に布が落ちていた。

　駆け寄って拾い上げると、水を含ふくんで濃さを増しているがその色に見覚えがある。屋敷の侍じ女じよの前かけだ。

　佐和山の瘴気は収まった。だが感覚を凝こらしてみても、その気配を捕つかまえることができない。

　──では、彼女は……？

　直継の口から、感情の失われた声がこぼれ落ちた。

「どこへ、行った……？」
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　光が収まり、あこは地面の感覚をたしかめながら、おそるおそる目をあける。

　そこは滝のすぐ横で、眼前にいたはずのものは消えていた。身体に痛みもない。

　そのことにまずは胸をなで下ろし、ついで石畳にいたはずの幼なじみを見やった。滝の水でものを退けることはできたとして、先ほどの爆ばく風ふうが彼に影えい響きようしなかっただろうか。

　しかし見やった先、石畳の上にその姿はなかった。

「──え、小一郎？」

　どこに行ったのだろう。あこは石畳に駆け寄り周囲を見み渡わたす。だがその姿は見当たらない。

「小一郎？　小一郎、どこ!?」

（まさかあの水のせい!?）

　そう思ったが、小一郎は滝で汚よごれを洗い流していたのだから害はないはずだ。

　ではあの爆ばく発はつでどこかに飛ばされてしまったのか。それともあの男にさらわれた……？

　小一郎の袖口には滝の水が染しみている。焰ほむらを浄化するほどの力があったのだから、そうやすやすとさらわれはしないだろう。そう思う一方で、焰と人ひと形がたを取る男とでは力がちがったのかもしれないとも思う。

　あの男、やはり三成の手の者だろうか。三成は迷い人に興味を示していた。それならばあこでなくともよかったはずだ。時を渡わたったのは、鳥居家の家人とておなじ。だから、家人たちを結界の厚い采女の邸やしきで保護していたのではなかったか。

（もし小一郎がさらわれたとしたら……）

　小一郎は采女のように乗っ取られるかもしれない。采女は身を絶って三成を追いやり、竜りゆう神じんの力で一命を取り留めたが、井伊家の血を引かない小一郎にその方法は使えない。

（では、小一郎は……？）

　あこは石畳の上でうつむいて、顔を覆った。

　すべては自分の責任だ。勝手に邸を抜ぬけだして、直継にすげなくされて取り乱して、足を踏ふみ外はずして山道をすべり落ちて。自分が抜けださなければ、小一郎が邸を出ることもなかったのに。焰が憑ついていたせいかもしれないが、ひどい言葉をぶつけた。

　そんな自分にも小一郎は優やさしくて、心にあたたかいものをたくさんくれた。そう、今だってもう寒くはない。小一郎が満たして、青白い焰を心から追い出してくれたからだ。

「え……寒く、ない？」

　あこは顔を上げる。心のではなく、身を包む空気が暖かいことに気がついた。肌はだにまとわりつく湿しつ気けが先ほどまでとはまるでちがう。

（これじゃ三月ではなくて……）

　心に浮うかんだ想像に、背中をぞわりとなにかが這はいあがる。あこが夜空を見上げると、そこに浮かんでいたのは、ふっくらと肥えた月だった。

（……どう、して……）

　足に力が入らず、あこはそのまま石畳の上にへたり込む。

　夏の夜の、満ちた月。その符ふ合ごうの示す先を、あこはひとつしか知らない。

（五月に、帰って、きちゃったの……？）

　でもならばどうしてここに小一郎がいない？　小一郎も迷い人だ。どうして自分ひとりがここにいる？　まさか、みなを三月に置き去りにしてきたというのか。

　だとしたら、どういうことになるのだろう。みな三月から時を経へて五月にいるのだろうか。それともまったく違ちがう世界に置き去られて、この世界からはみなは消えたことに……？

　混乱のあまり考えがまとまらない。なんとかしなければと思うが、身体からだが震ふるえて力が入らず、立ち上がることすらままならない。

「──何者」

　そのとき背後から聞こえた声こわ音ねを、あこは知っていた。

「直政さま!?」

　いや、あれは直継の弟の直孝だったろうか。冷たく鋭するどいその声は、山中で猿さるに襲われたあこを救ってくれた青年とおなじものだった。

　あこがふり返ると、社の傍かたわらに青年がいた。

　その手には弓、つがえた矢の先はあこを捕とらえている。あこはその状じよう況きように驚いて息を詰める。

　だが、驚きよう愕がくしたのは青年もおなじだったらしい。その目には敵を射る鋭さはなく、青年は目を眇すがめて問うた。

「……その方ほう、丹に羽わ殿どのの侍女か？」

　思いもよらない名だった。しかし知らないわけではない。丹羽家はあこの曾そう祖そ父ふ滝たき川がわ一かず益ますとおなじく元織田家家臣、しかもかなりの重じゆう鎮ちんだったはずだ。秀吉の羽は柴しば姓せいは、織田家の双そう璧へき、丹羽と柴田から一文字ずつを取ったものだと言われている。

「えっと、わたしは丹羽というより滝川の……」

　その先を言いよどむと、「なぜ滝川殿の侍女が？」と青年は眉まゆを寄せた。

（あの、侍女じゃないんですけど!?）

　前かけはしていないが、今のこの恰かつ好こうでは姫ひめとは受け取ってもらえなかったらしい。それほどまでに侍女姿が似合っているのかとへこんでいると、別の声が聞こえた。

「主さま、たしかに噓うそは言っていませんわ」

　そう言って、青年のつがえていた弓矢の姿を解いて現れたのは、よく見知った女め童わらわだった。

「たま!?」

　すると女童は、驚おどろきにわずかに目を見開いてあこを覗のぞきこんだ。その瞳ひとみの奥は見おぼえのある色を湛たたえている。しかし青年は、あこが女童を呼んだとは気づいていないらしく、不ふ審しんな表情を浮かべていた。

「この娘むすめ、滝川殿とおなじの血のにおいがしますもの」

　青年はその言葉に納なつ得とくしたらしく、姿勢を正してあこに頭を下げた。

「滝川殿の縁えん者じやとは知らず、失礼した」

「あ、いえ……」と答えながら、あこは立ち上がって青年の姿を凝ぎよう視しする。

　年の頃ころは二十歳はたちばかり、先日佐和山で見た姿よりは若いがおなじ顔だ。直継とおなじく長い黒髪を結ゆいあげている。しかし髪質がちがうのか、乾かわいた髪がさらさらと夜風に揺ゆれていた。

　背せ恰かつ好こうは細身の長身、立ち姿は采女に似ている。身につける小こ袖そでと羽織は山歩きにしてはあらたまったもので、どこかの屋や敷しきを訪問した帰りといった風ふ情ぜいだ。

　青年の姿を探さぐっていると、すぐ隣となりの社が目に留まった。

（えっ？）

　知っているはずの社。しかしそこにあったのは、あこの知るものとはちがっていた。

　昼に見た社はまだ新しく、白木の色が残っていた。しかしいまここにある社の木肌は、幾いく百年を経たかのように古びている。

　社が経た時の流れにさらに混乱する。白木の社は、四年前に直政が建てなおしたものだと言っていた。きっとここにあるのは建てなおす前の社だ。

　ではあこは五月にもどったわけではなく、眼前にいるのも直孝ではなく。

（本物の直政さまなの……？）

　直政が本物ならば、あこが二十年ばかり時をさかのぼったことになる。

　しかし直政がこの年のときまだ佐和山城主ではないはず。そう考えて思い至った。

　直政が二十歳ばかりのときはまだ織田信のぶ長ながが存命で、徳川家は織田家と同盟を結んで親しくしていた。家康は安あ土づち城に行ったこともあるという。

　当時の佐和山は織田家の領地、そして城主は。

（丹羽殿って──？）

　合いすぎる符合に慄りつ然ぜんとする。そんなあこに女童が一いち瞥べつをくれた。

「でも滝川殿というよりむしろ……いえ、この娘、迷い人ですわね」

　まあ山に迷い人はつきものですわと、女童はあこに近寄ってくる。女童はすべての時を超ちよう越えつするかのように、あこの知るものとまったくおなじ顔をしていた。そのくやしいまでの白い肌も、人を見下すような目もなにも変わらない。

「さっさと元の時にお帰りなさいな」

「え、あの、帰りたいのはやまやまなんだけど……」

「帰り方がわからないってわけ？　しかたない子ね。それ、寄よ越こしなさいな」

「え？　なにを？」

「ほら、出しなさいってば。そこに持ってるでしょ」

　要を得ないあこに、女童はいらついた様子であこの胸むな元もとを指さした。

　あこは懐ふところに手を入れる。そこにあったのは、直継に受け取ってもらえなかった瓢ひさご形がたの陶とう器きだった。あこ自身も入れていたことを忘れていたのに、どうしてこれに気付いたのか。

（これで、元の時に帰れるの？）

　──って、元の時っていつ……？

「ちょっと待って……！」

　しかし女童はそれを奪うばい取るとためらいなくふたを開け、その中身をあこの顔めがけて容よう赦しやなくぶちまけた。

　冷たい感かん触しよくに、思わず顔をそむける。

「もう二度と迷い込むんじゃないわよ」

「ちょっと、そんな……！」

　あこは女童に手を伸のばす。だが光で視界が覆おおわれ、その手はなにも摑つかむことはできなかった。
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　光で目が眩くらむ。視界のきかない中で冷気があこの頰ほおを駆かけぬけた。

　──寒い。しかしその寒さが、今はあこの心の支えとなった。自分はこの冷気を知っている。

　光が収まり視界が広がる。すると石いし畳だたみの上、すぐ近くで小一郎と采女が目を瞠みはっていた。

「無事だったの!?　よかった……！」

　全身から力が抜け、あこはその場に両りよう膝ひざをついた。状況はよくわからないが、采女がきてくれたならもう大だい丈じよう夫ぶだ。

「俺は助けてもらって……おまえこそ大丈夫なのか」

「え、わたし？　わたし、どうなったの？」

「音もなく、雷かみなりみたく光ったかと思ったらおまえの姿が消えて……いや、すぐにまたここに現れたんだが」

　たしかに直政の世界に迷いこむ前と今とでは、わずかに位置がちがっている。

（そう、わたしは迷いこむ前は滝たきの前で……）

　ふり向きかけて、首を返す前に気がついた。──気配だけでわかる。思わず身体が強こわ張ばった。

　おそるおそるふり返ると、滝の前でたたずむ直継と視線が合った。直継の手にはあこが落とした前かけがある。

　直継の傍かたわらではたまがこちらを凝視していた。小袖の色いろ柄がらこそちがうが、先ほど見た女童と寸分たがわずおなじ顔だ。水をひっかけられた顔はまだ湿しめり気けを帯びて、冷たい夜風がひときわしみる。あれは夢などではなかった。

　あこは混乱を覚えながらもゆるゆると立ち上がると、おぼつかない足どりで歩き出した。

　なにを言えばいいのだろう。けれど話さないわけにはいかない。否いな、自分には伝えたいことがたくさんある。──もう聞いてもらえるとは限らないけれど。

「あこ！」

　背後で小一郎が叫さけぶ。その声にすがりたくなる。だがあこの足はなにかの糸に手た繰ぐり寄せられるように止まらなかった。それは感情というより義務、自分がいまの自分であるための誇ほこりのためだ。言いたいこともあるけれど、まずは言うべきことがある。

「そいつは……！」

　直継の手前数歩のところまで来たとき小一郎が声をふりしぼり、あこはうつむきぎみにわずかに首を返して口を開いた。

「──控ひかえなさい、源げん十じゆう郎ろう」

　けして大きな声ではない。しかし滝の流れる音しかないその場では、重い声でも届いた。

　小一郎は刀を収め、主あるじの命じるままに片かた膝ひざをついて頭を下げた。見えていないだろうが、わかっているからと小一郎に目で語りかけて、あこは直継に向きなおる。

　そしてわずかに腰こしを落として手をそろえ、頭を下げた。

「当家の者をお救いいただきましたこと、御おん礼れい申し上げます」

　直継は愛宕屋敷にいたはず、どうしてここにいるかはわからない。怨おん霊りようの侵しん入にゆう、もしくは結界の乱れを察して来ただけかもしれない。それでも結果的に小一郎を助けてもらったことに変わりはない。いまの自分は迷い人でもなんであっても鳥居家当主の娘、小一郎の──高須源十郎の主あるじだ。

　言うべきことはいった。あこは頭を下げたまま言葉を待つ。しかし次の言葉はあこに向けられたものではなかった。

「──高須源十郎。今宵こよい、姫は愛宕で預かる」

　直継はそう言い置くと、濡ぬれた前かけを捨てて、代わりにあこの手を取った。そのまま半ば強ごう引いんに神社から連れ出す。

　鳥居を越こえると山道に入った。ぬかるんだ坂道にときおり石段が交じる。灯あかりはなかったが、夜目が利きくかのように直継の歩調に迷いはなく、いつになく強い足取りで山を登ってゆく。

　あこは手を引かれるままに付いてゆきながらも、摑まれた手の強さと先ほどの言葉と見えぬ夜道とで混乱しつづけていた。

（え、えっと小一郎は大丈夫かしら？　采女殿がいたから問題はないと思うけれど……わっ）

　意識が逸それた隙すきに石段にけつまずく。転ぶ直前に直継に支えられた。

「ご、ごめんなさい。ありがとう……」

　視線を上げると、直継の顔が見えた。昼とちがう道だったために気付かなかったが、もう愛宕屋敷のほど近くまで来ていた。いつしか白しら壁かべ沿いに焚たかれた篝かがり火びで視界が利くようになっている。

　屋敷に向きなおり、なおも手を引いて先に進もうとする直継に、あこは重おも石しのように足を止めた。

「──離はなして」

　いまさらどのような顔で屋敷に入れというのか。うつむいた視界に入る小袖は、裾すそも袖そでも泥どろで汚よごれている。そうでなくても侍じ女じよの恰かつ好こうで、本当は侍女にすらなれないような身の上だ。当主と一いつ緒しよに帰れるはずがない。

　直継がふり返る。あこはうつむいているので見えないが、直継はきっと怪け訝げんな表情をしていることだろう。

「見ないで！」

　恰好だけでもみっともないのに、泣いたうえに水をぶちまけられた。ただでさえ薄うすくほどこした化け粧しようはすべて落ちてしまっただろう。きっと髪かみだって乱れている。

　そのような外見だけでなく、あこ自身が目を背そむけていた心の奥底まで見み透すかされるような気がした。

　あのとき、暴言をぶつけた自分を小一郎は許してくれた。しかし直継におなじような言葉をぶつけることがあれば、弁解する機会すら与あたえてもらえないだろう。今でも状じよう況きようは変わらない気はするが、せめてこれ以上みっともない姿は見られたくない。

　このまま事情を聞かず、無言で立ち去ってくれればいい。

　そう思ったが、直継が紡つむいだ言葉はあこの予想外のものだった。

「──ものに、憑つかれたか」

「……え？」

「ものの残のこり香ががある。すでに抜ぬけているようだが」

　あこが面おもてを上げると、直継はあこの頭上で指を動かし、次いで両頰から肩かたに沿って宙空を撫なでた。直接触ふれられたわけでもないのに、なにかが抜けたように全身が軽くなった気がした。

「ものは心を惑まどわせるゆえな」

（あれが──もの？）

　いままでものといえば、槍やりを振ふりまわす鎧よろい武む者しやだったり、やけに大きな蜘く蛛もだったり、屋敷の中を浮ふ遊ゆうしているぽわぽわだったりと、目に見える存在だった。ものが憑くというのは、身体からだが乗っ取られて、自分の意思とは関係なく操あやつられることかと思っていた。しかし、あれもものの仕し業わざだったというのだろうか。

「……怖こわくは、なかったか」

　直継の気き遣づかうような声こわ音ね。不意にあのときの黒い感情が思い出されて、涙なみだが頰を伝った。

「怖かっ……」

　それ以上言葉にならなかった。直継はそれを見て取るや、あこの身体を引き寄せ、抱だきしめた。

　心の中に寒風が吹ふき抜けて、底に沈しずんでいたものが頭をもたげて、苦しいものが満ちてきて。

　自分を突つき動かしていたのはなにかではない。あれは自分自身の弱さ、ずっとふたをして目を背けてきた現実だ。心の奥底に沈めていたものを浮うき上がらせて、心を闇やみ色に染めて。あれが憑かれるということなのか。

「すまない──私の、せいだ」

　左の耳のすぐそばで、紡がれる声。

「ちがうわ、右近殿のせいじゃ……」

　直継のせいではない。自分が弱かっただけだ。

　──こんな思いはさせたくなかったのに。

　その言葉は声にならず、ただ耳元の空気を震ふるわせただけだった。しかしたしかに伝わった。

　采女の言葉を思い出す。祓はらうというのは、自身の力で浄じよう化かするか、自身の中にとり込んで浄化させることだと言っていなかったか。

（じゃあ、右近殿はいつも……？）

　あのような黒い感情と闘たたかっているというのか。自分が嫌いやで、逃にげだしたくて、でもどこにも行き場はなくて。今まで与えられた暖かな思い出がすべて色いろ褪あせて、すべて消え去ればいいと願うあの虚うつろな闇の中で、ずっと。

　それ以上、直継の言葉はなかった。しかし抱きしめられる力が、鼓こ動どうが、伝えている。自分を心配していてくれたのだと。耳元で震える吐と息いきが暖かな熱となって、心に溶とけてゆく。

（震えてる……？）

　心の奥のなにかを押さえつけるように、直継の声が震えていた。おそらくそれは恐怖だ。

「どう、したの……？」

「あのとき、そなたが、いなくなったかと──」

（あ……）

　あこが直政と会っていたとき、あこはこの世界にはいなかった。小一郎がいうにはほんのわずかな時だったようだが、それは時間の長さの問題ではなく。

　あこもまたあの瞬しゆん間かんを思い出し、胸の奥から熱いものがせり上がってきて涙がこぼれた。

「わたしも、会えなかったら、どうしようって……」

　──もう二度と迷い込むんじゃないわよ。

　女童がそう言って送り返したあのとき、もし本来の時に戻もどされたらどうしようと、このまま直継に会えなくなるのはいやだと、そう思った。

　もう帰ろう、鳥居家の姫ひめとしての務めを果たそう、そう決めたのに、いざとなったときに思い浮かんだのは直継の顔だった。

　そうしていまもまた、その優やさしさに甘えている。

「ご、ごめんなさい」

　あこは惹ひかれる想おもいを封ふうじ込めて、ゆっくりと直継から身を離した。

　自分は迷い人で、傍そばにいられる者ではない。こうして守られるべきは、自分ではなく江戸にいる直継の本当の許いい嫁なずけだ。──今の自分はきっと見も知らぬ彼女に嫉しつ妬としている。もうものは憑いていないはずなのに。

「──さきほどは、すまなかった」

　直継がぽつりと漏もらした。

　さきほど。その言葉の指すところを取りそびれていると直継がさらに言葉を継ついだ。

「話しているだけの心の余よ裕ゆうが、なかった」

　それで愛宕屋敷での一件だと思いいたった。直継が謝るようなことはなかった気がするが、言葉が足らなかったことを悔くいているようだった。

「なにかあったの？」

　時間ではなく、心の余裕と直継は言った。たしかにあのときの直継は、話をする前からとてつもなく機き嫌げんが悪かった。昨日会ったときもすこし様子がおかしいような気がしていたが、たった一晩のうちになにがあったのだろう。

「鳥居家から、文ふみが来た」

　あこは息を飲んだ。──ばちが当たった。今、彼女に対してよからぬことを思ったから。

　内容は聞くまでもなかった。今の時期に鳥居家からの文といえば、用件はひとつしかない。

　輿こし入いれの、日取りの相談だ。

（そう……それで）

　自分と距きよ離りを置いたというなら納なつ得とくができる。そしてそのことに直継が心を乱したというなら、その原因は自分にあると、今くらいは自うぬ惚ぼれてもいいだろうか？

「悩なやんでくれて、ありがとう」

　直継は否定しなかった。いつになく自信のない顔でうつむき、一言漏らした。すまない、と。

　──また大切な思い出が増えた。

　こうして嬉うれしい言葉をくれるから、もっと傍にいたいとわがままな心が騒さわぎ出す。

（でも、終わりにしなきゃ）

「わたし……」

　湧わきあがる心を沈めて、口を開く。その瞬間、押さえつけた心が反発するかのように突とつ風ぷうが吹いた。一いち陣じんの風に煽あおられ、桜の花びらが夜空に舞まう。

（この風も天災の一部!?）

『おまえがごねると天災人災祟たたりもろもろ起きることが多いんだよ』

　小一郎の言葉を思い出す。まさかとは思うが、偶ぐう然ぜんと呼ぶには事がかさなりつづけている。

　嫌なことを抑おさえるとなにかが起こるのか。しかし天に頼たよらずとも、これは自分が乗り越こえなければいけない問題だ。

「方法は、探している」

　あこが言おうとした言葉の返事だった。あこは、うん、とひとつ頷うなずいた。

　直継にはなにもかも見通されているようだ。あのとき引き止めてくれたのも、心の奥で自分がそう願っていたからかもしれない。あの世界には帰りたくないと。

（でも、帰らなきゃ、ね）

　鳥居家の跡あと取とりとして必要とされなかった世界、形ばかりの正室としてしか望まれないであろう世界──そして、いま目の前にいる直継がいない世界。

　もうものはいないはずなのに心が寒い。また心の奥からなにかが生まれてきそうな気がして、あこはうつむき目をきつく閉じて、それが湧き出いでるのを押しとどめた。

「……どうした」

　そのような本当の気遣いひとつもらえなかった。もらえるのは薄うす皮かわ一枚で取りつくろった言葉ばかり、なんでもないふりを返すくらいお手のものだったはずだ。

　けれどもその声音には噓うそがつけず、あこは拳こぶしを握にぎりしめて身体の震えを抑えて、顔をあげた。

「あの、羽柴の名を、どう思う……？」

　本来なら五月の直継に聞くべきことだ。けれどひとつ、覚かく悟ごがほしかった。

　いまここにいる直継ならば、きっと噓は言わない。欺ぎ瞞まんの優しさで取り繕つくろったりしない。

　鳥居家の娘むすめの名に恥はじぬ生き方をしたいと思う。しかし羽柴の名もまた、これから自分が背負ってゆかなければならないものだ。受け入れられないならばしかたがない。

「羽柴？」

　直継はしばし考え込んでいたが、やがて「……ああ、滝川殿か」と思いいたった。

「知っていたの？」

「許いい嫁なずけの出自も知らずにどうする」

　直継はそう答えたが、初対面のときの無関心ぶりから考えると真相はかなり怪あやしいものだ。

「太たい閤こうは徳川にかぎらず、各家の陪ばい臣しんを引き抜ぬこうとあれこれ工作したそうだ。私の父にも縁えん談だんを持ちかけたらしい」

「そう、なの？」

「もっとも、母が徳川家の養女だと知って諦あきらめたらしいがな。当時の徳川は豊臣に下っていたからな。持ち込まれる話すべてを断るのも角かどが立とうと、ひとつ譲ゆずって話を受けたのが左さ京きようの亮すけ殿どのだと聞いている。──で、羽柴の名がどうした」

（どうしたって……）

　直継の口ぶりはまるで、隣となりの猫ねこがどうかしたかと訊きいているかのようだ。

「気に……してない……の？」

「なにをだ」

「だって……将軍家でさえその名を憚はばかって秀康さまを……」

　家康の長男の信のぶ康やすはとうに亡なくなっているので脇わきに置くとして、次男の秀康ではなく三男の秀忠が次の将軍と決まった。秀康は武将として武功も器量もなんら不足はなく、あるとすればかつて羽柴の名を持っていたことだ。

　秀吉に秀康を養子として差し出したのは他ほかならぬ家康自身、秀康に落ち度はない。それでも一度結ばれた縁は、本人の意思とは無関係に運命を変えてゆく。

　自分とて好きで羽柴の娘に生まれたわけではない。そう叫さけんだところで、その言葉はだれにも届かない。自分が生涯背負ってゆくべき荷だ。

　しかし直継はあこの言に得心がいかないのか、かすかに眉まゆをひそめた。

「将軍家の内情はさておき、そなたの出自もなにもかも届け出た上で公こう儀ぎが認めた縁だ。いまさらとやかく言うのは筋が違ちがうだろう」

「でも……」

「公儀の定めた縁は受ける。だがそれ以上、家か中ちゆうのことに干かん渉しようされるつもりはない」

　直継がきっぱりと告げる。その言葉に、心の奥のなにかが氷解した。

　心のかけらが溶け出て、外に流れ出す。

　口にして聞いてみればほんのわずかなこと。しかし大人から向けられる憐あわれみの視線に、いつしか子どものように『どうして？』と聞くことをあきらめていた。

　自分は羽柴の娘で、鳥居家にはいらない存在で、だから言われるままに家を出る。

　分をわきまえて背負うべき荷を受け入れることが、大人になることだと思っていた。しかし大人になるということは、荷を負うだけではなく、自身を取り巻く状じよう況きようを変える力も得ることなのだと、直継も小一郎も知っていた。自分だけが過去に捕とらわれて動けずにいた──変える勇気がなかった。

「……あこ？」

「ご、ごめんなさい」

　あこは袖そで口ぐちで頰ほおをぬぐう。けれども涙なみだはあふれてとどまるところを知らず、ぬぐうのが追いつかなくなって、袖で顔を覆おおい隠かくした。

「……ごめんなさい、先に、帰って……」

　衣ころもも顔も頭の中までもぐちゃぐちゃで収しゆう拾しゆうがつかない。ただでさえ化け粧しようが落ちているのに、目や鼻まで赤くなったりしたらどうしようもない。今さら采女の邸やしきに行けないのはわかっている。せめて夜風に当たってすべてを冷やしてからこっそり屋や敷しきに入ろう。そう思った。

　だが直継の足が立ち去る様子はない。

「ちゃんと、あとで帰るから」

　もう逃にげたりしない。たくさん大切なものをもらった。大だい丈じよう夫ぶだから。

　しかし直継は踵きびすを返すことなく、そのままあこの傍かたわらをすり抜けた。

　ふり返って目で追うと、直継はついと天に手を伸のばす。指先がつかんだのは桜の枝先だ。

　直継は手のひらほどの大きさで折るとふり返り、それをあこの髪かみに挿さした。

（……え？）

「よく似合っている」

　直継の表情は穏おだやかで、その声こわ音ねもあたりまえのように心に溶とけ込んだ。だが驚おどろきのあまり、頭がよく回らない。

　今日、その言葉を聞いたのは何度目だろう。だが今まで向けられたものは、あまり褒ほめ言葉ではなかった気がする。

（……似合ってるって、小こ袖そでに？）
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　汚よごれきっているが、奇くしくもおなじ桜色だ。

（似合ってるから気にせず帰れとかそういう話？　ちがうわよね？　じゃあなに？）

　この状況を飲み込めずにいると、直継が不意を突つくようにあこの手を取った。

（えっ!?）

　握り返される手のひらは冷たい。しかしそれは直継の手が冷たいのではなく、自分の手が熱くなっているからだ。ばくばくと鳴りつづける心臓から血が押し出され、熱とともに頭の中をぐるぐる廻めぐる。

（落ち着いて！　落ち着くのよわたし！　落ち着きなさいってば！）

　念仏のように唱えるが効き目はなく、おまけに目も回ってきてあこは足元をふらつかせた。

　直継はあこの肩かたを支えると、耳元にひとつ言葉を落とした。

「──そなたひとりで抱かかえ込むな」

　そしてまた手を引いて歩きだす。

　──ひとりで抱え込まないで。

　いつか自分が言った言葉だ。おなじ言葉を返されて、はじめてその重みに気がついた。

　この状況を喜ぶべきか悲しむべきかもわからない。しかしいま、冷たい手からかすかに伝わるぬくもりに、心の奥にあたたかななにかが沁しみ入ってくるのを感じていた。




　　　　[image: ]




　愛宕屋敷の門をくぐり、奥から上がると、しのとかやが待っていた。

　共に帰ってきた直継に気づいてあわてて手をついてから、しのはあこに向き直る。

「あこさま！　なんて恰かつ好こうですの！」

「まぁまぁ姉さま、姫ひめさまが泥どろんこなのはいつものことじゃないですかー」

「かや！　殿とのの御ご前ぜんでなんということを！」

　急に騒さわがしくなった周囲に、直継がひとつ息をつく。そしてこちらに一いち瞥べつをくれると声もかけずにその場を後にし、あこは後ろ姿を見送った。

「あこさま、お怪け我がなどございませんか？」

「ええ大丈夫よ。小一郎が助けてくれたから」

「まあ、あこさま。源十郎さまとお呼びしてくださいとあれほど申し上げているのに。もう子どもではないのですから」

　最後の一言があこの胸に刺ささる。しかし昔のように反発する気持ちは起きなかった。

　──だって今さらじゃない。

　昨日までの自分ならそう答えていただろう。けれど。

「そうね。考えておくわ」

　その声こわ音ねに、しのはいつもと違うものを感じ取ったらしい。

「あこさま……？　どこか、頭でも打たれたのではないですか？」と心配そうな顔をする。

　彼女たちも自分を心配してくれていた。そのことを心に収める。もう大切な想おもいを疑ったりしないように。

「姫さまー、湯浴みの準備はできてるそうですよー」

　手早く湯ゆ殿どのの確かく認にんをしてきたかやが、廊ろう下かの向こうから声をかける。

　表に直継がいて、奥にはしのとかやがいて、小一郎や家人たちも近くにいて。

　こんな日々がずっと続けばいいのに。そう思うが、どれを選んでもなにかを失う。

　そしてそれを選ぶ日がそう遠くはないことを、あこ自身、よくわかっていた。

（だからせめて）

　今このときを、大切にしたい。

「ええ、わかったわ。いまから行くわ」

　あこはそう返事をすると、この数日で行き慣れた湯殿に足を向けた。
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　翌朝、あこは愛宕屋敷の廊下にいくつもの花生けを並べて、思案にくれていた。

　そのうちのひとつ、やわらかい色合いの青せい磁じの壺つぼを持ちあげて、四方八方から眺ながめやる。

「うーん、もうちょっと小さい方がいいかしら……」

　あこの傍かたわらにあるのは、一いち輪りん挿ざしに立てた桜の枝。昨日、直継からもらったものだ。五ご分ぶ咲ざきほどの花が、間に合わせの花生けの中で据すわりが悪そうに春風に揺ゆれている。

「んー、俺の好みからいったらこれなんだけどねー」

　ひょいと花生けを持ち上げる手があった。見あげると中庭に見覚えのある青年が立っていた。

　顔は采女に似ているが、黒の小袖に鹿かの子こ絞しぼりの松の大樹、元の地色がわからなくなるほどの鹿の子をあしらった衣装を采女が着るはずがない。自じ称しよう『采女のおにーちゃん』だ。

「意外と渋しぶい趣しゆ味みなんですね」

　青年が選んだのは、柄がらのない筒つつ状じようの花生けだった。並ぶ中では一番地味なものだ。

「そう？　花を引き立てるのはやっぱり木でしょ」

　それは一見粗あらい出で来きだが、あえて手を加えずに仕上げられ、土の色と質感がそのまま表れている。ざらついた表面はたしかに桜の古木を想像させた。

　このような年を経へた古木をどこかで見た気がする──しかしその追つい憶おくはすぐに途と切ぎれた。

「そういうことおっしゃるなんて意外でした」

「ああ俺、侘わび寂さび大好きだから」

　青年は花生けを抱だいたまま縁えん側がわに腰こしを下ろす。陶とう器きの感かん触しよくを楽しむように撫なでまわしながら「京はいいよねー。歴史の重みがちがうよ」などとつづけるが、今いま様ようの派手な小袖姿ではさっぱり説得力がない。絶対に京より江戸向きだ。

「そういや君、今日は打うち掛かけなんだ？　前かけ姿も捨てがたいけど、その恰好も似合うね。いや、そっちのほうが似合うかな」

　青年はあたりまえのようにそう告げたが、愛宕屋敷で打掛姿でいられる者など限られる。しかもここは屋敷の奥、そうそう家人が立ち入ることはできない。青年はあたかも通りすがりのようにふるまっているが、通りすがりであるはずがなかった。

（この人、わざわざ奥までなにをしにきたの……？）

　あこは警けい戒かい心を抱いたが、青年が気づいた様子はない。

「あーあ、せっかく弟のお気に入りの娘こが見つかったと思ったのに残念だなぁ」

　だってあいつ、放っておいたら仕事ばっかりで女に見向きもしないよ？　せっかく実家うちから選えりすぐりの娘こたちを送りこんでいるのに、浮ういた噂うわさひとつ聞こえてこないしねー、と彼の口から出てくる言葉は、昨晩となんら変わりない。

（え、采女うねめ殿どの話ばなしをしにきただけ!?）

「でも弟の趣味が君みたいな子だったなら、戦略を誤っていたのかもね。うん、気付かせてくれてありがとう」

　それは素す直なおに礼と受け取っていいものだろうか。遠まわしに自分を『変わった趣味』の部類に入れて貶けなしているのではないかなどと邪じや推すいしてしまう。

「で、君は弟より殿のほうがいいってわけ？」

「──え？」

　その一言、青年の口調は采女話をしていたときとなんら変わりはない。しかし確実に斬きり込んできた。しかもあこを貶おとしめる形で。

　誰だれかと比べてなどと思ったことはない。青年が口をすべらせただけかと思ったが、やわらかな目の奥にある光は鋭するどいものだった。無意識ではない。あえてその言葉を向けたのだ。

　采女とはちがう形で人当たりのいい人だと思っていた。しかし、ちがう。

　そこには敵意も害意もない。ただ、危害を加えたら許さないとの警告だ。

　不自然ににこやかなわけでもなく、装っているわけでもなく、これが彼の素の顔で、戦場に立ったならなんら表情を変えることなく敵を──否いな、人を斬れる人だ。

（この人、怖こわい……）

　あこが言葉を失っていると青年は、馬ば鹿かではないみたいでよかったよと言わんばかりに息をついた。

「まぁね、いますぐどうこうって話でもなさそうだから別にいいんだけど。そういやまだ名乗ってなかったね。鈴木石見の嫡ちやく子し、主馬正重辰。で、いまは父が不在なんで名代を預かっている。筆頭家老の名代だから、まぁ立場的には君んちの彼とおなじようなものかな」

　筆頭家老の名代。次席家老の木俣守勝よりも上席だ。いや、そのことよりも。

（この人、小一郎のことを知っている……？）

　君んちの彼、と青年は言った。あこが鳥居家の姫であることも、小一郎が家老名代であることも、もしかしたら迷い人であることもおそらく青年──主馬は知っている。

（最初から知っていたの？）

　昨夜会ったときにはそんな素そ振ぶりは見せていなかった。見せなかっただけかもしれない。

　鳥居家一行の存在はよほどの者以外には秘密だ。裏を返せば、彼はそれを知ることのできる立場だということだ。

「ま、愛宕にいるならちょくちょく会うだろうし、これからもよろしく」

　あこが呆ぼう然ぜんとしていると、主馬はそんなあこの膝ひざに花生いけを載のせ、「おとさないようにね」と言い置いて、ひらひらっと手を振ふって立ち去った。




　傍らにある一枝の桜。どうやって生けようかと浮かれていた気分は、春風と共にどこかに去っていた。

　膝の上に残された花生けに枝を挿さしてみると、悔くやしいことにぴたりとはまった。そういえば主馬の衣装はやたら派手だとは思ったが、似合わないとは思わなかった。派手な柄は着る人を選ぶ。思いのほか目が利きくのかもしれない。

　主馬が自分を邪じや魔ま者ものあつかいしていることはあきらかだった。どこまで事情を知っているかは不明だが、家の定めた許いい嫁なずけが来ようとしている時期に、別の女が屋や敷しきに居座っていて良い感情を抱くはずがない。それが迷い人ならなおさらだ。

（帰る方法を、聞かなきゃ……）

　過去に迷いこんだことで、おおよその方法は察しがついた。

　問題なのは、あの世界の直政がたまという名を知らなかったこと、そしてこの世界にいるたまが二十数年前に出会っているはずの自分のことを知らなかったことだ。

（それはきっと──）

　その先を思うと、胸の奥でうずまく想いが涙なみだとなって零こぼれ落ちた。

　風に吹ふかれ、手元で揺れる一枝の桜。それすらも手放せないくせに、自分になにができるというのだろう。大切な思い出が増えるたびに、見えない足あし枷かせに捕とらわれてゆく。その枷は真綿のようにやわらかく、温かく、けして重くないのに動けない。

「なんなんだよ、この壺は……虫干しでもしてるのか？」

　主馬が去ってからどれくらい経ったのか、膝に載せられた花生けを手にしたままでいると、廊下から知った声がかかった。

「小一郎、どうして……」

　小一郎は素す襖おう半はん袴ばかまというあらたまった恰かつ好こうだった。正式な礼装だ。

　昨夜、小一郎は采女の邸やしきに帰ったはずだ。その彼がなぜ愛宕屋敷にいるのだろう。

「どうしてって、おまえを迎むかえにきたに決まってるだろう。いつまでも赤の他人の家に厄やつ介かいになるわけにはいかないし」

「あの、わたし……」

　なにを言うつもりだ。帰らない？　帰りたくない？　心は決めたはずだ。しかし言葉が出てこなかった。先ほどの主馬の衝しよう撃げきからまだ立ち直れていないためかもしれない。

「けれど、当主に断られた」

「──え？」

　なおも呆けるあこの傍らに、小一郎は腰をおろした。

「さっき、当主に挨あい拶さつにいってきたんだ。城下に宿でも取って帰る方法でも考えようと思ってるって話をしたら、くわしい事情は聞かせてもらえなかったが、はっきりと断られた。姫ひめの身は客人として愛宕屋敷で預かるってな」

　言い負かされたことを思い出したのか、小一郎は不ふ機き嫌げんそうに口を引き結んだ。

　城下といえども領内だ。いくら本当の許いい嫁なずけではないとはいえ、当主に預かると明言されては小一郎も反論できない。

「まあここらは物ぶつ騒そうなものも出るみたいだし、愛宕こつちにいるほうが安全なんだろうけど……」

　小一郎は続きを言いよどんで、あこを見つめた。目が問いかける。おまえは大だい丈じよう夫ぶなのかと。

　あこがこの世界の直継に想おもいを寄せていることは、小一郎もわかっている。その上で元の世界に帰るなら、早くに離はなれたほうが心の傷は浅くて済む。その配はい慮りよだ。

「ええ、大丈夫よ」

　自分に言い聞かせるようにそう告げると小一郎は「そっか」と目を細め、あこの頭をなでた。

「もうっ、だから子どもじゃないって……」

　あこが手から逃のがれようとすると、小一郎は手を止めて、あこの頭に手を添そえたまま瞳ひとみを覗のぞきこんだ。

「じゃあ自分でちゃんと選べるな？」

　真正面から向けられる眼まな差ざしに、昨夜の一言がよみがえる。

　心に刻み込むように、耳のすぐ傍そばから注ぎ込まれた言葉。

「信じているから」

　元の世界に帰ることを？　想いを断たつことを？　ちがう、自分の判断を、だ。

　今さら傷つかない方法はない。ならば、なにを選びとって、どう乗り越こえてゆくのか。その判断を信じているからと。もしかしたら、その中にはここに残るという選せん択たくすらも含ふくまれているかもしれない。小一郎はすべてをあこの手に委ゆだねたのだ。あこが幸せになるための方法を。

「うん……ありがとう」

　あこがうつむきぎみに頷うなずくと、小一郎は添えていた手で優やさしく頭を撫でた──が、その手は不意に離された。

　見上げると、小一郎は足を組み、廊ろう下かに拳こぶしをついて一礼するところだった。

「右近殿……」

　表からやってきた直継の姿に、あこも裾すそを引いて向きなおり、手をつく。

　直継が小一郎に一いち瞥べつをくれると、小一郎は固い声こわ音ねで挨拶を返し、あこにことさら形式ばった挨拶を述べてその場を退いた。

（……え、なに？）

　小一郎は、先ほどまでの気安い態度が噓うそだったかのように臣下に徹てつしていた。その変わり様に違い和わ感かんを覚える。小一郎の去り際ぎわ、一いつ瞬しゆんぶつかったふたりの視線に、剣けん吞のんな光が閃ひらめいたように見えたのは気のせいだろうか。

　直継は廊下に並んだ花生けを眺ながめていたが、やがて桜の枝に目を留めた。

「生けるなら、もっと枝ぶりのいいものにするか」

「え、ううん、これがいいの……これが」

　花生けに飾かざるための花ではない。この花を飾りたいがための花生けだ。主馬はこの一ひと枝えだの由来など知らなかっただろうに、一見しただけでその意味を察したのだろうか。

　しかし直継はどう理解したものか、そうか、と一言漏もらして、あこの傍かたわらに腰こしを下ろした。

「……あ、あの、うちの者になにか無礼でもあった？」

　小一郎が去った後も固い空気は漂ただよっている。下手につつくと引火しかねない気もしたが、小一郎の主あるじとして放っておくわけにはいかない。

　直継はなにかを思い出したのか、しばし思案したのちかすかに眉まゆを寄せて、口を開いた。

「いや、特にない」

　──絶対に噓だ。

　だが噓をついているのではなく、なかったことにしたというのが正確なところだろう。

「さっきご挨拶に伺うかがったんでしょう？　なにか言っていた？」

「用件だけだ。あと、そなたを預かると言ったら釘くぎを刺さされた」

「え!?」

　他家の当主に釘を刺すなど、それだけでも十分に無礼な行為だ。人には言動に気をつけるように言っておきながら、自身はなにをやっているのか。

　直継はたいてい何事にも淡たん々たんとしている。その直継の毛を逆さか撫なでるとはよほどのことだろう。

（いったいなにを言ったの小一郎……）

「あの、小一郎も悪気があるわけじゃないのよ…………多分」

　小一郎は基本的に人当たりがいい。目上に対しては礼を尽つくすし、年少者に対しては面めん倒どう見みもいい。そうそう喧けん嘩か腰ごしになることはないのだが、先ほどの固い空気を思い返すと先に喧嘩を売ったのは小一郎のようだ。どうやら直継とは相あい性しようがよくないらしい。

　しかし、直継の琴きん線せんに引っかかったのは別の箇か所しよらしく、怪け訝げんな顔で問い返した。

「──小一郎？」

　誰だれだそれはと言わんばかりの声音だ。

（え？　だって右近殿、さっきまで小一郎と話して……あ！）

　昨夜、直継はこう呼んでいなかったか。高須源十郎──と。

「小一郎は幼名よ。源十郎の昔の名前なの」

「ああ、あの者か……しかしあの者、なぜ名で呼ぶ」

「なぜって……幼いころからの知り合いだし……」

　そのことについてはしのから何度も注意された。しかし今さら源十郎と呼ぶのは距きよ離りを置くような気がして嫌いやだった。今にして思えば、小一郎が大人になって自分の知らない存在になってゆくことを認めたくなかったのかもしれない。

　だがその答えは直継の欲するものではなかったらしく、苛いら立だちが収まる様子はなかった。

「ちがう。なぜあの者がそなたを名で呼ぶ」

（小一郎がわたしを？　それもおなじ理由なんだけど）

　名前で呼ばれたことなど最近はなかったはず──そう思い返して、昨夜のことを思い出した。昨夜、あこが直継に滝たきの前で礼を述べるときに、小一郎はあこを引きとめるために名で呼んだ。

　たしかに、普ふ通つうの家人ならば主家の姫を名で呼び捨てにはしない。

「一昨日もあの者を見かけたが──」

　そう言いかけて、直継は口をつぐんだ。言うべきことはあるのに、言葉にするには自尊心が邪じや魔ましている様子だ。

（え、一昨日？　どこで？）

　小一郎はずっと采女の邸やしきで暮らしていて、愛宕にいる直継と顔を合わせるはずがない──いや、昨日、采女の邸からの帰り道を小一郎に送ってもらった。愛宕屋敷の門の近くで別れたが、直継はその様子を見ていたというのか。

（そういえば、昨日もちょっと右近殿の様子はおかしかったような……？）

　そこであこはひとつの可能性に思いついた。

　直継を名で呼びあうような親しげな女性がいたなら、多分自分も抱いだくであろう感情だ。

（けれど、右近殿よ!?）

　自分とおなじ考えだとは限らないし、おなじ考えをするような人ではない気がする。

　だがそれしか思い浮かばず、あこはおずおずと切り出した。

「あの……右近殿なら、呼び名でなくて本当の名で呼んでくれてもかまわないのよ？」

　あこという名も幼名のようなものだ。成人した際に別の名をもらっている。新たな名は嫁とつぎ先で使うのだろうと思っていたのだが、直継とは出会い方が出会い方だっただけに名乗る時機を逸いつしていた。

　直継は肯こう定ていもしなかったが否定もしなかったので、あこはすこし身を寄せて、直継の耳に口を寄せて名をささやいた。

　庭木が春風に揺ゆられ、葉は擦ずれの音がざわめく。だがそれでも聞こえたはずだ。

　直継がその名で呼ぶかと、あこは息を詰つめて待つ。しかし直継の唇くちびるは音をなぞるだけで、声になったのは別の言葉だった。

「──その名では、呼ばぬ」

「えっ、どうして!?」

「そなたらしくない」

「はい!?」

「似合わぬ」

　断言されて、あこはがくりと肩かたを落とした。

（そりゃ呼ばれ慣れていないし、なんとなく高貴な感じがするし、なんかちがうって自分でもわかっていたけれど！）

　しかしやはりそういう目で見られていたのかと思うと、すくなからず気持ちがへこむ。

（もっとおしとやかにしないとダメ!?）

　五月の許いいな婚ずけに会うときはこの名が似合うように装よそおわないと。

　そうあこが別の方向に闘とう志しを燃やしていると、直継の右手が伸のびてきた。

　指先があこの頰ほおに軽く触ふれ、輪りん郭かくをたどるように下ってゆく。あこは息を忘れて固まり、そのままどれくらい時が経たったのか──音のない世界にひらひらと桜の花びらが舞まい落ちる。

　すると直継はふとなにかに気づいたように指を離し、ぽつりと言葉を継ついだ。

「あこのほうがいい」

　一瞬なにを言われたかと頭の中が白くなった。やがてあこは言葉の意味を察し、顔が赤く染まりはじめた。燃え盛っていた闘志は一瞬で鎮ちん火かし、頭の中は気き恥はずかしさでいっぱいになる。

（ああああああもう、この人は！）

　どうしてしれっとこういうことを。

（いえ、呼びたいほうで呼んでくれてかまわないけれど！）

　燃えそびれた熱が形を変えて脳内で暴走しはじめる。しかしくやしいことに、言った当人はなんら表情を変える様子はなく、また来ると言い残してその場を去った。

　あこは手当たり次し第だいに花か瓶びんを投げつけたい衝しよう動どうを抑おさえて、冷静に、冷静に、と念仏のように唱える。そして念仏に効果が現れたころ、あこはふと我に返った。

（そういえば、右近殿はなにをしにきたの？）

　いつもは用があるときにしか顔を出さないのに──そう思いかけて、息が止まる。

（まさか……会いに来てくれたの？）

　──やわらかな春風が、頰にふれて駆かけ抜ぬける。

（そんなことないわよね!?　昨日のことがあったから様子を見に来ただけよ、きっとそう！）

　あこはあわてふためきながら言い訳を探す。その傍らで、花生けの中の桜はしずかに春風にそよいでいた。







　直継が屋や敷しきの表に足を踏ふみ入れると、頰をくすぐられた。見上げると桜の花びらがはらはらと舞っている。枝葉が風にそよぐ音に、先ほどのささやき声が思い出された。

　昨日、古いにしえ語がたりが思い浮かんだのは偶ぐう然ぜんだったのだろうか。彼女の本当の名、それを知らされたときにまっさきに思い出したのはその物語だった。

　その名で呼びたくないと思った。なにが悲しくて竹取を思い出させる名で呼ばねばならない。その運命さだめを突つき付けるような名を。

　月になど帰したくない。それが正直な想おもいだ。

　帰さずにいられる方策ならば、ある。彼女が孕はらむ歪ひずみとて、この世界に長く住まえばいずれは消える。しかしその方策を話すことはないだろうし、自分から選ぶこともない。

　たとえ彼女の身をこの世界で保つことができたとしても、この世界での鳥居家の姫は彼女ではない。彼女は身分を失い、故郷を失い、誇ほこりとしていた祖父の名さえ失う。

　──彼女が気に病やんでいた羽柴の名。それは一昔前には大大名と呼ばれる者のほとんどが名乗っていたものだ。主家である徳川家でさえ羽柴の名を戴いただかないわけにはいかなかった。

　そういう時代だった。そう言ってしまえば一言だ。しかし彼女の場合、徳川譜ふ代だいの忠義の家であったことが災わざわいした。家の者は、主家への忠心ゆえに、秀吉が持ちかけた縁えんを政治上の策と割り切れなかったのだろう。その矜きよう持じが刃やいばとなり、羽柴に縁を持つ彼女に向けられた。

　男ならば政治的情勢も理解できよう。しかし屋敷の奥は女の園、表向きの政治から隔へだたれた世界だ。その半ば閉とざされた世界で異い端たん視しされ、向けられた刃に、幼い彼女はただ逃にげるしかすべがなかった。向けられる異端の視線と拒絶の空気。それらは直継も知らぬものではない。

　だがなんと呼ばれようと彼女はまぎれもなく武家の娘むすめ、忠義篤あつき鳥居家の姫だ。であればこそ、自身が姫でなくなればみずからの分をわきまえて、また侍じ女じよのようにふるまうこともあるだろう。そのようなことをさせたいわけではない。

　先ほど彼女の頰に手を触れたとき、そのまま唇を奪うばっても拒きよ絶ぜつされない気がした。

　自分を見つめる彼女の心は凪ないでいた。

　彼女はきっと受け入れてくれる──そのことだけで満足しよう。そう思った。

　鳥居家の忠臣であるあの者が守り抜いてきた姫。心に傷を負いながらも強くあろうとする彼女は、自身が幸せになる方法をみずから選ぶだろう。自分もまたその判断を信じるだけだ。

　──そしてその答えを、おそらく自分は知っている。

　直継はいまだ彼女の感かん触しよくの残る手のひらを見つめ、失われゆく熱を感じながら強くにぎりしめた。
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　中山道の外れ、土地の民たみもおいそれと足を踏み入れぬ深い山さん中ちゆうで、兵庫は主あるじに報告した。

「姿を消した？」

　兵庫は、滝の水を用いて娘がこの世から姿を消したこと、ほどなくして再び現れたものの、そのときは井伊家の者がいたために手出しできなかったことなどを告げる。

　三成は当初は興味なさげに聞いていたが、やがて口くち端のはにかすかな笑えみを浮かべた。

「なるほどな。予想していたよりおもしろい駒こまやもしれぬ」

　そしてわずかに思案して、「そちらには罠わなを張る。そなたはこれ以上手を出すな」と命じたが、命じ終えるなり三成の興味は別のものに移っている。井伊家の仕置きなどほんの片手間でしかないのだろう。

　この地は男にとっても思い出深い場所だった。しかし主戦場となった平原からは少々離はなれている。三成が陣を構えた笹ささ尾お山やまより南に少々、この山に陣を張っていたのは──

「某それがしを迎むかえに来てくださったのではないのですか」

　背後から響ひびく低い声こわ音ね。その声は兵庫もよく知るものだった。

　常に主の側そばに控ひかえた壮そう年ねんの偉い丈じよう夫ふ。年老いてなお眼光鋭するどく、戦国の世に名を轟とどろかせた名将だ。

「そなたの元へは何度も赴おもむいただろう。一度くらいそちらから出向いても罰ばちは当たるまい」

　三成はふりむきもせずに答えた。その者がみずからやってくることは、主の中ではもはや確定事じ項こうだったのだろう。そのような主の態度に、壮年の偉丈夫──島しま左さ近こんはしかたないとばかりに吐と息いきを落とした。

　三成の前には刀が六本、ある場所を囲むように突き刺ささっている。

　その刀は血で錆さびついていたが、ずっとここに刺さっていたものではない。山中で見つけたものを用いたのだろう。

　三成が印を結ぶと、山が鳴動しはじめた。地が揺ゆれているのではない。その山で流された血と命が、呼びかけに応こたえている。

　人の形を成す力のない怨おん念ねんが山を飛び交かい、枝葉を揺らす。

　黒い靄もやが山から立ちのぼる中、刀で囲まれたその場所にひとりの姿が浮うかび上がった。

　その白い人ひと影かげに兵庫は驚おどろいた。人の形を成すものも成さざるものもすべてが闇やみを帯びるなか、その影だけが白い。

　三成は満足そうな笑みを浮かべ、影に呼びかけた。

「ひさしいな、刑ぎよう部ぶ」

　その名に、兵庫はその白さが被衣かづきのためだと気付いた。どこぞの名のある姫が外に出るときのように、刑部と呼ばれたその人影は両手で白の薄うす物ものを被いている。

　地から湧わきあがる力、飛び交う魂こん魄ぱくに薄布が揺れ、その合間からかすかに目が覗のぞく。

　年の頃ころは二十ばかり、体たい軀くは細身で、この頃はまだ病に冒おかされていなかったはずだが、男は被きものを手放そうとはしない。その下にも白い布を巻き、顔を露あらわにしているのはごく一部だけだ。

「……なんだ、主ぬしか」

　左近の低音とは対照的な、細い声音だった。彼は武将としてよりも、軍師としての才を高く買われていた。若くして不治の病さえ得なければ、さらに活かつ躍やくの場は広がったことだろう。

　先日、佐和山で越えち前ぜんの名を出したとき、主の脳のう裏りに浮かんでいたのはこれだったのかと兵庫は得心する。生前、彼は越前敦つる賀がの城主だった。

　大谷刑ぎよう部ぶの少しよう輔ゆう吉よし継つぐ──三成の旧友だ。

　吉継は薄布を手にしたまま周囲を見回し、あらためて今の状じよう況きようを把は握あくしたらしい。

「──お主ぬし、かようなところでなにをしている？」

「そなたを迎えにきた」

「迎え？」

　笑み交じりの三成の返答に、吉継はなんだそれはと言わんばかりの視線を向ける。

「そなたが言ったのであろう。六むつの巷ちまたで待つと」

「悪いが、主ぬしに言った覚えはない」

　即そく答とうした吉継に、そうつれないことを言うな、と三成は薄く笑みを浮かべた。

　──契ちぎりあらば　六の巷に待てしばし　おくれ先立つ事はありとも

　関ヶ原の戦いくさに臨のぞんで吉継が遺のこした辞世とされている。だがそれは三成に送ったものではない。三成もそれを百も承知の上で持ち出したのだ。

　主はあいかわらずだな、と吉継は吐息を落とした。

「またもや大将自ら動いているのか。君の主あるじは落ち着きがないな」

　吉継が背後に控える左近に視線をくれると、左近は「某それがしの不徳のいたすところ」と吉継に片かた膝ひざをついた。

「左近は関係ない。私の一存だ」と三成は配下を庇かばったが、

「それはそうだろう。いつぞや、さっさと本城に乗り込んで封ふうじられたのは誰だれだったかな」

　左近殿どのがそのような悪手を打つはずがない、と吉継は淡たん々たんと切り返す。

「だが、きっちり要の石は崩くずした。あの地は古いにしえより生と死の狭はざ間ま、終しゆう焉えんと再生の地。あの者に押さえられては厄やつ介かいだったからな」
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　三年前によみがえったとき、三成は井伊直政の命を奪った。その対価として再び封じられることを余よ儀ぎなくされたが、要を失った佐和山は死気へと転じている。

「佐和山は落ちたか……。兵ひよう部ぶ殿には跡あと継つぎがいたはずだが、いくつになったのだったかな」

「十六だそうだ。水神の力は継ついでいるようだが兵部とは比ぶべくもない。佐和山が落ちるのは時間の問題だ。それでこの者がこのまま井伊家を潰つぶせと申すのでな」

　いきなり引き合いに出され、兵庫はあわてて膝ひざをつき、「内から崩すが上策と思いましたれば」と述べた。

　吉継はしばしその言葉を吟ぎん味みしていたが、

「ちがうよ兵庫、内といっても内応ではない。味方をもって味方を討うたせしむ──つまり同士討ちだ。しかも井伊家を使うなら、所領、名声を鑑かんがみても天下の規模でやったほうがいい」

　吉継の言に兵庫は恐きよう縮しゆくし、三成は我が意を得たりとばかりに笑みを浮かべた。

「しかも恰かつ好こうの餌えさがみずからやってくる。我らが手を下さずとも崩せるといった塩あん梅ばいだ」

「逆に主は効率を重視しすぎるきらいがある」

　兵庫の言を斬きった刃を返されて、水を差された三成はむっとした。

「効率重視でなにが悪い」

「お主、五年前の戦でなにを学んだ？　戦せん況きようは刻一刻と変わる。時機を見ながら方策を変える柔じゆう軟なんさも必要だ」

「局所的な勝利に意味はない。戦は勝ってこそだ」

　五年前と変わらぬ強気な言葉に、吉継はため息をついた。

「まあたしかに使える手て勢ぜいがこれだけとなれば、方法は選んでいられない。いまなら私でもこの手を選ぶかな」

「某も同意いたします」

　秀吉が認めた名将と、三成に過ぎたるものとまで言われた副将が共にうなずく。

　三人はあらためて言葉にするまでもなく、おなじ方向を見やった。兵庫もあわててふりむく。

　南東にあるのは南なん宮ぐう山さんだ。そこになにがと思ったが、さらに先にあるのは──

　蘇よみがえったばかり、そのふたりが瞬しゆん時じに弾はじきだした答えに、兵庫は慄りつ然ぜんとした。

　三人が見やる先にあるのは中山道の要、徳川の直じき領りよう──尾張清洲城だった。

「そなたたちがいてくれれば心強い」

　三成の言に左近は頷うなずき、吉継は「勝手に巻き込んでおきながらなにを」と肩かたをすくめる。

　だが乗り気でなければ、吉継は今すぐにでも眠ねむりにつくだろう。

　吉継が現うつし世よに留とどまりつづけている、そのことに三成は満足げな笑みを浮かべ、唇くちびるを開いた。

「──さあ、天下分け目の戦の再開だ」

　呟つぶやくように零こぼれおちる声。それはけして大きなものではない。

　だが幾いく千せんの怨念がその声に呼応し、関ヶ原の地に鬨ときの声が響きわたった。







　あとがき




　こんにちは、もしくははじめまして。魔ま法ほう使つかい見習いＬＶ２の九く月つき文あやです。

　今回ヒットポイントが薄うす赤あかくなりながら悪あく戦せん苦く闘とうした結果、すばやさが１あがりました（魔力はどうした？）。魔法使いの常として基本鈍どん足そくなので、一人前までの道のりは遠そうです。

　一人前といえば、あこと直なお継つぐは十六ですでに一人前扱あつかいですが、この時代はかぞえ年ですので生まれたときが一歳で、正月がくるごとに年をとります。ふたりはかぞえで十六歳なので、現在の数え方だと中学二年と三年（早生まれ）ですね。昔の人は成長が早かったと聞きますが、中学生で大人扱いですから大変な時代だったんだなと思います。

　本書執しつ筆ぴつの間に伏ふし見みと彦ひこ根ねに取材に行きました。地元や有志の方々が史し跡せきを守ってくださっているおかげで足跡を辿たどれるんだなと感謝の気持ちで一いつ杯ぱいです。研究者の方もおなじで、研究にかける愛と情熱に敬意を表して参考文ぶん献けんを掲けい載さいさせていただいています。愛といえば、ファンレターをありがとうございました！　佐和山で読ませていただきました。一生の宝物です。

　最後になりましたが、本書を彩いろどってくださる久織さま、１巻では直継の艶つや髪かみと采女うねめの骨格に萌もえました。担当さま、電話では寝ね起おきぼけぼけの頭で大変失礼いたしました。ほか本書の制作に携たずさわってくださった方々、そして今こうして読んでくださっているみなさまに感謝を。

　なにか心に届くものがあれば幸いです。またみなさまとお目にかかれることを祈いのりつつ。


九月　文　　
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